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01　映研部室にて





　むにっ。

「うにー……」

　むにむに。

「うにっ」

　むにゅう……。



「ちょっと、にいちゃん！　邪魔しないで！　茜あかね子こお仕事してるんだから！」



　公立閏うるう高校――。

　映画研究会の部室も兼ねている視聴覚室で、花か々が見み茜子は大声をあげる。

「ひゃっ」

　いくつも並んだ机と座席――茜子の横に当たり前のように座っていた白しら鳥とり陀だ衣いが、男の子らしからぬ声をあげて「びくっ」と肩を震わせた。

　髪の毛を切ってじゃっかん見た目からは美少女っぽさが消えていたが、こういう弱々しい態度はそう簡単に矯きよう正せいされない。

「ご、ごめんなさい、茜あかね子こさん……」

　手持ちぶさただったのか、なぜか茜子のほっぺたをムニムニしていた陀だ衣いは、当然怒られたのでしょんぼりしてしまう。

「鬱うつ陶とうしかったですよね、すみません……」

（べ、べつに不愉快だったとかじゃないけど……）

　茜子はいつも甘える側だったので、何かこないだからやたらくっついてくる陀衣にどういう反応をとればいいのかわからない。

（だめだな。茜子、苛いら々いらしてるみたい……にいちゃんを怒鳴っちゃうなんて……）
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　夏休みの期間中、学校に泊まりこんで共同生活を行う通称『夏学』も予定の半分を消化し、生徒たちもこの短い非日常に順応しようとしていた。

　映画研究会、略して映研は『夏学』終了後に行われる文化祭での公開を目指して、ひとつの映画を作成することになっていた。

『夏学』初期に『人魚島』での騒動があったせいで茜子の担当する脚本が遅れ、すべての中心になる脚本が完成しないものだから全体の進行状態はあまり良くなく、映研にはピリピリした空気が漂っていた。

　それでも大道具や小道具、照明などは各々できるかぎり準備をしているが――配役も決まっていないので、できることは限られている。

（茜子もサボってるわけじゃないんだけどー……）

　みんなの『早く脚本仕上げろよこの愚図』的な視線を背中に感じながら、茜子はノートパソコンと向きあって、うんうん唸うなっている。

　何せ茜子は一年生で、映画好きとはいえ制作に関かかわったことはない。

　脚本も『おまえやる気ありそうだな！』って無理やり押しつけられたが、日記すら書いたことがない身の上ではなかなか難しい。

　それでも『夏学』の半分をつかって何とかほとんど書き終えて、あとは他ほかのみんなの（主に監督と撮影をそれぞれ担当する部長と副部長の）意見を採りいれ、ブラッシュアップすれば完成――というところまでこぎつけた。

（うにっ）

　とはいえ自信なんか全然なくて、不安でいっぱいで、茜子はとりあえず脚本のデータをＵＳＢメモリに保存すると、深々と溜ため息いきをついた。

（こんな責任重大な役目だなんて知ってたら、気軽に脚本なんか引き受けなかったのに――おかしいと思ったんだ、二年生も三年生も誰だれもやりたがらないことを、茜子みたいな一年生に押しつけるんだもん。面倒なことは下っ端がやれってことだよね）

　むくれて、茜子は瞑めい目もくする。

（あぁ……映画を観みるのは大好きだけど、つくるのって大変だし苛いら々いらすることばっかりだし――投げだしちゃいたいよ。こんな脚本とか書いてる時間があったら映画を百本ぐらい観られるじゃんか……こんなんじゃ『映画』っていうものを嫌いになっちゃいそうだよ）

　愚ぐ痴ちっぽくなってしまう。

　何かを愛するということは、心地よいことばかりではない。

（疲れたなぁ……うにっ？）

　自分で肩を揉もんでいると、不意に気づいた。

　さっき衝動的に叱しかりつけた陀だ衣いが、何をしているかと思ったら――茜あかね子この邪魔をしないようにと、ちょっと離れた位置に座って炉ろ端ばた吟ぎんと向きあっていた。

　無口で無表情なこの茜子の親友の役目は『編集』なので、撮影前は暇なのである。

　もちろん高校の部活動だ、映研の人数が多いとはいえ人手がたりないところには助っ人にでるべきなのだが、今は脚本が完成しておらず仕事がない。

（ふたりで何してんだろ……？）

　陀衣を追い散らしたのは自分なのだが、たいせつな『兄』が親友の吟とはいえ女の子とふたりっきりでいるのを見て、ちょっと穏やかではいられない。

「…………」「…………」

　ふたりは大学ノートを広げて、会話もなくひたすら『○×』をしていた。

　あれだ、『＃』を書いて、そこに交互に○と×を記入していき、三つ揃そろえたら勝ちとかいうよく学校の黒板とかでやられる暇ひま潰つぶしのゲームである。

　ふたりは延々とそれをやっており、大学ノートがものすごい勢いで消費されていく。

（え？　何これ？　何してんの？　楽しいの、それ？）

　茜子はちょっとした宗教的な雰囲気すら漂うふたりに入っていけず、硬直してしばし眼めを白黒とさせていたが、吟がそれに気づいて顔をあげる。

「む、茜子よ。脚本は終わったのか？」

「とりあえず見せられる程度にはまとめたよ～ていうか何してんのふたりとも～？」

　じゃっかん青ざめながら問うと、吟は淡々と応こたえた。

「暇潰しをしている」

　見ればわかる。

「とりあえず『にらめっこ』『じゃんけん』『しりとり』『山手線ゲーム』『腕うで相ず撲もう』『指相撲』『軍艦』『いっせいのせ』『マジカルバナナ』『あっち向いてホイ』の十番勝負で決着がつかなかったのでな、『○×』で雌雄を決しているのだ。今のところわたしの七十七勝八十五敗で負け越しているので、ここが踏ん張りどきなのだ」

「勝ち越したら売店のイチゴミルクを奢おごってもらえる約束になってるんですよ～」

　陀衣の言葉に、茜子は深々と頷うなずいた。

「うんふたりが貴重な青春の時間を無駄にしていることはわかったよ。ていうか暇潰しでも、もうちょっと楽しいことしたら？」

　暇なのは他ほかの部員も同じなので、見ると携帯ゲームをしたり将棋や囲い碁ごをしたりトランプをしたり中庭でサッカーをしたりしている。

　吟ぎんはそちらを眺め、溜ため息いきをついた。

「まだあまり、わたしは映研のみんなとは馴な染じめていないからな――わたしと茜あかね子こと副部長の他は男子だけだし、どうにも『一緒に遊ぼう』と声をかけづらい」

　気持ちはわかる。

　茜子は比較的に男子だろうが女子だろうが先輩だろうが教師だろうが物もの怖おじせずに話せるほうだが、吟は意外と引っ込み思案なのである。

「だから、陀だ衣いがいてくれてよかったと、わたしは思っているのだ」

　吟は素直にそうつぶやいた。

　あまり周囲とうち解けられない吟も、陀衣にはだいぶ心を許しているような気がする。

「しかし――」

　そこで遅まきながら、吟が首を傾かしげる。

「陀衣はどうして映研にいるのだ？　当たり前のようにいるので暇ひま潰つぶしに付きあってもらったが、おまえはたしか部活動には無所属だろう？」

「はい……」

　もっと早く聞くべきな疑問に、陀衣ははにかんだ。

「いつもは家事とかをしなくちゃいけないですし、早めに帰りたいので部活動はしていないのですが――今は『夏学』でしょう？　おうちに帰る必要がないので、放課後は暇なのですよ。お友達と遊んだりもしたのですが……」

　俯うつむいて、もじもじと。

「『夏学』の期間中はだいたい海遊びになりますし、そうしたら水着でしょう？　ぼくが水着になると、なぜか男の子たちは困ってしまうようなのです」

「うむ。陀衣は下手するとわたしより色っぽいからな、仕方ないと思うぞ」

　吟がかなり可哀かわい想そうなことを言った。

「陀衣なら、女の子と遊べばいいのではないか？　よく女の子につれられて、可愛かわいいお店とかを巡っているのだろう？」

「女の子たちは、ぼくとあひるさんが『恋人』ということになってからは、遠慮したのかなんなのか『あひるさんとお幸せに～』という感じに遠ざかってしまいました」

　陀衣はかなり真ま面じ目めに落ちこんでいるようだった。

「ぼくは孤独です……」

「だ、だいじょうぶだ陀衣！　わたしと茜子がいるではないか！　元気をだせ！　いいか――人間は誰だれもがひとりで生きているわけではないのだ！」

「まぁそんなわけで、茜子さんや吟さんのいる映研にきてみたのですが」

　吟に熱く手を握られて、ちょっと元気がでたらしい陀衣は頷うなずいた。

「そうですね、あまり邪魔になるようでしたら――『夏学』の期間中だけでも、部活動やアルバイトでもしてみましょうかね……」

「バイトはいいかもしれんな」

　吟ぎんが頷うなずいた。

「しばらくは暇だし、わたしも一緒にしてもいいか？　興味はあったのだが、ひとりではすこし不安だったのだ――わたしは色んな経験を積みたい。そして立派な人間になるのだ。映研に参加したのもそのためだ。だが今のところ暇を持て余すだけだからな」

「ぼくも、吟さんとふたりなら心強いです」

　やることが見つかって嬉うれしくなったのか、陀だ衣いは吟に微笑ほほえんで立ちあがった。

「それでは、さっそく行動しましょう！　『夏学』の期間中は色んなお店がバイトの募集をだしているはずです――掲示板にいろいろ求人広告が貼はられていましたよね、今から見にいきましょう！」

「心得た」

　頷くと、吟は陀衣の背中を追いかけて――置いてきぼりの茜あかね子こに敬礼をした。

「というわけで、わたしと陀衣はアルバイトを探しに行く。茜子は脚本をがんばるのだぞ――何かあったら携帯に連絡してくれ」

「あっ、吟ちゃん、にいちゃん……」

　去っていくふたりに『寂しいから行かないでよ！』みたいなことを告げるわけにもいかず、茜子は呆ぼう然ぜんとしてから、おとなしく自分の席に戻った。

（にいちゃんが、あひるさんと距離を置いちゃって――もう何も心配いらない、これからは毎日いちゃいちゃできる、って思ってたんだけどな……）

　また、すれちがっているような……。

（うう、難しいよ――茜子はただ、にいちゃんと幸せになりたいだけなのにな……）
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　溜ため息いきをついて、脚本の最終確認でもしようか――とノートパソコンに向き直ったが。

（あ、あれ？）

　茜子は血の気を失う。

（脚本を保存したＵＳＢメモリが……ない？　パソコンに差しこんだままにしてたのに……あれ？　どうして？）

　データそのものはパソコン本体にも保存されているから、バックアップにすぎないＵＳＢメモリがなくなっても、さして問題にはならないのだが――。

　それでも高校生の身の上としては、自腹で購入したＵＳＢメモリはそれなりに値段の高いものだ、紛失し買い直すことになったらお財布に痛い。

「脚本を」



　突然、背後から声がした。



「拝見させてもろたけど」

　独特の関西弁で語りながら、映研の副部長――雷らい門もん黄き梨り花かがすぐ間近に立っていた。

　染めているのだろう淡泊な黄色の髪の毛と、狐きつねのように細い両目。

　背丈も体格も平均的で、さして目立つ容よう貌ぼうでもないのだが――なぜか閏うるう高校の制服を無視し、甘ロリなドレスをいつも着ているので『平凡』という言葉からは遠い。

　風紀委員の副委員長を務めており、委員長であるあひるを姉のように慕っている（黄梨花は三年生で、あひるより年上なのだが）――その髪の毛もあひるを真ま似ねて黄色く染めたというのだから、たいしたものである。

　尊敬するあひるのために校内の風紀を厳しく取り締まり、逆らうものには容赦しないその辣らつ腕わんぶりから『鬼の副部長』と渾あだ名なされる、漫画みたいな設定の女の子であった。

「色々と、手を加えんとあかんなぁ」

　ちなみに黄梨花は驚いたときなど標準語で喋しやべるので、この関西弁はキャラづくりの一環として無理にひねりだしているものらしい。

「勘弁なぁ、勝手にプリンタに繋つながったパソコンで印刷させてもろたよ」

　見ると、黄梨花の指先には紛失していたＵＳＢメモリがあった。

　茜あかね子こが吟ぎんたちとお喋りしているうちに、脚本が完成したのを察してＵＳＢメモリを他ほかのパソコンに接続し、印刷してきたらしい。



    

  
    
      



    

  
    
      「まだざっとしか確認してへんけど――」

　マイペースな黄き梨り花かは、茜あかね子こが動揺しているうちに言いたいことだけ言う。

「初めて書いたにしてはよくまとまっとる――分量もちょうどえぇし、基本これでＯＫなんやけど。もうちょい色気というか、話題性が欲しいなぁ……まぁ、そこを考えるんはわてと部長のアホやからな、これでとりあえず受領したろ」

　印字された脚本をクリップでとめて、お疲れさん、と頭を撫なでてくれる。

　肩の荷がおりた茜子だったが、どうも百点満点とはいかなかったようなので、どこが駄目だったのか気になって尋ねた。

「えぇっと、面白くなかった？」

「うん？　ちゃうねん、ちょっとバットエンドすぎるしグロいけど、そこは修正すりゃいいし……」

「グロいのがいいのに……」

　茜子はホラーとかサスペンスとか電波系の作風が好きである。

「グロが悪い言うてへんよ。好きなんやったら、堂々と『これが好きなんや』って主張すりゃえぇ。ただ学校で上映するもんやからな、ちょいと気遣いが必要なところがあるねん。でもまぁ、そこはわてらが判断するし、教師との交渉もするから」

　糸目の奥で微笑ほほえんで、黄梨花は茜子の帽子が欲しいのかずっと撫でている。

「脚本の善よし悪あしなんかわても素人しろうとや、自信満々に判断できるわけあらへんわ――けど、こりゃ小説やのうて映画やからな。ここからどう広げていくか、その展望をちょいと明確にせんとな……。いくつか考えとんねやけど、どないしたもんかのう？」

「あの、何か苦労かけるみたいで、すみません」

　茜子は不安になって謝ったが、黄梨花は頬ほおを掻かいた。

「大変なんが楽しいのんよ、花か々が見みちゃん。こっからが、わてらの仕事や――さぁて、とりあえず方向性を決めなあかんから、みんなで作戦会議やなぁ。まずはアホを捕獲せにゃあかんのに、あの猿はどこへ消えよった……？」

　ぼろくそに言われているのは、たぶん部長のことである。

　ちなみに映研の栄えある部長は――吟ぎんの『兄』である翠みどり風ふう太ただ。

　先代の部長に無理やり押しつけられたとかで、掛け持ちしているサッカー部のほうでばかり活動しており、滅めつ多たに映研には姿を見せない。

　風太は黄梨花とは犬猿の仲で、会うたびに喧けん嘩かしている。

　とはいえ『映研の風神雷神』といえば『三大美少女』には劣るが有名人である。

　基本的に『雷神』黄梨花が映研を運営しているものの、最終判断や教師との折衷には部長の『風神』風太が必要ということで、ことあるごとに彼を捜しに行かねばならず思うように動けない黄梨花は、ものすごく風太を追放したがっている。

「サッカー部におるか、それとも海辺で女のケツでも追いかけとるか……まったく、面倒な――いつか一生脱ぬげない猿の着ぐるみを着せて猿山に放ほうりこんだる」

　ぶつぶつ毒を吐きながら去っていく黄き梨り花かの背中を見送り、茜あかね子こは嘆息する。

（意外とあっさり脚本にＯＫがでちゃったな……茜子も暇になっちゃった）

　携帯電話を取りだし、吟ぎんの番号を呼びだす。

（茜子も、吟ちゃんとにいちゃんに合流して、アルバイトでもしちゃおうかな）

　考えると楽しくなってきて、茜子は立ちあがると真夏の蒸し暑い廊下へ向かう。

（夏だもん、茜子もたっぷり青春するんだもんね！）

　そうして浮かれ、苛いら々いらすることも多いけれど基本的に幸せな時間に耽たん溺できし――茜子は、自分の脚本が招くことになる波乱の予兆に、まるで気づかずにいた。



    

  
    
      
02　風神雷神





　その数時間後。

（うにー……っ）

　どうして、と茜子は思っていた。

　アルバイトを探しに行った陀だ衣いと吟を追いかけ、携帯電話で連絡をとって、ふたりが向かったというお店を駆け足で目指していったところまでは良かった。

　けれど茜子が方向音痴なのか、それとも他ほかに理由でもあるのか――いつまで歩いても辿たどりつけず、茜子はふて腐れてしまった。

（それから、まぁふたりに合流するのは明日からでもいいか――と思って）

　茜子は頭を抱える。

『兄』と親友に追いつけない苛々をおやつのクレープ（抹まつ茶ちや＆小豆あずき）を食べて発散してから、諦あきらめて近くにある馴な染じみのミニシアターへ向かったのである。

　茜子は映画の、それもかなりマニアックな方向の作品が好きなのだ。

（お気に入りの監督の過去作品、しかも日本ではひどすぎて上映できなかったいわくつきのがたまたまあったから、いや茜子はもう海賊版のＤＶＤで観みたんだけど映画館ではまたちがうかと思って――わくわくしながら映画館に入ってチケットを買ったら）

「やっほう、茜あかね子こちゃん」

　当たり前のように微笑ほほえんで、黒くろ沼ぬま音おん忠ちゆうが茜子の横に座った。

「飲み物を買ってきたよ――どうしたの？　体調でもわるいの？」

　映画が始まる三十分も前だが、茜子はすでに座席に腰かけていた。

　薄暗くほとんど誰だれもいない、ミニシアターではよくある場内で、映画館の館長の趣味なのかデス声の耳が痛くなるような曲が流れている。

　茜子には居心地がよい、自分の縄張り的な雰囲気なのだが――。

（うにー……っ）

　こっちの胡う乱ろんげな態度を無視するように、音忠は「コーラで良かった？　好きでしょ？　茜子ちゃんって味覚が子供でしょ？　見た目も子供なんだから」とか無駄にこちらの神経を逆なですることを語っている。

　周囲の闇やみに溶ける、真夏日には見ているだけで暑い黒ずくめの服を着た男の子である。

　あの遊ゆう菊ぎくの『弟』らしいが、学校には通っていないらしく――閏うるう高校の生徒ではない。

　けれどなぜだか茜子のそばにたびたび姿を現し、ちょっかいをかけてくるのであった。

「どうして!?」

　平然としている音忠を、茜子はきつく睨にらみつける。

「あ、ありえないよ～こんな場末のミニシアターの、しかも隣の席にあんたが座るなんて！　どんな偶然!?　茜子、あんたにだけは会いたくないのに!!」

「趣味があうってことじゃないか、喜んでほしいな――茜子ちゃん」

　優雅に肩をすくめてから、音忠はこちらに無造作に顔を近づけてくる。

　さすがは遊菊の『弟』か、蠱こ惑わく的てきな雰囲気がどこか似ている。

　他人をおちょくるのが三度の飯より好き、みたいな態度も。

「何てね。実は町中で茜子ちゃんを見かけたから、こっそり後をつけたんだよ」

「す、すとーかーっ!?　けけ、警察を呼ぶよ～!?」

　両腕をクロスして威い嚇かく（？）すると、茜子は音忠から身体からだをできるだけ遠ざける。

「どうして茜子を尾行して……はっ！　お金か！　お金がほしいのか！　でもね、こないだキキキ……キスをしたのは、脅迫の材料になんないからね！　あんたが無理やりしたんだし、あのあとにいちゃんと百回キスして上書きして『なかったこと』にしたんだから！」

「百回もしたんだ……白しら鳥とりさんは大変だなぁ」

　音忠はふつうに感心していた。

　年上だからか、音忠もいちおう陀だ衣いのことは『さん』づけで呼ぶらしい。

　あるいは、何か彼を見直すようなきっかけがあったのか。

　音忠は長い足をぞんざいに組むと、真ま面じ目めな顔で問うてきた。

「でも、納得いかないな。『百回で上書き』っていうのはどういう理屈なの？　そこに科学的な根拠みたいなものはあるの？」

「え？　え？」

「もしかしたら、『上書き』は完かん璧ぺきじゃないのかもしれない。茜あかね子こちゃんの唇には、まだほんのちょっと僕の名残があるのかもしれない。このあたりに……ね」

　指先を伸ばして、ちょん、と茜子の唇に音おん忠ちゆうが触れてきた。

「うにっ！」

　当然、噛かんでやった。

　思いしるがいい、と茜子はご満悦だったが。

「…………」

「…………」

　音忠は無言で、指をくわえさせたまま、茜子の頬ほおのあたりを空あいた片手で撫なでた。

　三つ編みが揺れて、どきん、と茜子の心臓が跳ねあがって――。

「うにーっ!?」

　睨にらめっこに負けた茜子は、口を離すとおおきく仰のけ反ぞった。

「ちょっとは抵抗してよ!?　ほんとに噛みちぎっちゃうよ!?　茜子、虫歯ないよ!?」

「しかし考えてみてほしい、茜子ちゃん」

　音忠はあくまで表情を変えずに、茜子に噛まれた指先を眺めている。

「人間の身体からだには線が引かれているわけではない。足や手、額や唇などはすべて同じ一枚の皮ともいえる。指と唇は繋つながってるんだ。今、茜子ちゃんは見方を変えると、僕の唇を甘あま噛がみしてくれたともいえるんだ」

「うわ、ウザっ！　あんた気持ち悪いよ！」

　茜子は寒気をおぼえて、もう金輪際こいつには触らないようにしよう、と思いながらとりあえず音忠が買ってきたコーラを飲む。

「だけど、ほんとに――いったい何のつもりなの～？」

　茜子は真ま面じ目めに怖くなってきて、音忠をじっと見み据すえる。

「尾行して、こんな映画館のなかにまでついてきて――はっ！　ひ、人ひと気けがない薄暗い場所だからって変な真ま似ねしたら、今度こそブッコロすからね！　け、警察呼ぶからね！」

　携帯電話を示す茜子だった。

　前回は、携帯電話を握りしめたままだったのにキスされたのだが。

「わかってるよ。あのときは僕もどうかしてた」

　音忠が溜ため息いきをついて、男の子にしては長い髪の毛をいじくっている。

「不可解なんだよね……どうしてこの黒くろ沼ぬま音忠が、姉さん以外の女の子にあんなことをしてしまったのか？　それも茜子ちゃんみたいな、初めて会った、僕を侮辱し敵対した厄介な女の子に……？」

　ぶつぶつと独りでつぶやいている。

「僕は姉さんを愛している。姉さんは他人を苛いじめるのが大好きで、僕も会うごとに泣かされそうになる。つまり僕は『苛められる＝愛情表現』だと身体が覚えこんでしまって、あのとき厳しい言葉をぶつけてきた茜子ちゃんにときめいてしまったのかもしれない」

　音おん忠ちゆうはそこまで語ると、おもむろに茜あかね子この両手を握りしめて熱っぽく見つめてきた。

「これは由々しき事態だ……僕にそんな性癖があるなら、早めに治療しなくてはいけない――僕は姉さんを幸せにするために、姉さんと結ばれるために、他ほかの女の子にときめくことがあってはいけないんだ」

　うんうん頷うなずき、吐息が触れるほど顔を近づけてくる。

「茜子ちゃん……僕の仮定が間違っていないとしたら、僕の性癖を目覚めさせたのは君だ……責任をもって、僕の治療に協力してほしい！　まずはほんとうに僕が苛いじめられることを快感とする性癖の持ち主なのか試すために、僕を口汚く罵ののしるか、唾つばを吐くか、あるいは酷ひどく痛めつけてほしい……!!」

「ものすごくキモいよあんた!?」

　茜子は生理的嫌悪感から、問答無用で音忠に肘ひじ鉄てつをぶちかました。

　音忠は座席から転がり落ちると、しきりに首を傾かしげている。

「おかしいな……ふつうに痛いし、暴力は不愉快だ――どういうことだ？」

　何か悩んでいる。わけがわからない。

（うにーっ）

　茜子はひたすら混乱しながら、心を落ちつけるために『兄』を思いうかべる。

（にいちゃ～ん……助けて～。茜子、変な男の子につきまとわれてるよ～）

「まぁいいか」

　あまり何事にも頓とん着ちやくしない性質なのか、音忠は席に座り直すと腕組みをした。

「こんなことは初めてだからね――気長に取り組んでいこう。どうせ暇だし」

「あんた学校とかには行ってないの？」

「通信制の学校に在籍してる。自由な時間に学べるから要領よくやれば暇なの。母さんが取り組んでる活動に参加するには高卒の資格が必要だからって、とりあえず卒業してくるように命じられて一時的に帰国してるだけ」

　音忠と遊ゆう菊ぎくの母は『旅人』だとかで、世界中を飛び回っているらしい。

　音忠はそんな彼女に幼いころからつれまわされ、遊菊ともほとんど交流がなかったとか。

　彼がどことなくズレているのも、そういう突拍子もない育ちかたをしたせいだろうか。

「それだけじゃ暇だから、お仕事も捜してるけど――あまり汗みずくになって勤労するってのも性分じゃなくてね、ぶらぶらしてるよ」

　音忠は嬉うれしそうに、また顔を近づけてくる。

「なぁに？　そんな質問をするってことは……僕に興味があるのかな、茜子ちゃん？」

「ちょっと気になっただけ。顔近づけないでよ～」

　ぐいぐい音忠を押しのける。

　そんな茜子を面白がるように、音忠は微笑ほほえみながら語った。

「まぁ、先日の『人魚島』の騒動の結果――懸念は取り除かれたしね。愛いとしい白しら鳥とりさんに嫌われた金ちゃんは、恋に破れ、『恋の病』の症状が進行しなくなる……はず」

　金ちゃん＝金かね城しろあひるである。

「金ちゃんが『恋の病』によって命を失うことがなくなれば、姉さんの不安も取り除かれる。白しら鳥とりさんとのつらい失恋を経験した金ちゃんは、もう恋なんてしないだろうしね――万事、解決さ」

　音おん忠ちゆうはじっと、茜あかね子こを見つめてくる。

「あとは、茜子ちゃんが努力することだね。二度と『兄』が『他人』なんかに目を向けないように、その心をしっかり抱きしめておくんだ。僕は未来の君なのかもしれないと、以前に言ったけど――ちょっと違うのかもしれない」

　茜子の胸のあたりに指を寄せて、音忠は魅了するようにつぶやいた。

「君は、成功した過去の僕なのかもしれない。愛いとしいひとと結ばれ、幸福になる――失敗しなかった僕なのかもしれない。応援してるんだよ、茜子ちゃん」

「言われなくても、茜子はにいちゃんと幸せになるもん」

　むくれてから、茜子は場内がさらに暗くなったので――無駄話をやめる。

「ほら、それより映画が始まるよ。茜子、映画観みてるとき周りがうるさいと腹立つひとだから、お口にチャックしといてね。あぁ、楽しみだな～。横に不愉快なやつが座ってなければ、もっと良い気分だったのにな～」

「ていうか、どんな映画なの？」

　音忠は茜子の嫌味も気にせず、不思議そうに首を傾かしげている。

「茜子ちゃんを追いかけて、同じ映画のチケットを買ったけど――聞いたことない題名と監督、俳優だし……まったく内容が想像できない。どんなお話なの？」

「観ればわかるよ。ネタバレ嫌いなの――でもこの監督は期待できるよ！　十代のころ華々しくデビューしたけどたちまち失敗して路頭に迷って、三十歳になってから復帰したんだけどグロ系、電波系、アングラ系の気持ち悪い作風になっちゃったよくいる駄目な監督さんで、なかでも三十代のころの作品はとくにひどくて登場人物が二秒ごとにミンチになったり美少女が殺人鬼に惨殺されて主人公の誕生日ケーキにされたり寝てるうちに大量のゴキブリに全身をボリボリボリって食べられたりとか意識を保ったまま開腹手術をされて空っぽになった腹ふく腔こうにプリンをつめられたりとかすごいキュンキュンしちゃうの！」

「…………」

　いちぶのひとにしか理解できない決して全国ロードショーされない類たぐいの映画を、それでも最後まで逃げずに観つづけた音忠は、ちょっとは褒ほめてあげてもいい。
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　音忠が血と臓物をひたすら見せられているころ。

「猿！　おい猿！　待たんか！　歩くの速いてコラ、聞いとんのか!?」

　茜子と音忠がいる映画館のそば。

　雑多な店舗が並んだ町中を――制服姿の翠みどり風ふう太たは歩いていた。

　背後から響くけたたましい声を、ぼんやり聞き流しながら。

　映研の部下から吟ぎんと陀だ衣いがいっしょにバイトに向かったという話を聞き、さらに知りあいに情報をつのって彼女らが働いているお店の名前をつきとめ、てきとうに携帯電話でその店の地図を検索して向かっている。

（あの吟がアルバイトとはな――）

　何となく誇らしい気持ちで、風太はうんうん頷うなずいた。

（子供が小学校を卒業した親の気持ちって、こんな感じかなぁ――べつに我が家は金に困ってるわけじゃねぇし、吟は純粋にバイトってやつをしたかったんだろうなぁ。協調性のない、今どきの女子高生っぽくない吟が成長したもんだよ）

　かなり失礼なことを独白すると、浮き浮きしながら歩く。

（やっぱ茜あかね子こちゃんとか、陀衣くんとかと関かかわり始めたのが良かったんだろうな――あいつこれまでは友達いなかったからなぁ……ほんと、あのふたりにはいくら感謝しても足りねぇよ。恵まれた青春を送ってるじゃん、吟のくせに）

「おい！　猿！　耳がないんかアホ！　それとも猿やのうてゴリラやったかこのゴリ！」

　背後からの声に項うな垂だれて、風太はがっくりと肩を落とす。

（羨うらやましいぐらいだよ――まったく、ナンパは失敗するし、教師には怒られるし。俺おれも青春を満喫したいのに、寄ってくる女といえばこいつぐらいだ）

　振りかえると、人ひと混ごみのなか目立つ甘ロリのドレスをまとった雷らい門もん黄き梨り花かがいる。

　彼女は周囲の奇異の視線を無視し、ずんずん歩いて風太のそばまで歩いてくる。

「こらっ！」

　そして無造作に風太のお腹なかを殴った。

「止まれ言うたら止まらんかボケ！　この靴と服やと走れへんねん！　わかれ！」

「ていうかカミナリさんは、どうして俺についてくんの……？」

　ものすごく嫌そうに告げると、黄梨花はつんと唇を尖とがらせた。

「カミナリさん言うな。雷門黄梨花や。覚えんか！　ていうか、どうせ渾あだ名なをつけるならもっと可愛かわいいのにせんか！　気が利かん猿やなホンマ！」

（カミナリオヤジ……）

　いつも怒っている黄梨花を、心のなかではそう呼んでいることは、風太の秘密だ。

　どうしたもんかと彼女を眺めていると、ちょっとだけ頬ほおを染めて「な、何やじっと見つめて……」と髪の毛をいじったりしつつ、黄梨花は腰に手を当てて宣告してきた。

「せやから！　ようやく脚本がでけたから、まずはわてらで作品の方向性決めなあかんやろが！　何度も言うたやろが！　せやのにあんた電話もメールも無視してちょこまか動きくさって、無駄に歩き回ってしもたやん！　謝りや！」

（うるせぇなぁ……どうして俺の周りの女はこんな口くち喧やかましいのばっかりなんだろ……）

　説教されるのは自分が駄目な行動をするからだ、という真理から風太は目を逸そらす。

「まぁまぁ、落ちつけカミナリさん。映画はおまえに任せるからさぁ――だいたい俺おれ、前の部長から無理やり役目を押しつけられただけだし。映画に興味ないの、ほんとに」

「せやったら、どうして映画研究会に入ったのん？」

「そりゃおまえ……」

　その先代の部長（御み仏ほとけのように心優しい美少女だった）に一ひと目め惚ぼれをして、何とかお近づきになりたかったから、という下世話な理由なのだが。

　それを正直に告げると、たぶん映画馬ば鹿かの黄き梨り花かはすごい怒る。

（面倒くせぇなぁ……）

　頭を掻かいていると、黄梨花は頬ほおを膨らませる。

「いくら興味あらへんでも、押しつけられた役目でも、それを途中で放ほうりだすのは不義理やと思わんか？　男のやることちゃうで？」

「あたしほんとは女の子でしたの。おほほほほ」

「キモいわ。……とにかく、部長を無理に追いだした～みたいなことが噂うわさになるだけで致命的やねん。かたちだけでもえぇから、ちゃんと最低限の役目だけは果たしてくれるか？　あんたの人脈と行動力は、捨てたもんやあらへんし――期待してんねやで？」

「うーん……」

　褒ほめられたっぽいので単純な風ふう太たは喜んだが、いやいや映画の撮影なんかやっぱり面倒くさい、と思い直して首をふった。

　どうにかごまかして、余計なお仕事は放りだして遊んで暮らしたい。

「そうだな――だけどカミナリさん、他人に何かを要求するときは、換わりに報酬を支払うのが筋ってもんだよな？」

「なんちゅう偉そうな……要求できる立場とちゃうねんで、自分？」

　黄色の髪の毛をかきあげ、黄梨花は戸惑いながらこちらを眺めてくる。

「まぁ、えぇか。いちおう言うてみ？　わてにできることなら何でもしたる――映画のためや、仕方ない。けど、あんまり高価なものとかはあかんで？　わて衣装代とかに小遣いぎょうさんいるから金あらへんねん」

「そんな服着なきゃいいだろうに――いや……さすがにお金とか高価なものとかは、要求しないけど――」

　風太は思案する。

　ここで無理難題をふっかければ黄梨花も諦あきらめて、自分に期待することはなくなるはず。



「そうだな、無事に映画が完成したらおっぱい見せて」



「…………」

　黄梨花が硬直した。

　しばし言葉の意味がわからなかったように、口をぱくぱくさせていたが、さすがのカミナリオヤジもこの暴言には咄とつ嗟さに説教を繰りだせず――呆ぼう然ぜんとしていた。

（ふふん、どうだ――女を怒らせるにはセクハラ、これが俺おれの結論だ！）

　何もすごくないことを内心で誇りつつ、風ふう太たが満足げに胸を張っていると。

「……えぇよ」

　黄き梨り花かが信じがたいことをつぶやいた。

「減るもんやないし、乳くらい見せたる。せやから、ちゃんと映画撮ろ……？」

　上目遣いに見つめてくる黄梨花の正面で、今度は風太が硬直する番だった。
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　黄梨花が爆弾発言をしてから、数分後。

　何となく気まずく、会話もないまま、風太と黄梨花はつれだって町中を歩いていた。

　閏うるう高校の生徒が、買い物や遊びをするためによく訪れる町である。

　風太としても慣れているのだが、なぜだか目的地に辿たどりつけない。

「あっれぇ？」

　たまに黄梨花のふりふりなレースに飾られた胸元を眺めて、どきどきしていた風太は、それをごまかすために大声をあげた。

「このへんのはずだけどな――吟ぎんの働いてる店。どこにあるんだ？」

「あぁ、吟ちゃんバイト始めたん？　そういや映研の部室でそんなこと喋しやべっとったな……どれ、見せてみ？　わてこのへんよくくるから、あんたよか詳しいかも」

　風太が携帯電話に表示した地図を、黄梨花が覗のぞきこんでくる。

　これまでは口くち喧やかましいクラスメイトとしか思っていなかったが、こうして見るとふつうに女の子だし、風太はどうしたらいいかわからない。

　風太は自由恋愛に憧あこがれているが、他ほかのみんなが保守的だし吟がうるさいので、女の子と付きあったことがないのだった。

　どうにも慣れない。

　相手はこれまで犬猿の仲だった黄梨花だし……。

「あぁ、この店か。素人しろうとさんにはわかりにくいやろなぁ――こっちやで」

　黄梨花はかんたんに結論すると、風太を誘って人ひと気けのない方向へ歩いていく。

「休憩する場所もあるし、軽食もとれる。そこでご飯がてら映画の作戦会議しようや。ついでに吟ちゃんの様子も見れるし、一石二鳥やん？」

「そうだな……」

　流されるまま、風太はついていく。

　やがて目の前に、やたら可愛かわいらしいお店が見えてきた。

　御お伽とぎ噺ばなしから飛んできたかのような、らぶりーな外観の建物である。

　看板もでておらず、何の店だかよくわからない。

「ここは、わてのような趣味の女の子ご用よう達たしの、この町では珍しいお店や。ほれ、会員証――良かったなぁ、風ふう太ただけやったら入れへんかったかもしれんで？」

　免許証みたいな謎なぞのカードを見せて、ご満悦の黄き梨り花かだった。

　たしかに黄梨花の服装と、このお店には、共通の雰囲気がある。

「吟ぎんがこんな店でバイトを……？　似合わんなぁ、何かの間違いじゃないか？」

「でも陀だ衣いきゅんも一緒にいるんやろ？　陀衣きゅん、ここのお店の特別会員証をもってるさかい――」

「待て。……『陀衣きゅん』？」

「可愛かわいい女の子は『～たん』可愛い男の子は『～きゅん』と呼ぶのが、わてらの常識や」

「なんか関かかわりたくないなぁ……これ、勝手に入っていいのか？」

　風太は気にしないことにして、完全に閉まっているお店の扉に手をかける。

　扉には曇り硝子ガラスが嵌はまっており、内部の様子がわからない。

（俺おれみたいなんが気安く踏みこむのは、ちっと躊躇ためらわれる感じだなぁ……）

「何を怖がってんねん」

　黄梨花はむしろ居心地がよさそうに、さっさと扉を開いて入室していった。

　店内には細長い廊下が延びており、扉がいくつも並んでいる。

　玄関の右手側の扉だけが開いていて、その奥には受付らしきものがあった。

　黄梨花が手続きをしているのを待っていると、風太は歓声らしきものを聞いた。

　何やら賑にぎやかに盛りあがっている――いちばん奥の部屋か。

「お待たせ」

　黄梨花がすぐに戻ってきて、まさに風太の見ていた方向を顎あごで示した。

「吟ちゃんは奥の部屋にいるねんて。ちょっと忙しいらしいけど、顔を見ることぐらいならできるやろ――こっちや」

　どんどん歩いていくが、風太は不安になった。

「おい、ここ……いかがわしい店とかではないんだよな？」

「潔癖性の吟ちゃんが、そんな店で働くかい。ちゃんとしたお店やよ、ここは」

「でもここ、何の店なんだ？」

　風太の疑問が解消されないまま、黄梨花は呆あつ気けなく奥の部屋の扉を開いた。

　同時に。

「………!?」

　熱気が押し寄せてくる。

　それなりに広い部屋に、たくさんの人々が集まっていて、奥にある舞台を注視している。

　どうやらファッションショーらしきものをやっているらしい。

　集まっているのは男女が半々といったところか。

「何だこりゃ……？」

　風太が耳を澄ませると「可愛い！　可愛い！」「やっぱり○○の××には●●が△△ってるよね！」「♪★§ーっ！」と専門用語が乱発されていて、宗教じみていた。

「あぁ、今日は『可愛かわいいっＳＨＯＷ』の日やったんやな……」

「何だその初めて聞く単語は」

「定期的に開催される、誰だれがいちばん可愛いかを決める勝負やねん。勝つたびにランクが上昇し、このお店でだけで配布される雑誌で特集されたり色々な特権が得られるんや……わてもいつか挑戦したいなぁ、『可愛いっＳＨＯＷ』……」

「そうか、俺おれは関かかわりたくない」

「あ。吟ぎんちゃんや」

　ものすごい大声で騒いでいる観衆に、飲み物やら投票用紙（誰がいちばん可愛かったか記入して提出するらしい）やらビンゴカードを配っているのは、たしかに吟だった。

「何やそれ吟ちゃん、可愛い～☆」

　黄き梨り花かが黄色い声をあげるとおり、吟はふつうに着ぐるみをまとっていた。

　よたよた歩き、ぼんやりした表情で声に気づいてこちらを見た吟は、風ふう太たに視線を向けるととろけたような笑みを浮かべて飲み物を押しつけてきた。

「ど、どうした吟!?　何があった!?　俺がわかるか!?」

「あ、ああ――兄さんだったのか……だいじょうぶ、わたしはだいじょうぶだ……」

　ぶつぶつ独りごちて、吟は熱に浮かされたような瞳ひとみをさまよわせる。

「まずは馴な染じみのお店でバイトをしてみようということで、陀だ衣いにこの店につれてこられたときから、着ぐるみにされることは覚悟していたのだ……。初めてのことではないし、なぜだろうか――あぁ兄さん、わたしはなんだか心地よくなってきているのだ……」

「しょ、正気に戻ってくれ、吟!!　俺の目を見ろ、ほら!!」

　吟の肩を揺さぶっている風太の横で、黄梨花が嬉うれしそうな声をあげる。

「あっ、陀衣きゅんや☆　今日もめんこいなぁ……お持ち帰りしたいなぁ～☆☆」

『皆さ～ん？　投票用紙に、いちばん可愛かったひとの名前を書きましたか～？』

　舞台の上に陀衣が登場し、小型のマイクでアナウンスしている。

　タキシードに蝶ちようネクタイ姿で、短くなった髪の毛をちいさく三つ編みにしている。

『はぁい、ではこのシルクハットに投票用紙を投げこんでくださ～い☆』

　陀衣が掲げたシルクハットに「どりゃあーっ！」「大好きーっ！」など各々なりの声をあげながら、やたら丸めた投票用紙を投げつける観客たち。何だこれ。

『では集計をしてください、吟さ～ん？』

「仕事だ……行かなくては……」

　戦場へ向かう兵士のように、吟は決死の表情で舞台にあがる。

　風太はおろおろしていた。

「だ、だいじょうぶなのか……吟？　このバイト、向いてないんじゃないか？」

「楽しそうやん、あんな柔らかい表情してる吟ちゃん初めて見たで～☆」

　黄梨花はのほほんとしていた。

『集計結果を発表するぞ』

　ドラムロールが響くなか、吟ぎんが声をひそめ、静かに言葉を紡ぐ。

『今回の「可愛かわいいっＳＨＯＷ」――優勝者に選ばれたのは』

　同時に部屋が真っ暗になり、スポットライトがあちこちを疾しつ走そうする。

　最終的にその灯あかりは――ひとりの人物を照らしだす。

『合計３８２票!!　白しら鳥とり陀だ衣い!!』

『ええっ!?　ぼく参加してませんよ!?　司会ですよーっ!?』

　名前を呼ばれた陀衣は、ぎょっとしていた。

『そ、それにこれ、男のひとの服装で――可愛かったですか？　髪も切ったのに……』

　戸惑っている陀衣だったが、周りの観客は大喜びでクラッカーを鳴らしたり紙テープを放ほうり投げたりしている。

　いよいよ意味がわからなくなってきた。

「陀衣きゅんがその場にいると、必ず陀衣きゅんが勝ってしまうねんな……すっごい可愛いし、あれで男の子やっちゅう背徳感とかがもう……もう！　堪たまらんからなぁ！」

　腕組みし、黄き梨り花かがふと真顔になる。

「待てよ……これは使えるかもしれへんな。何を売りにするか決めかねとった、今回の映画――もしかしたら、閏うるう高校の歴史に残る名作にできるかもしれへんで？」

　邪悪な表情で何かを決断している黄梨花のそばで、いまだ狂乱騒ぎはつづいている。



    

  
    
      



    

  
    
      
03　堕ちた天使





　あひるは眠っていたようだった。

　ぼんやり両目を開いて、しばし「………？」と当惑した。

　何も覚えていない。

　身体からだにどっしりと倦けん怠たい感かんがあるが、最近はいつもそうである。

「ふあ……」

　欠伸あくびをしながら上体を起こして周囲を眺めると、そこは閏うるう高校の保健室だった。

　時計を見ると放課後の、それも夕方らしい。

（えぇっと……）

　寝乱れた髪の毛と制服（制服のまま寝ていた……？）をかんたんに調ととのえてから、あひるは自分がどうして保健室なんかにいるのか思いだそうとした。

（たしか今日は『夏学』の授業を終えて、放課後は文化祭について担任の先生から説明を受けて資料を作成して、それから風紀委員の集まりと見回りがあって、その間もひっきりなしに電話があったり話しかけられたり……あぁ、そうだ）

　ただでさえ疲労しているところにお仕事の連続だったうえ、最後がまずかった。

（バレー部に助っ人を頼まれて……あたし運動はだめだから断ろうとしたんだけど、見学ぐらいはって――そしたらボールが飛んできて、頭に当たって……）

　それで気絶してしまったらしい。

（そもそも、べつにあたし運動が得意なわけでもないし、体育はいつも見学してるのに――何で助っ人に？　でもまぁ、言われてのこのこ出向いたあたしも馬ば鹿かだったわ）

　溜ため息いきをついて、項うな垂だれてしまう。

（最近、がむしゃらになってるなぁ……忙しく働いてると、何も考えずにすむもんね）

　先日、哀かなしいことがあた。

　もう二週間も前のことになる。

『人魚島』での騒動の結果、あひるは大好きな陀だ衣いから嫌われてしまった。

　そのときの関係者――諏す訪わみかんに事情を聞いたのだが、いまいち判然としない。

　どうして嫌われてしまったのか。

『人魚島』で何があったのか。

　納得できず、理解できなくて――何より聖者のような陀衣にそっぽを向かれた自分が、みじめで情けなくて、それに哀しかった。

（白しら鳥とりくん……）

　堕おちた天使のように、あるいは傷だらけの雛ひな鳥どりのように、くすんだ黄金の翼をあひるは自ら抱きよせるようにする。

　陀衣とすごした日々は、たしかに幸せだったのだ。

　何気ない会話をして、自分の弱いところぜんぶ見せて、それでも受けいれてくれた白しら鳥とり陀だ衣い――何度も助けてくれた、あひるの王子様。

　けれど愛いとしいひとは遠ざかり、あひるは打ちのめされて呆ぼう然ぜんとするだけ。

　そのまま、何事もなくずるずると――時間だけが積み重なって。

　陀衣のいない日常が、当たり前になって。

（うう……）

　あひるは途方に暮れていた。

　何をしたらいいのか、さっぱりわからなかった。

　過去は意味不明で、現在も曖あい昧まいで、未来は真まっ暗くら闇やみだ。

　頭を抱えてうずくまってしまいたくなる。

　あひるは自分にいつだって自信がなくて、嫌われたら、どうしたらいいかわからない。

　もしかしたら陀衣はずっと我慢して、それでも優しいから、みにくいあひるのそばにいてくれたのかもしれない。

　それを疑いだすと寒気がして、かけがえのない陀衣とすごした日々すら嘘うそになりそうで、あひるは泣きそうになる。

（どうして、こんなことに……）

　ふつうなら、あそこまでこっぴどく拒絶されたら、こちらも腹立たしく思い――陀衣を嫌ったりするべきなのだろう。

　そのくらい酷ひどい別れかたをした。

　だが、理屈では割り切れない。

　陀衣のとなりが、あひるの天国だった。

　そこから堕おちた今、まともに何かを考えることもできない。

「……きゃっ？」

　不意にすぐそばで気配がして、あひるは目を丸くする。

　驚いて自分のお腹なかのあたりを見ると、かけ布団がこんもり膨れている。

　その部分がもぞもぞ蠢うごめき、湯たんぽみたいな熱が伝わってくる。

（何？　誰だれ？）

　あひるはぞっとして、恐る恐る布団をめくるとなかを確認してみた。

　そして安あん堵どする。

（お姉ちゃん……）

　そこにいたのは紫し舞ぶ沢さわ遊ゆう菊ぎくだった。

　たぶん倒れたあひるをお見舞いにでもきて、起きたとき驚かせようとでも思ったのか、添い寝して――ほんとに眠ってしまったのだろう。

　馬ば鹿か馬ば鹿かしい。

　丸まって、無邪気に寝転がっている遊菊を見ると、あひるの心は柔らかくなる。

（そばにいてくれたのね……）

　くうくうと可愛かわいらしく寝息をたてている遊ゆう菊ぎくに手を伸ばして、あひるは幼い子供にそうするように、この『幼なじみのお姉ちゃん』の頬ほおを撫なでた。

（お姉ちゃんは、いつもそうよね）

　むかしから見た目だけ取りつくろって、失敗ばかりだったあひるが傷つくたびに、落ちこんで項うな垂だれるたびに、遊菊は歩み寄って励ましてくれた。

　家族だった。

　他ほかの誰だれよりも。

　非人間的な両親よりも、気難しかった『兄』よりも、このひとが好きだったころが――あひるには確かにあった。

　子供のころに戻ったように、あひるは遊菊に甘えたくなる。

「…………」

　無言でまた寝転がって、そろりと遊菊に寄り添った。

　彼女の腕を抱きよせて、お腹なかのあたりに顔を近づけた。

　密着し、その体温を感じる。

（お姉ちゃん……）

　何だか心細かったあひるは、遊菊にぎゅっと抱きついた。

（お姉ちゃぁ……ん☆）



    

  
    
      



    

  
    
      「えぇい暑苦しいっ！」



　遊ゆう菊ぎくが急に両目を見開くと、赤頭巾ちゃんの狼おおかみみたいに「おまえを食べるためさぁっ！」と言わんばかりに抱ほう擁ようしてきた。

「きゃああ!?」

　びっくりして、あと恥ずかしかったので、あひるは真っ赤になって両手を暴れさせる。

「おおおお姉ちゃん!?　起きてたの!?　ちょっと、放しなさいよ!!　せ、制服が皺しわになっちゃうからっ――きゃあああ!?」

「うるせぇなぁ」

　遊菊は低血圧なので寝起きは不機嫌である。

　あひるを満足いくまでぎゅうぎゅう抱きしめてグッタリさせると、遊菊は身を起こし、野生動物みたいに欠伸あくびをした。

「ふああ……寝ちった。いま何時？　げっ、もうじき夕飯じゃん！　ご飯の時間に遅れたら食事抜きにされるぞ？　起きろあひる、飯行くぞ飯！」

　いきなりこのテンションである。

　寝ていたときは眠り姫みたいにうつくしかったのに、言動が荒っぽくて台無しだった。

　あひるは甘えんぼになっていた自分が恥ずかしくて、「ちがうんだからね、お姉ちゃんを起こそうとしてただけなんだからっ――だいたいなんで添い寝してんのよ！」とひとしきり騒ぐと、自分も身支度を調ととのえる。

「でもなぁ、おまえ――気をつけろよ？」

　保険医の私物らしいぬいぐるみを鑑定士みたいに眺めながら、遊菊がぼやいた。

「急に倒れたって聞かされたから、『病』の発作かと思ったじゃねぇか。ていうか、おまえ近ごろ働きすぎ。見てると心配になるよ。風紀委員の他ほかにクラスの委員もやって、おまけにひとの悩みを聞いたり雑用をやったり、健康な人間でも倒れるわ！」

「だって……」

　叱しかられて、あひるはしゅんとする。

　たくさん働いて怒られるなんて、理不尽な話だと思う。

「あのなぁ」

　遊菊は保健医の丸まる椅い子すに腰かけてこちらを見み据すえてくる。

「何かに没頭するのはいいよ、それが自分で望んでることならな。だけどおまえは病気だし、身体からだも弱い。こんな過労じゃ死に向かうのを早めるだけだ。気持ちはわかるけどさ――っていうか、あたしもひとのこと言えないけど」

　たしかに今のあひるは、彼女の『恋人』だったあひるの『兄』――縋すが楽ら刻ときが亡くなったときの遊菊と似ている。

　遊菊はあひるよりもなお深刻で、自殺未遂までやったが。

　現在、彼女が生徒会長なのも――でたらめに行動しまくった結果である。

　現在はわりと落ちついたほうだが、たまに遊ゆう菊ぎくはひどい精神状態になる。

「でもな、勝手な言い分だけど……言わせてくれよ」

　遊菊は唇を尖とがらせて、拗すねた子供みたいにつぶやいた。

「おまえが死んじゃったら、あたしは今度こそ耐えられない。こんな世界に絶望して、また飛びおりちゃうかもね。それで死ぬかも、虫けらみたいにさ」

　冗談めかした口調だったが、その表情は笑っていない。

「自分の身体からだをたいせつにしろよ」

「…………」

　あひるは顔をくしゃくしゃにして、立ちつくしたまま俯うつむいてしまう。

「でも――何かしてないと、つらいの」

「その気持ちもわかる」

　遊菊は足を組んで、宝石みたいな瞳ひとみでこちらを見つめてきた。

「だけど、おまえは何もしてないよ？」

　その言葉に、あひるの胸はどきんと高鳴る。

　核心をつかれた気がした。

「ほんとうにするべきことから目を逸そらして、逃げて、べつの行動をして――その代償でごまかして、気持ちを落ちつかせてるだけだ。何も解決してないし、このままじゃ磨すりへっていくだけだ。実際、限界がきて倒れちまっただろうが」

「でも……」

　あひるだって、今のままじゃいけないとは理解している。

　自分は確実に破滅に向かっている。

　だけど、他ほかにどうしろというのだ。

「おまえが白しら鳥とり陀だ衣いを諦あきらめられないのはわかってる」

　遊菊は静かに、いつものようにふざけることなく、真ま面じ目めな口調で語った。

「あたし、おまえのことは子供のころから見てるんだよ――こぉんな、ちっちゃいときから。だけど、あんなに幸せそうだったおまえは見たことなかった。腹がたつけど、あたしにも刻ときくんにも見せなかった表情を、白鳥といっしょのとき、おまえは浮かべていた」

　ちょっと悔しそうにしながらも、遊菊は立ちあがる。

　そしてあひるの正面に立つと、こちらの顔を覗のぞきこんでくる。

　昔と変わらない、真まっ直すぐな視線で。

「本気なんだろ。命懸けなんだろ。だったら逃げてんじゃねぇ――いちどっきりの人生、それも壊れかけのそれを、ぐずぐず無駄にして終わらせんのか？」

「でも……」

　さっきから、あひるは『でも』ばかりだ。

　みんなから信頼されている、優等生の金かね城しろあひるはここにはいない。

　何もできなくて、ちっぽけな、子供のころに戻ったみたいだ。

　遊ゆう菊ぎくとふたりでいると、強く意識する。

　あのころから、自分はちっとも成長していない。

　世渡りばかりがうまくなって、けれど、心はみにくいままだ。

「嫌われちゃったのよ……？　どうしろっていうの？」

「『どうしろ』だぁ？」

　遊菊は真ま面じ目めに怒っていた。

「てめぇの人生だろうが、アホ！　自分で決めろ！」

　肩を思いっきり掴つかまれて、火を噴きそうな目つきで睨にらまれた。

「何を遠慮してやがるんだ、わかんないことがあったら聞けよ、目の前にそいつがいるうちに！　てめぇらみんなウジウジして、自分で勝手に諦あきらめて、腹が立つ！　ぜんぶ終わったなんて決めつけるな、仕方ないなんて言うな、仕方なくねぇよ！」

　噛かみつくように顔を寄せて、遊菊が怒鳴った。

「てめぇの好きなやつは、まだ生きてるだけましじゃんか……！　いちど嫌われたくらいなんだ、また好かれりゃいいじゃねぇか！　拒絶された理由を聞いて、確かめて、解決して、簡単だろ!?　ふざけんじゃねぇ、そんなに恵まれてるくせに！」

「…………」

　そうだ。

　自分はなんて甘えていたんだろう。

　好きなひとと、永遠に逢あえない遊菊に比べたら――。

「ご、ごめん……お姉ちゃん」

　涙すら浮かべた遊菊を眺めて、あひるの心に灯が灯ともる。

「ごめんね――」

　遊菊をそっと抱きよせて、あひるは決意した。

　まだお終しまいじゃない。

　ほんとに絶望したら、みかんから託された『人魚の肉』を飲めばいい。

　死んでも忘れないと啖たん呵かをきって、あの人魚姫に偉そうな顔をしたのはつい先日だ。

（それなのに、あたしは……）

　落ちこんで、何もせずに、逃げていただけだ。

　それを理解した。

　天国から堕おちて、でもまだ生きている。

　傷つき折れた翼を抱えて、歩いていかねばならない。



＃　＃　＃



　その翌日である。

「白しら鳥とりくん」

　授業を終えた放課後、無視されたり酷ひどいことを言われたりしたらどうしよう、とどきどきしながら――あひるは帰り支度をしている陀だ衣いに話しかけた。

　さりげなく、当たり前のように。

「は、はい？」

　面白いぐらい「びくっ」として、陀衣は恐る恐るこちらを見あげてくる。

　そして身を守るように学生鞄かばんを抱きよせると、じりじり後ずさった。

「何か用ですか？　あの、ぼく――急いでますので」

（避さけられてるなぁ……）

　あからさまに居心地が悪そうにする陀衣に、あひるは胸の痛みをおぼえながらも。

　高圧的に、あんたに嫌われても痛くも痒かゆくもないんだから、という顔で問いかける。

「白しら鳥とりくん、近ごろ放課後は映研にいるんでしょ？　あたしも行く――映研って、どこで活動してるんだっけ？　良かったら案内してくれない？」

「え、えぇっと……」

　陀衣はしばらく距離を置いていたあひるが、いきなり話しかけてきたので、心の準備ができていないようだった。

　たっぷり思案してから、純粋な瞳ひとみをこちらに向けてくる。

「ぼく、映研の部員ではありませんから――」

「いいから、行くわよ」

　あひるは強引に、陀衣の手を握って教室をでていく。

　心優しい陀衣には、あひるの手を無理やり振り払うことはできまい。

「あたし、映研に呼ばれてるの――副部長の黄き梨り花かさん、知ってる？　風紀委員会の副委員長だから、よく話すんだけど、ひとつ頼まれごとしちゃったのよね……。あんたにも無関係なことじゃないんだから、案内ぐらいさっさとすませてよね」

　口調は厳しかったが、あひるは内心ですこしだけ幸せを噛かみしめていた。

　手を握るだけで、ちぎれてしまった絆きずなまで取り戻せた気がした。

　それは錯覚なのだろうけど、ひとつひとつ積み重ねれば、きっと事実になるのだと信じたかった。
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　そのころ。

「ううむ……」

　翠みどり風ふう太たは胃痛でも堪こらえているかのような表情で、閏うるう高校の廊下を歩いていた。

　放課後とはいえ『夏学』期間中なので、まだお昼をすこしまわった程度である。

　普段ならお昼休みになるところでＨＲがあり、各々の自由時間となる。

　朝から、正確には昨日からずっと悶もん々もんとしていた風太は授業にも身が入らず、放課後は気分を変えて遊びに行こう――と携帯電話をピコピコしていた。

「コラ」

　クラスメイトの雷らい門もん黄き梨り花かが、そんな風太の後頭部をどつき、「今日からは真ま面じ目めに映研の活動するて言うたやんかボケ。寝たら忘れたんかこの猿」などと相変わらず口汚く罵ののしってくる。

　耳を引っぱられ、無理やり歩かされながらも、風太はじっと黄梨花を凝視する。

　昨日から落ちつかなかったのは、すべてこいつのせいだ。

　いまだに夢かとも思うのだが――。



　――無事に映画が完成したらおっぱい見せて。

　――えぇよ。減るもんやないし、乳くらい見せたる。



　確かに言った。

　黄梨花は確かにそう言ったのだ！

（うおお、やった、やった……俺おれはやったぞ！）

　思春期の、しかもこの恋愛が忌き避ひされる時代の――おまけに『妹』にも常にえろいことを拒まれている風太の、そのときの衝撃は半端ではなかった。

（相手がカミナリさんというのがちょっとあれだが、女の子のおっぱいであることにはちがいない……！　あんまりそういう対象として見てなかったけど、カミナリさんもよく見りゃふつうに女の子だし！　やったあ！　女の子の～おっぱ～い!!）

　情けない話だがあれからずっと狂喜乱舞したり逆に騙だまされてるんじゃないかと疑心暗鬼になったり、授業中に無駄にノートにたくさんおっぱいの絵を描いて教師に怒られたりしていた（我ながらどうかと思った）。

「何や、じろじろ見て」

　注目されていることに気づいて、黄梨花が気味悪そうに眉まゆをひそめた。

　その態度は、見たところ――いつもどおりである。

（な、なんだ、どうしてそんなに落ちついてるんだ……？　やっぱり乳を見せてくれるというのは嘘うそなのか……!?　それとも俺おれは男として意識されてないのか――猿にならはだかを見せても恥ずかしくないとか、そういう感覚なのか……!?）

　などと風ふう太たは悩んだが、おっぱいのことを考えてましたと正直に告げたら殴られそうだったので、口に任せててきとうなことを言った。

「あ、あれ？　そういえば今日、カミナリさん珍しく制服着てんな？」

　言ってみてから、初めてその事実に気づいた。

　いつも甘ロリ系のドレスをまとっている黄き梨り花かだが、今日は閏うるう高校の制服姿である。

　顔立ちも体型も平均的な彼女なので、すごく『ふつう』だった。

　なぜか冬服で、長なが袖そでとハイソックスが暑苦しい。

「あぁ、びっくりしたやろ――個性なくて」

　黄梨花が自じ嘲ちよう的てきに微笑ほほえんだので、風太は慌てて首をふった。

「や、そういう意味で言ったんじゃないけど」

　むしろ新鮮である。

　ふだんは異様さが強すぎて逆にあれなのだが、今はちゃんと女の子に見える。

「えぇねん、わかってんねん――自分に個性や魅力があらへんのはさ。この喋しやべりかたやって、無理してつくってるし。試しにふつうに喋ってみよか？」

　悪戯いたずらっぽく微笑んで、黄梨花はごほんと咳せき払ばらいした。

「これが、ほんとの私――子供のころからね、ほんとに目立たなくて。あんまり喋ったりするほうでもなかったし、説教的に行動することもなかった。集団で行動するときとか、いつも忘れられたりしてたよ。遠足に行ったとき、自分を置いてバスが走りだしたりさ……けっこう悩んでたんだ」

　どうだ、と言わんばかりに標準語で喋る黄梨花に、風太はむしろどきどきする。

（女の子だ……女の子だ……!!）

　自分でもよくわからない動揺をしている風太に、黄梨花は首を傾かしげる。

「どうしたの？　まぁいいや――それでね、私は変わりたいと思ったの。あんたみたいに、何もしなくても目立って、みんなの輪のなかにいるひとには理解しにくいと思うけど。どうにか足あ掻がかないと、必死に自分はここにいるんだよって主張しないと、世界に見つけてもらえない私みたいなのはいるんだよ。脇わき役やくっていうかさ――」

　物憂げに俯うつむいて、胸に手を当てて。

　いつも喧やかましく騒いでいる彼女にしては珍しく、ちいさな声音で。

「ねぇ、理解できる？　共感できる？　できないでしょ……好きなひとに告白して、断られるならいいよ。だけど気づいてももらえない。無視されて、流されちゃう。それで忘れられちゃう。嫌われることすらできない人間の気持ちがさ……あんたにわかる？」

　私し怨えんすらおぼえる眼まな差ざしで睨にらみつけられたが、風太は曖あい昧まいに頷うなずくことしかできない。

　ひとそれぞれ悩みがあるんだなぁ、とは思うが。

（いや、気にしすぎじゃね……？）

　などと風ふう太たはいまいち納得できないのだった。

　でもそれは黄き梨り花かにとって、深刻な困苦なのだろう。

「や、ごめんな。変な話してもうて」

　口調を元に戻すと、黄梨花はへらへらと笑った。

　いつもどおりなのだが、どこかその表情は仮面のようだった。

「これから、先生のところに行かなくちゃいかんからな――さすがにドレスじゃあ、印象が悪いやろ。喋しやべりかたも先生の前じゃふつうに丁寧語でいくからよろしく。まぁ、今さらって感じやけど……こっちの誠意は伝わるやろ？」

「先生に？　あぁ、映画撮影の許可を取りにいくんだっけ？」

　昨日は黄梨花のおっぱいのことしか考えてなかったので、映研の今後の活動や自分がやることについて、いまいち把握してない風太だった。

　ちなみに映画の撮影は校内で行うので、学校側に許可をとらなくてはいけないのだ。

　内容に問題があると、文化祭で発表する――という目標も叶かなえられない。

『自主規制』させられてしまうのだ。

「まぁ、それもあるんやけど――今回のシナリオは、閏うるう高校でほんまにあった話を元ネタにしてんねん」

「そうなのか？」

「シナリオ読んでへんやろ、自分。ちゃんと目ぇ通しとけって言うたやろが――まぁ、茜あかね子こちゃんの妙なこだわりでな。完全なフィクションは嫌や言うねん、心に響かないとかなんとか……まぁわてが考えてる売りかたっていうか、方向性にもそれは合致してたから、全力でシナリオを活いかしてやりたいと思うねんよ」

「実話の映画化か……」

「や、実話そのものとちゃうよ？　さすがに実名とかはだせへんし、ところどころ創作が入ってんねん――茜子ちゃんもおもろいこと考えるもんやわぁ」

　黄梨花は誇らしげにそう言うと、指を立てて説明する。

「けど、そんな昔の話とちゃうし、教師のなかには当時の関係者もいて、『思いだしたくない』ってひともおるねん。そのひとらの説得やら、取材やらをするわけや。相手を怒らせて絶対にそんな映画を撮らせないなんて言われたら大変やから、なるべく神経を逆なでせんように、わても猫かぶっとるというわけよ」

　悪そうな笑顔を見せると、黄梨花は学生鞄かばんからホチキスで留めた台本を取りだした。

「ちゅうか、あんたもぼうっと突っ立ってるだけやと問題やから、概要だけでえぇから話の内容を理解しとき？　まったく、昨日から何してたん？　寝てたんか？　そんな不ふ真ま面じ目めやったら『ご褒ほう美び』もあげへんで？」

「それは困る！」

　風太は全力で叫んだ。

「ていうか他ほかのことに身が入らなかったのは、その『ご褒美』のせいでもあるんだからな！　えぇい、いつまでも生殺しにされてるのも嫌だし――はっきりさせとくぞ！　『ご褒ほう美び』の具体的な内容を！　『おっぱいを見せる』ということだが何秒ぐらいだ!?　すぐに隠したりせずに俺おれが満足いくまで見せてくれるのか!?」

「うわぁ。そんな一生懸命な風ふう太たは、初めて見たわ……」

　黄き梨り花かがちょっと引いてた。

　それに気づかず、風太はこれまででいちばん真ま面じ目めな顔で考えこむ。

「下着とか水着とかは却下だからな！　全裸になれとは言わんが、せめて生乳を！」

「べつに騙だましたりはせんけど……あんたなぁ、そんなガッツかんでも――『妹』がおるねんやろ？　頼んだら見せてくれたりせぇへんの？」

「それがなぁ、吟ぎんのやつ何を恥ずかしがってんのか――ふくらみ始めてからは、いちども見せてくれんのだ……！　泣いて土下座して見せて見せてと頼んでいるのに……！」

「それは吟ちゃんも、大変やなぁ……」

　ものすごく呆あきれながらも、黄梨花はちいさく微笑ほほえんだ。

「心配せんでも約束は守ったる。見せる言うたらあれや、下着やとかせこいこと言わん――べろーんと、ぜんぶ見せたるわ」

「べろーん!?」

「あぁ、けど――そんな期待せんときよ？　がっかりされたら嫌やし。あんまり、あの、あらへんから――わて、おっぱい……」

「大丈夫だ！　それがおっぱいなら何であれ満足できるのが俺だ！」

「あはは……」

　黄梨花は苦笑すると、肩をすくめて第二の爆弾を投下する。

「けど、そればっかり頭にあって作業に集中してくれへんのもあれやな――せや、こうしよ？　たくさん働いて、わてが感心するぐらいの結果をだしてくれたら、そうやな……見せるだけやのうて、お触りもありにしたるで？」

「タッチもありですか!?　マジですか!?」

　風太は全身で喜びを表現すると、黄梨花の手を熱く握りしめて言い放った。

「わかったぜ、カミナリさん……！　伝説をつくってやるよ……！　俺がこの映画を最高の芸術に仕上げてやる……！　誰だれもが感涙し、スタンディングオベーションをするハリウッド超大作にしてやる……！　俺は、やるぜ……!!」

「風太はほんまにアホやなぁ」

「けど、えぇっと――今さらあれだけど、いいのか？」

　風太がすこしだけ素に戻って、ややクールダウンした。

『妹』に素っ気なくされることに慣れているし、恋愛を忌き避ひするこの時代、なかなか女の子と仲良くできないので――こうも簡単に話が進むと、逆に不安になるのだった。

「俺はおっぱい見れて触れて満足だけど、あの、ほんとに嫌ならやめとくぜ？　何か無理させてるなら申し訳ないし……そういやカミナリさん、『兄妹きようだい』はいるのか？」

「『兄』がおったけど」

　黄き梨り花かは酷ひどく傷ついたような顔をして、無理して笑った。

「もう、おらへん」

「そっか……」

　風ふう太たは怯ひるんで、曖あい昧まいに視線を逸そらした。

　それは黄梨花の内面の奥にある、誰だれにも触られたくない話題に思えた。

（こんな時代だし……『恋の病』で亡くなったりしたんだろうか――）

　と風太は結論した。

　だとしたら、そんな黄梨花に性的なあれこれをするのは、躊躇ためらわれるのだが。

「えぇねん、『兄』のことは心の区切りがついてるから。元から仲良しやったわけやないし――あんな人間のくず、『兄』と思ってへん……」

　歯は軋ぎしりをしてから、黄梨花はこちらを見あげ、わずかに頬ほおを染めた。

「それに、べつに無理してなんかおらんねんよ。あのな、あんたは覚えてへんみたいやけど――わてはな、小学生のころ、あんたに会うたことがあるねんよ？」

「えぇっ？」

　意外な言葉に、風太は記憶を検索する。

　だが小学校、中学校以前の記憶は思いだしたくないので、霞かすみがかかっている。

　苦い顔をする風太を、黄梨花はおかしそうに眺めている。

「ま、同じ学校やったけどクラスがちゃうかったからな。おまけに名乗ってへんし――覚えてへんのも当たり前やよ。わても当時とだいぶん変わったし、あんたもな……」

　からかうように、口元に指を寄せて、彼女は笑う。

「小学生のころの風太は、知的でクールで――かっこよかったで？」

「あぁ、やめてくれ……忘れてくれ……あのころの俺おれは黒歴史なんだ――」

　風太はがくがく震えている。

　それを見て、黄梨花は困ったような顔をした。

「あ、あれ？　思いだしたくないん？　あのころは、あんた学年でいちばん頭よくて、みんなの人気者で、女の子にももてもてで……今のあんたからは想像もできないぐらい、立派な男の子やったやないか。高校で再会して、わて、何度も同姓同名の別人かと思ったぐらいやもん」

　そうだった。

　当時の写真を思いだす。

　風太の実家は大金持ちの政治家で、育ちのよかったお坊ちゃまだった風太はいつでも上品で清潔で、かっこよかった。

　当時から背も高くスポーツ万能でもあった風太は、たしかに女の子によくもてた。

「あー……」

　黄梨花が地雷を踏んだかな、という顔で戸惑った。

「ご、ごめん。あんま触れられたくない話題やったかな――」

「や、べつに隠すほどのことじゃないけど」

　風ふう太たは笑い話にしてごまかすことにした。

「うちの両親はどっちも真ま面じ目めな政治家でなぁ、毎日くそ忙しくて働きまくってて――今もそうなんだけど、滅めつ多たに家に帰ってこねぇのよ。やたら金だけはあるからでっかい屋敷建ててさ、俺おれと吟ぎんをそこに置いて、この国のために勤労してらっしゃいますよ」

　べつに両親を怨うらんではいないが、そこに親子の情はない。

「俺は、そんな両親を手伝いたかった」

　だから勉強した。

　遊びもせずに、言い寄ってくる女の子にも反応せずに。

　何かもを捨てて、生き急いで、両親のいる場所に辿たどりつこうとした。

「ガキだったからな――学校に家庭教師、塾にって勉強ばっかりして。将来は、立派な政治家になりかった。両親みたいな。だけどそれはたぶん、広い屋敷に置いていかれたのが寂しくて、ただ両親のそばへ行きたかっただけだった」

　我ながら、甘えた子供だった。

「だけど俺、おつむの出来が良くなくてさ――高校入試に失敗して、両親に『政治家は諦あきらめろ』って言われてさ。やさぐれて、塾も何もかもぜんぶやめちまった」

　挫ざ折せつし、それまで築きあげてきたものをすべて失って、風太は途方に暮れた。

　人生の目標を見失い、進路からドロップアウトして――。

「そんで放心したまま家に帰ったら、広い屋敷に、独りぼっちの吟がいた」

「…………」

　瞠どう目もくする黄き梨り花かに、風太は雰囲気が重くなりすぎないように、笑顔のまま語る。

「馬ば鹿かだろ？　その瞬間に気づいたんだ。あぁ俺は両親と同じことを、吟にしちまったんだって。寂しくて両親のそばに辿りつきたくて、必死に勉強して――俺は、そばにいたはずの吟を忘れてたんだ」

　今でもあのときのことを思いだすと、風太の胸には痛みが走る。

　寂しくて甘えたくて、他人と触れあいたくて、それが叶かなわなくて――空っぽになってしまった、吟の冷たい双そう眸ぼう。

　まるで虐ぎやく待たいされた子供のようだった。

　むかしはごく平凡な、無邪気な女の子だったのに。

「俺のせいだ……」

　風太は心から懺ざん悔げした。

「今さらごめんなんて言えた義理じゃねぇ、酷ひどい兄貴だけど――俺は吟がまた心から笑えるように努力したい。そのためなら、たとえ俺は嫌われたっていい。ていうか――実際、あいつ俺をよく殴ったり罵ののしったりしてストレス発散してるだろ？　それでいいんだよ、俺にできるのは、その程度の……」

「アホ」

　黄き梨り花かが、ちいさく囁ささやいた。

　あまりにも冷淡な態度に、風ふう太たは唇を尖とがらせる。

「何だよぉ、悩んでんのに――まぁともかく、そうして両親の背中を追うのをやめた翠みどり風太くんは、近所にあるこの閏うるう高校に入学して、これからは不ふ真ま面じ目めに生きるぞと決心して馬ば鹿かをやるようになったのでした。高校デビューってやつ？」

「デビューっていうか、堕落やん」

「でも人生やっぱり楽しんだもん勝ちじゃん？　俺おれも気楽だし、吟ぎんもむかしよりは笑うようになってくれた。まぁ、それは茜あかね子こちゃんや陀だ衣いくんのおかげかもしれないけどな」

「あんたも馬鹿のくせに、いろいろ背負ってんねやな……」

　真しん摯しにつぶやく黄梨花に、風太は慌てて首をふった。

「うおっ、やめてくれ――こういう話に真面目なリアクションするの！　恥ずいわ！　ごめん、何か思いっきり語っちゃった！」

「謝らんでもえぇよ、わては嬉うれしい」

　黄梨花の風太を見る視線が、以前より柔らかくなっていた。

「小学生のころから――わては『兄』と折りあいが悪くてな、寂しさをまぎらわせるために、ひとりの男の子に恋をした」

　今度は自分の番だというように、黄梨花が内心を語る。

「わても子供やったし、恋愛なんてわからん。火遊びみたいなもんやった――興味本位の、からかい半分や。失敗して元々やと思って、当時、同じ学校でいちばん人気やった男の子に……あんたに、好きやって告白した」

「え？　あ、あれ？　そうだっけ？」

　風太は戸惑った。ぜんぜん覚えてない。

　そんな風太に、黄梨花は拗すねたように腰に手を当てる。

「まぁ、名乗らんかったし。お友達といっしょにキャーキャー騒ぎながら『告白ごっこ』しただけやから、むしろ忘れてくれてありがたいわ。あんたも完全に無視したし、当時はあんたに告白する女の子なんて珍しくなかったやろ？　覚えてへんのも当たり前や」

「そう、そうなんだよ……あのころが俺のモテ期だった……」

　風太が項うな垂だれている。

「当時の俺は勉強馬鹿だったから、女の子のことを雑音ぐらいにしか思ってなかった――俺の馬鹿！　間抜け！　そしてなぜか恋愛に興味津々になった今は、あのころの１％も女の子にちやほやされないという不条理！」

「いや、けっこう今でも人気あるねんよ――あんたは。気づいてへんやろうけど」

　小声でつぶやいてから、黄梨花は胸に手を当てる。

「ごっこ遊びでも、わては風太が好きになった。まだ恋愛なんて想像もできない小学生のころやけど。それから中学校に進学して、高校もあんたと同じになって――ちょっと運命的やと思って、気がついたらあんたを見てた」

　口調は怒っているようだった、そこには不思議な熱があった。

「ずっと見てたよ。初恋の相手やったから。気になって、いつでも目で追ってた。あんたは高校生になって、駄目になったと思った――昔のほうがかっこよかったと、そう思うことで『あぁ、こいつと恋人にならなくてよかった』なんて自尊心を満足させてたり」

（あれ……？）

　風ふう太たは、不意に胸の高鳴りを覚える。

（なんか変だな、この会話――こいつ、いったい何を……？）

　初体験の雰囲気に、風太はどきどきする。

　黄き梨り花かはこちらをじっと見つめていた。

「まだ好きなのかは、わからへん。子供のころの恋愛感情を、なんや大層なもんやと勘違いして、引きずってるだけかもな。だけど、感情が何であれ、ずっと見てたのは事実。そんで、三年生になってようやく――あんたと真正面から話ができた」

　それは風太にとって、救われる言葉だった。

「わては、真ま面じ目めでクールなあんたが好きやった。けどな、吟ぎんちゃんを独りぼっちにさせない――笑わせている、今のあんたのほうが、上等やと思うで。それだけ言わせてもらおっか。あんたを見てたのは、間違いでも失敗でもなかったよ」

「えぇっと、あの……キモい発言していい？」

　風太はぎくしゃくしながら、黄梨花を見み据すえる。

「ずっと俺おれを見てたって、もしかしてカミナリさん――今でも俺のこと……」

「どうやと思う？」

　黄梨花はにやりと笑うと、足早に歩いて風太に背を見せた。

　そして吐息のような小声でつぶやくのだった。

「好きでもない相手に、おっぱいなんて見せません」

「…………」

　風太の頭のなかに、活火山が弾はじけた。

「うわあ！」

　正体不明の感情に突き動かされ、風太は廊下を全速力で駆ける。

「うわあ！　うわああ！　うわあああ！」

　ぎょっとした顔の黄梨花の横を通りすぎ、そのまま全速力でひたすら走る。

（えぇっと、今のは――告白、されたのか？　この俺が？　今の俺が？　ありえない！　えぇっと、落ちつけ……勘違いしてこのチャンスをふいにしてしまったら、二度と俺におっぱいを見せてくれる女の子は現れんかもしれん……考えろ、冷静になれ翠みどり風太！）

「ちょっ……おい、どこ行くねーん!?　猿ーっ!?」

　置いていかれた黄梨花が叫ぶなか、夢中で廊下と青春を疾しつ走そうする風太だったが。



「あれぇ、兄のひと？　何でダッシュしてんの～？」



　女子トイレのそばの壁に背中を預けていた茜あかね子こが、三つ編みを揺らして首を傾かしげる。

　その正面で急停止すると、風ふう太たは息を荒らげて彼女を見つめる。

（そうだ、ていうか惑わされたらいかん……俺おれは二度と吟ぎんを独りぼっちにしないと誓ったんだ！　恋愛はあくまで興味本位のお遊び！　カミナリさんに告白されたからって、嬉うれしさのあまりのぼせあがって、本気で好きになったらいかんのだ！）

「あ、茜子ちゃん、吟は!?　吟はどこだ!?」

　吟に会いたい。

　会ってセクハラしていつもどおりに殴られたら、たぶんこの動揺も収まるだろう。

「うに？　吟ちゃんなら、おトイレだよ～？」

　茜子が女子トイレのなかを指さした。

「そうか、ありがとう！」

　風太は爽さわやかな笑みを浮かべると、当たり前のように女子トイレに突撃。

　なかにいた女生徒が悲鳴をあげるなか、吟の姿を捜した。

（吟、吟はどこだ……!?　使用中の個室はひとつ――あそこか！）

　風太は個室に思いっきり駆け寄ると、軽やかにジャンプして扉にぶらさがる。

　そして泣きそうになりながら内部を覗のぞきこんだ。

「うおお、吟！　吟ちゃん！　お願いだ、俺を助けてくれ!!」

「…………」

　便座に腰かけ、下半身を露出させていた吟は。

「うむ。安心しろ、……すぐに殺してやるから」

　かつてないほど優しい笑顔で、そんなことを言うしかなかったとか。
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　そのあと。

　風太を粛しゆく清せいする吟を楽しく見守ってから、茜子はいつものように映研部室――つまり視聴覚室へとやってきた。

「うにーっ」

　定位置に腰かけ、照明や撮影、演出や大道具などの部員からでてきた疑問や駄目出しに応こたえつつ、四苦八苦しながらシナリオを修正していたが――。

「うにー……っ」

　パソコンに向きあい、知恵熱がでそうなほど考えこみながらも、どうにも集中できない。

　その理由ははっきりしていた。

「茜子、資料だぞ」

　自分の『兄』をずたぼろにしたら満足したのか、普段どおりの冷静さを取り戻した吟ぎんが、細部を詰めるために必要だった参考資料などを持ってきてくれる。

　それに感謝しつつ、茜あかね子こは親友に泣きついた。

「どうして!?」

　思いっきり振りかえって、視聴覚室の奥――映画を観みるためのスクリーンのそばで他ほかの部員に囲まれて愛想笑いをしている、金かね城しろあひるを睨にらみつける。

「どうして、あのひとがいるの～!?」

　ちなみに、あひるを映研につれてきた、陀だ衣いの姿はいまはない。

　陀衣とあひるの間に何があったかは不明だが、陀衣はあひるを避さけているようだし、たぶんどっか逃げたのだろう。

　顔を見あわせて話をしたらどうしても相手に優しくしてしまう陀衣だから、仲良くなりたくないひととは、距離をとるしかないのである。

　そうして陀衣があひると関かかわるのをやめたとはいえ、茜子には彼女が無視できない。

　恋こい敵がたきだし、見るだけで劣等感がわいてくる、うつくしい女の子なのだ。

　そんな彼女が茜子の縄張りである視聴覚室に当たり前のようにいるので、どうにも落ちつかずに、さっきからずっと苛いら々いらしている。

　吟も不思議そうに首を傾かしげながら、部員と談笑しているあひるの様子を見ている。

「わたしもよく知らんが……どうも副部長が呼んだらしい。ほら、金城なんちゃらも副部長も風紀委員だし、ふたりは仲がよいようだしな」

　その副部長の姿はない。

　吟にボコボコにされた風ふう太たを引きずり、ぷんすか怒りながらどこかへ行ってしまった。

「そういえば、今回の映画にはピアノが登場するだろう？」

　吟が淡々と疑問に応こたえてくれる。

「幸いにもうちの音楽室には立派なピアノがあるし、金城なんちゃらは子供のころピアノで何かの賞をとったらしい。先ほどあそこで喋しやべってる連中の話を盗み聞きして知った」

　資料を探しながら、あひるのそばで耳をそばだてて情報収集してくれたらしい。

「ピアノの演奏は難しいからな……まぁ、楽器は大抵そうだが。リアリティをだすためには、ピアノに詳しい人間を出演させるか、演技指導のために協力してもらう必要があるだろう。映研に楽器演奏のスキルをもつ人間はいないし、金城なんちゃらはそういう頼みごとを断らないそうだから……」

「うう、茜子、一生の不覚だよ～」

　シナリオを書いたのは茜子である。

　まさかあひるがピアノの達人だなんて知らなかったから仕方ないとはいえ、そういう展開になるなら他の楽器にしておけばよかった……。

　この学校には吹奏楽部がないので（その理由は、今回の実話を元にした映画に関わっている）、楽器に詳しい人間が極端に少ないのである。

「い、今からシナリオを修正すれば……楽器をピアノから、トランペットに変えちゃおう！　ほら茜あかね子こ、こないだ音楽室からトランペットもってきたし！」

「早く返しにいけ。怒られるぞ。だいたい茜子は、トランペットの音はだせるが演奏はできんだろ、素人しろうとなんだから……」

　映研の部室の隅に放ほうりだされたトランペットを眺め、吟ぎんが嘆息する。

「すでに大勢の人間が、茜子のシナリオを元にして動き始めているのだぞ。実話を元にしている以上は、大筋を変更するわけにもいかんだろうし……それに、わたしは、このお話にはやはりピアノが最適だと思うぞ」

　素直に、彼女はつぶやいた。

「きれいだけど物もの哀がなしくて、わたしは好きだぞ――このお話」

「よ、読んでくれたの～？　恥ずかしいな……」

「読むぞ。一晩で目をとおすように、副部長に命じられたしな。茜子がどんな話を書くのか興味もあった」

　吟の言葉に、茜子は赤面しながら俯うつむいてしまう。

　ひとに自分のつくったお話を読まれるのは、実に照れくさいものである。
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　シナリオにはとりあえず、『白鳥の湖』と題名をつけている。

　そのお話の内容は、すこし昔に閏うるう高校で本当にあった――吹奏楽部が廃部になった原因となった事件を元にしつつ、『白鳥の湖』をモチーフにして仕上げている。

『白鳥の湖』はドイツの童話を元にして劇作家チャイコフスキーが生みだしたバレエ音楽で、知るひとぞ知る名作だ。

　吟の語ったとおりにうつくしく物哀しい雰囲気のなか、静かに物語は開幕する。

　舞台は数年前の閏高校――としている。

　実はシナリオ制作を始めた当初、茜子は密室殺人が起きる洋館での事件だとか、未来都市でのアクション超大作みたいなのを考えたのだが、それは無理なのである。

　予算があまりないし、学校の部活動なのであまり遠方まで撮影しにいけないので、学校の敷地内でどうにか内容を紡ぎあげなくてはいけないのだ。

　大がかりな撮影は無理、ＣＧも素人がやると『ないほうがマシ』な酷ひどいものとなる。

　それに学校が舞台なら衣装も制服を流用できたり、校内で撮影していれば映画の宣伝にもなるしエキストラも集めやすいし、大助かりなのである。

　まぁそんな事情があって、茜子はあれこれ考えて、実話に空想を絡めてシナリオをつくることを思いついたのだ。

　まだその吹奏楽部の事件のことは覚えているものが多いし、なかには思いだしたくないという教師もいるらしいが、そこは黄き梨り花かが交渉してくれるらしい。

　ともあれ物語の前半は、甘酸っぱい青春恋愛モノの様相である。

　閏うるう高校の吹奏楽部に入学した『白王子』は、ピアノを担当する先輩であるうつくしい少女『白姫』にほのかな恋心を抱く。

　かつては天才ピアニストとして将来を嘱しよく望ぼうされていた『白姫』だが、ある事件により片手の指が動かなくなり、その夢を諦あきらめようとしていた。

『白姫』は『白王子』のなかにピアノの才能を見いだし、彼を教え導くことで、自分の失ってしまった夢を取り戻そうとしている。

「しかし――」

　吟ぎんがシナリオを眺めたまま、戸惑うように尋ねてきた。

「名前だが、『白姫』と『白王子』なのか？　不自然というか、ありえない名前だが？」

「だって実話だもん、本名だすわけにはいかないじゃん――かといってＡ子さんＢ助くんじゃ違和感あるし。とりあえず役目がわかるようにつけてるだけ、ほら、『白鳥の湖』に登場するのは『白姫』と『白王子』、『黒姫』と『黒王子』じゃん」

「あぁオデットとジークフリード、オデールとロッドバルドだな」

「『白鳥の湖』にあわせた名前そのまんまでもいいんだけど。閏高校を舞台にした実話っぽい話だから、外国の名前だと変じゃん？　何か、オデットとかジークフリードとかをもじった名前にしたいけど……まぁ、不自然じゃないものを考え中だよ～」

「ロド山バル彦とかにするのだな」

「まぁそんな感じだけど……バル彦はやだなぁ……」

　無駄話をしつつ、茜あかね子こは自分の書いたシナリオを読み直す。

　最初は自分の夢を叶かなえさせるために、厳しく『白王子』に接し、スパルタで鍛えあげる『白姫』だが――へこたれずに努力する『白王子』の姿に、当時の自分を思いだす。

『白姫』は指が不自由になって挫ざ折せつしたので、それを嘲あざ笑わらう他ほかの部員に苛いじめられているが、『白王子』はそんな彼女を尊敬し慕う。

　ふたりは焦れったいほどゆっくりと絆きずなを深め、互いに惹ひかれあっていく。

　うつくしい『白王子』は他の女子部員に好かれ、そんな彼を独り占めにする『白姫』への仕打ちはより酷ひどいものになっていく。

　だが『白姫』はへこたれずに、『白王子』の才能を引きだしていく。

　厳しい指導を繰りかえした自分を怨うらんでいるかと尋ねる『白姫』に、『白王子』は首をふり、『白姫』のおかげで自分はがんばれたのだと告げる。

　ふたりは互いの愛を確かめあい、結ばれる。

「良い話だ」

　吟が頷うなずいた。

「このまま終われば純愛でいいのだが……」

「純愛とかハッピーエンドとかへどがでるよ～」

　茜子は嬉き々きとして主張した。

　ふたりの関係をよしとしなかったのは、吹奏楽部の顧問『黒王子』である。

　妖あやしげな雰囲気をまとわす魔性の美男子の『黒王子』は、かつて『白姫』にピアノを教えていた家庭教師であり、恋人だった。

『白姫』は『黒王子』との恋人時代に、『黒王子』によって苛か烈れつな特訓を施され、指を疲労骨折し――後遺症を抱え、夢を諦あきらめてしまった。

　恋人をかばい、その一件は事故として処理されたが、『黒王子』は『白姫』の指を壊したのは自分であるという負い目があって、いつそれをばらされるかと怯おびえていた。

『白姫』はすでにその事件を引きずってはいないのだが、『黒王子』は疑心暗鬼にかられ、放課後――『白姫』を呼びだして問いつめる。

　そして脅迫し口封じをしようとするが、そこで誤って『白姫』を殺してしまう。

「酷ひどい男だな！」

　吟ぎんが憤慨している。

「でも実際、これは本当にあった話なのだよな――」

「脚色はしてるけどね。吹奏楽部の顧問の先生が放課後、生徒を死なせちゃって。それが不祥事になって、吹奏楽部は廃部になっちゃったんだって。そのあたりの事件をまとめてたむかしの文芸部の同人誌があってね、それを元につくったのがこのお話」

　とはいえ、そこから物語は加速度的に狂気を孕はらんでいく。

『白姫』を死なせてしまった『黒王子』は、警察に捕まることを恐れ――『白姫』の遺体に処理を施したうえで大胆にもピアノのなかに隠してしまう。

「ピアノのなかに、人間ひとり入るのか？」

「そのへんのリアリティは気にしないで……」

　そこを突っこまれたらこのお話は終わる。

　たいせつなのはリアリティよりもロマンなのである。

『白姫』は行方ゆくえ不明扱いとなり、哀かなしみにくれる『白王子』だったが、彼女を捜しながらもその夢を叶かなえるため――必死にピアノの練習を繰りかえす。

　皮肉にも、そんな彼が向きあっているピアノのなかに、愛いとしい『白姫』の遺体は隠されているのだが……。

「気づけ、『白王子』！」

　吟が大声で突っこんだ。

　ほとんど四六時中、ピアノのそばに『白王子』がいるため、『黒王子』は『白姫』の遺体をなかなか処理できない。

　なかに『白姫』がいるため、音色が変化し、ピアノからは嫌な音しかでなくなる。

　それは『白姫』を失ったせいだと、自分が落ちこんでいるからまともな音がだせないのだと、『白王子』は考える。

「だから気づけ！」

　吟が騒いでいる。

　ともあれ『白王子』の目を盗み、『黒王子』は『白姫』の遺体を処理していく。

　その骨を削りだし、鍵けん盤ばんに変える。

　髪の毛は弦となり、その皮をピアノの前に置かれた椅い子すの生地にする。

　肉は固めて溶かし、他ほかの物質と混ぜてピアノ本体の木材と融合させる。

　やがて『白姫』の遺体は消え、あとには人間を元にしてつくられたピアノが残る。

「グロい……」

「ロマンチックと言って！」

　茜あかね子こは嬉うれしそうに拳こぶしを震わせた。

『白姫』の自分の夢を叶かなえてほしい、という気持ちか、あるいは恋心が伝わるのか――『白王子』の技術は冴さえ渡り、その音色は神がかったものとなる。

　一方、三年生となった『白王子』の後輩として、吹奏楽部に『黒姫』が入学してくる。

　どこか『白姫』と似た『黒姫』に『白王子』は心こころ惹ひかれ、彼女を指導する。

　かつて『白姫』に導かれた『白王子』自身を、なぞるように。

　そのうちに、ひとつの事実が語られる。

『黒姫』は『黒王子』の娘であり、『白王子』をピアノから離すために（できれば吹奏楽部から追いだして、『白姫』の死に疑問を抱かせないために）送りこまれた存在だった。

　最初は父のために『白王子』を誘惑する『黒姫』だが、やがてその哀かなしみと心優しい性格に惹かれ、彼を愛するようになる。

　父の犯した罪を知っていた『黒姫』は、『白姫』の死の原因を知っていて、それを教えるかわりに自分を愛してくれと『白王子』に迫る。

『白王子』は悩むが、『黒姫』は放課後の音楽室で、誰だれもいないのをいいことに強引に『白王子』を押し倒し、結ばれる。

「あの、さっきからたまにある『結ばれる』という表現だが、具体的にどういう……」

「えろいことをするよ～☆」

「そんな無邪気に!?　駄目だろそれは学園祭で上映できないだろ!!」

「うん、『キスぐらいにしとけ』って言われたの……だからたぶん修正するよ、しょぼん。ホラーにはエロ描写が必要不可欠なのにな～」

　不満そうな茜子だった。

　ともあれ、ふたりが結ばれた場所は音楽室だった。

　そこには『白姫』の成れの果てであるピアノが置かれている。

　偶然か、『白姫』の怨おん念ねんか――ピアノの脚が折れ、そばにいたふたりを押し潰つぶす。

　騒音に気づいて、『黒王子』が駆けつけたときにはもう――『白王子』も『黒姫』も、そしてかつての『白姫』だったピアノもぐちゃぐちゃに混じりあっていた。

　茜子の予定では、そこでエンドロールが流れ、あちこち修理したような継つぎ接はぎのピアノを『黒王子』が狂ったように弾きつづける描写をしたい。

　そのピアノの材料は何なのか？　もしかして今もこのピアノは閏うるう高校に……!?　そしてこの顧問の先生は断罪されずに今もどこかの学校にいるのかも……!?

　みたいな、ホラーによくある結末にしようと思ったのだが。

「死にすぎ。あと暗すぎ。救われなさすぎ」

「うう……それが良いのに……たぶん結末はマルっと書き直すことになるよ～」

　その点は他ほかの映研部員にも非ひ難なん囂ごう々ごうだった。

「まぁともかく、学園祭の映画だから内輪向けにね、過去の実話を元にしてみたの。音楽室ってなぜか授業にも使われてないし、吹奏楽部がないし、そのこと疑問に思ってるひとたくさんいるだろうからね～。茜あかね子こも不思議だったから、調べるの楽しかったよ～☆」

「それはいいが、モチーフに『白鳥の湖』を選んだのはなぜだ？　作中でバレエを踊る描写をいれるのか？　『白鳥の湖』は難しいぞ？」

「素人しろうとがそんなのやろうとしても失敗するだけだってば……『白鳥の湖』はバレエ音楽だけど、バレエそのものはいれないよ。『白姫』『白王子』『黒姫』『黒王子』っていう役割がわかりやすいから採りいれただけ。『黒王子』に人間外のものに造りかえられる『白姫』、っていう発想はそこからもらったし。いちからぜんぶ物語を考えるのは茜子には難しかったから、取っかかりをね～」

　茜子は真っ赤になって、猫耳みたいな帽子を頭に押しつける。

「ていうか、恥ずかしいよ～こんなのしか書けなくて～……もっとグチャゲロで混こん沌とんとしていて血と内臓がキャッキャ☆ウフフするような内容にしたかったのに～」

「いや、ふつうでいいと思うぞ」

　吟ぎんが嫌そうな顔で、そんなことを言った。
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　その数分後である。

　視聴覚室の入口に、短くなった髪を揺らし、陀だ衣いが顔を見せる。

　困ったような顔をした彼の後ろから、ぞろぞろと見知った顔がでてくる。

　最初に登場したのは黄き梨り花かと風ふう太たである。

　風太が吟にかるく手を挙げたが、吟は露骨に無視した。

　そんなふたりの背後から――意外なことに、生徒会長・紫し舞ぶ沢さわ遊ゆう菊ぎくが姿を見せる。

『映研の風神雷神』と『三大美少女』のひとり――閏うるう高校の三年生の有名どころ勢せい揃ぞろいといった感じだった。

　珍しくおとなしく、困惑するような顔をしている遊菊の背後から……。

　見覚えのない人物が顔をだした。

（誰だれだっけ、あれは……？）

　あひるの知らない顔だ。

　制服を着ていないし、大人おとなっぽいし――たぶん生徒ではない。

　すっきりとした美形で、背が高く細身のうつくしい人物だった。

　中性的で、男か女かわからない。

　青い髪の毛を、頭の側面でひとつだけちいさな三つ編みとして垂らしている。

　にこにこ微笑ほほえんでいるが、どこか得体の知れない人物だった。

「みんな、作業しながらでえぇからこっち注目！」

　黄き梨り花かが手を叩たたいて、大声を張りあげた。

「今回の映画制作に協力してくれる、豪華な助っ人を紹介すんで！　おぉ、あひるちゃん――あひるちゃんもこっちきて！」

「え？　あ、うん……」

　あひるも当惑しながら、その目立つ集団に混じった。

　彼女はいちばんに、気心のしれた幼なじみ――遊ゆう菊ぎくのそばに歩み寄る。

「あの、お姉ちゃん――お姉ちゃんも黄梨花さんに呼ばれたの？」

「うん。何か面白そうなことするって言うから。黄梨花ちゃんとは同じクラスだし、べつに知らない仲ってわけじゃねぇし。それよりも……」

　遊菊は声をひそめ、自分の背後に立つ例の中性的な人物を見遣った。

「おい、あいつ誰だれだか知ってるか？」

「え？　ごめん、見たことないけど――お姉ちゃんの知りあい？」

「いや、あたしも初めて見る顔だけど。何かなぁ、昔、どっかで会ったような気が……おまえが知らねぇなら、勘違いかなぁ……」

　煮え切らない態度だ――何でも即断即決の遊菊らしくない。

（ううん……あたしも、やっぱり見たことないけど――）

　あひるは疑問符を浮かべる。

（たしかに、何か――既視感があるというか。子供のころに会った親しん戚せきと、いま再会したみたいな感じ……他人って気がしないけど、思いだせない……誰だっけ？）

「紹介すんで！」

　黄梨花がみんなの注目するなか、誇らしげに宣言した。

「『三大美少女』はみんな知ってんな!?　まず生徒会長の紫し舞ぶ沢さわ遊菊さん、そんで風紀委員長の金かね城しろあひるちゃん、さらに茜あかね子こちゃんの『兄』の白しら鳥とり陀だ衣いきゅんや！」

　みんなから歓声があがる。さすがに顔はよく知られている。

　だがあひるが気になるのは、そんないつもの面子メンツではなく――。

「そんで、このひとは誰も知らんかな……」

　なぜか黄梨花はそちらを見ようともしないが、例の謎なぞの人物を指さして説明する。

「今回のお話の元になってる、吹奏楽部の実話があったころ学園に在籍していたということで、映画のアドバイザーとなってくれるひとや。映画の撮影の見守りや、何かあったときの対応もしてくれるそうやから、まぁ顧問の先生みたいに思ってくれるとえぇ」

　映研には顧問の先生が他ほかにいるが、忙しくてあまり活動に顔を見せない。

　生徒の自主性を重んじるのが、閏うるう高校の伝統である。

「当時の学校のこととか、何か聞きたいことがあったら尋ねてくれたらえぇ――ほな、先生……自己紹介をお願いします」

　どこか遠慮がちに声をかける黄き梨り花かに、その人物は一歩だけ前にでた。

　あひるの横に並ぶ。

　近くから見ても――思いだせない。

　これは誰だれだったか？

「うん」

　黄梨花の呼びかけに、ちいさく頷うなずいて、そのひとは語りだした。

「こんにちは」

　頭をさげる、その仕草は素直な動物のようだった。

「『夏学』の間だけ、主に『恋の病』に関する講義をするために呼ばれて、臨時講師をやっています。『恋の病』についての疑問や悩みがあったら、気軽に相談してください」

　若々しい口調と態度だ。

　あひるたちと年齢がそう変わらないように見えるが、講師とは――。

「あ、養護教諭さんのお手伝いもしているので、おもに保健室で活動しています。怪け我がなどをしたら応急処置程度ですが、対応できますので」

　声も男とも女ともとれる。



    

  
    
      



    

  
    
      「先生、そんな丁寧に喋しやべんなくてもえぇですよ。気楽にどうぞ」

「うん、そう？」

　黄き梨り花かの言葉のおかげで、その態度がやや和らいだ。

「それじゃ、ざっくばらんに――短い付きあいになると思うし、あまりお手伝いできることはないかもしれないけど。みんなを邪魔しない程度に、がんばるわね」

　口調からして、女性なのか。

　なぜか――あひるは、意外だった。

「あ、ごめん……言い忘れてた。あたしの名前は獅し子し座ざアオイ」

　一人称も、間違いなく女性のものだ。

「どうぞ、よろしく」

　それならなぜ、『あのひと』のことを思い浮かべてしまったのだろう。



    

  
    
      
05　お姫様オーディション





　それから、十数分後。

　場所は変わらず、視聴覚室である。

　壁に埋まったスクリーンを背景にして、あひるが『白鳥の湖』の脚本を読んでいる。

【もしも罪にまみれた若き日のあやまちを、彼女があえて晒さらそうというのなら、二度とそのくちびるが歌を紡がぬよう――】

　そんな彼女を、映研部員たちが注目している。

　映画の配役を選ぶ、いわゆるオーディションをしているのである。

　黄梨花があひるたちを召集したのは、映研の活動に巻きこむためだったのだ。

　授業用に並べられた横長の座席に映研部員たちが腰かけ、配布されたプリントに何やら書きこんだり、あひるの演技を眺めたりしている。

　最前列にいるのは、映研の親玉である三年生ふたり風神雷神だ。

　いちおう映研の部長である風ふう太たの役回りは偉そうなことに『監督』であり、あひるの正面に堂々と腰かけた彼の右隣には、副部長にして『撮影監督』の黄梨花がいる。

『お客さま』たちは風太の左側に年齢順に腰かけていて（アオイ→遊ゆう菊ぎく→陀だ衣い）、先ほどまであひるが座っていた陀衣のとなりが空席となり、これ幸いにと茜あかね子こが移動してその座席に落ちついた。

「おや、茜あかね子こさん。お仕事のほうはいいんですか？」

　居心地悪そうにあひるを眺めていた陀だ衣いが、小声でとなりの『妹』に声をかける。

「ぼくに、何か用事でもありましたか？」

　不思議そうな陀衣に、茜子は「だってにいちゃんのとなりは茜子のものだから、あひるさんにはあげないんだから……」などとぐちゃぐちゃ言っていたが、そんな彼女を追いかけてきた吟ぎんが、満足げな親友の三つ編みを引っぱった。

「こら、茜子。そこは金かね城しろさんの席だろうが。最前列に座りたいなら、副部長の右隣らへんはまだ空席があるだろう。みみっちいことをするものではない」

「だって……」

（嫉しつ妬とは見苦しいが、すこし羨うらやましいよ――茜子）

　しぶる茜子の耳を引っぱり、無理やり移動させながら、吟は静思した。

（わたしだって……おまえのように、明け透けに、やきもちを焼いたりしたいよ）

　ちらりと、『兄』の様子をうかがう。

　映画の制作みたいな面倒くさいことを苦手とする風ふう太たが、どういう風の吹き回しだか、やたら乗り気になっているように見える。

　いまも陽気に「もうちょっと怖い雰囲気だせない？」とか「声をすこし低めにできない？」とかあひるに指示をだしており、となりの黄き梨り花かと小声で意見を交換したり、軽口をたたきあったりしていて、いかにも楽しそうだった。

（兄さんは、わたしといるとき――あのように楽しそうだったことが、いちどでもあっただろうか？　いつでも困ったように、わたしの顔色をうかがって、自然体ではなく……どこか、無理をしているようだった）

　それに、吟は機敏に察していた。

　風太と黄梨花はこれまで犬猿の仲で、ふたりの口論は映研の風物詩のようだったのに、今はぴたりと呼吸があっている。

（まるで恋人みたいだ）

　どきん、と自分の内心に釘くぎを刺されたように、痛みをおぼえる。

「吟ちゃん？」

　茜子がそんな吟に気づいて、不思議そうに首を傾かしげた。

　何でもない、とつぶやいて、吟はそのまま黄梨花の横に腰かけた。

　正面では、輝かんばかりのうつくしさで、あひるが『黒王子』の台詞せりふを口にしている。

【みにくい屍し体たいになったおまえを、私はせめて、おまえの愛したものに――】

　あひるは委員長などを兼任しているせいか、人前に立つことにあまり抵抗がないようで、声もよくとおった。

　その姿には、ひとの視線を惹ひきこむ不思議な引力がある。

（なるほど、男の子などに人気があるのも頷うなずけるな……）

　吟ぎんは感心して、ちいさく溜ため息いきをついた。

（これが金かね城しろあひる――茜あかね子この恋こい敵がたきか。まともに、こんな近くで見るのは初めてだが……なかなか難儀なことだな。容姿端たん麗れい、成績も抜群、風紀委員長などの肩書きも立派だし、噂うわさでは実家もお金持ちだそうだしな）

　べつに、茜子があひるに比べておおきく劣っているとは思わない。

　それに茜子と陀だ衣いの絆きずなは強固で、誰だれがちょっかいをだそうと揺らぐことはない。

　だが相手はあのあひるだし、どうも吟の知らない、何かの事情があるような気がする。（わたしも、ひとの心配をしている場合ではなさそうだがな……）

　何度目かもわからぬ溜息をついて、吟は黄き梨り花かの横に座る『兄』の風ふう太たを眺めた。

　先ほど吟に対して粗相をした彼は、吟の顔色をうかがっていて、黄梨花の頭越しにこちらを見て「まだ怒ってる？　怒ってるよな？　やっべえ」みたいな顔をしていた。

　条件反射的に、そんな風太から「ぷいっ」と顔を逸そらして、吟は自己嫌悪する。

　手を伸ばせば届く距離にいるのに。

（どうして、わたしと兄さんは、こんなに遠いのだろう）

　風太は、吟に気を遣っている。

　遠慮をして、壊れものみたいに扱って、踏みこんでこない。

（まるで、他人みたいに）

　最後に、風太に『愛している』と言われたのは――。

　心をこめて、くちづけをされたのは――。

　いつだっただろうか。

（もう、思いだせない）

　風太の愛情が、吟には実感できず、不信感だけが渦巻いている。
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「えぇっと、言われたとおりにやったけど……変じゃなかった？」

　ひととおりの役柄を演じきったあひるが、不安そうにしながらも座席に戻ってくる。

「お疲れさん。可愛かわいかったで、あひるちゃん！」

　黄梨花が声をかけると、あひるは微苦笑を浮かべ、はにかんだ。

　近ごろなんだかあひるは自信なげで、落ちこんでいる様子だから――褒ほめられても、すなおに喜ばない。お世辞だと思ってるみたいだ。

（ほんとに、可愛いのにな……何かあったのかな、あひるちゃん）

　黄梨花はあひるが好きなので、心配だが、いろいろ尋ねても何も応こたえてくれないのはすでに経験ずみだ。どうも、陀衣と何かあったようなのだが――。

「よし、んじゃ次はあたしだな！」

　あひると交代で、今度は遊ゆう菊ぎくが正面に立つ。

　誰だれを何の役にするのか決めかねているので、主要キャラである『白王子』『黒王子』『白姫』『黒姫』すべての台詞せりふと演技を、ひととおりやってもらうことになっている。

【せんぱぁい、あのぉ、ちょっと教えてほしいことがあるんですけど☆】

『黒姫』の可愛かわいらしい台詞を喋しやべる遊ゆう菊ぎくは、異様だったが――意外なぐらいに演技はうまい。

（まぁ、遊菊ちゃんも、ふだんから演技してるっていうか――キャラつくってる感じだしね。なんて、私がとやかく言えることじゃないけど）

　何かがきっかけで、偽にせ物ものの自分をつくって、それを演じている。

（そういう意味では、似ているのかもね）

　演技をする理由は、かんたんだ。

　それまでの自分のままでは生きていけないほど酷ひどい痛みを、悲劇を負ったから、ちがう自分をつくって、前の自分は脱ぬぎ捨てる。

　脱皮のように。

　不幸で、虐しいたげられた自分は過去に葬ほうむる。

　傷を負ったのは『自分』ではないと――嘘うそをついて、新しい人生を歩む。

　リセットボタンだ。

　遊菊はそれを押したのだ。

（この世には不幸が多いねぇ、遊菊ちゃん、それでも生きていかなくちゃいけないって……たいへんだねぇ。どうして、苦しいのに、生きたいって思うのかねぇ）

　暗い思考に沈みそうだったので、黄き梨り花かは意識的に気持ちを切りかえた。

（いけない、ぼうっとしてた。お仕事しなくちゃ、役目を果たさなくちゃ……）

　手鏡で自分の顔を映して、そこに他人のような、奇抜な格好をした女の子を見つけて。

　黄梨花は安心する。

（私は今日も、上手に演じている）
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【あのひとの夢を叶かなえるまでは、ぼくは――】

　遊菊の張りのある声が響くなか、黄梨花は思案する。

（うーん……難しいなぁ。あひるちゃんも遊菊ちゃんも演技には問題なさそうだけど、配役をどうするかなぁ――まぁ、全員ぶん見てから考えよっか）

　黄梨花は先日、例の『可愛い店』で陀だ衣いの人気を見て、映画に『三大美少女』を起用することを思いついたのである。

　生徒に好かれている彼女らを看板にすることで、一般生徒たちからの注目や寄付を集め、過去の事件を蒸しかえすことにネガティブな教師陣を説得する。

　オーディションを行っているのは、彼女らの演技の程度が知りたかったのと、『映画の準備に関かかわった』という既成事実をつくって、協力を断りにくくするためである。

「ふつうに考えたら陀だ衣いきゅんが男役になるべきなんだけどね……それも、もったいないなぁ。あんなに可愛かわいいんだもん……」

　そのことを風ふう太たに相談したら、彼は首を傾かしげた。

「そっかなぁ、陀衣くんはわりと男らしいとこもあるけどな――でも、やっぱり身長差とかがなぁ。女の子よりもちっこいから、大人おとなの『黒王子』は無理っていうか変かな」

「演技を見ないとわからんけどな。男役やらせるなら陀衣くんは『白王子』やなぁ。そんでも男役がひとり足らんし、どないしょ……何にしても、『三大美少女』やから配役にはひとり足らんねんなぁ。一人二役というのもあるけど」

「『白姫』と『黒姫』は同時には登場しないし、一人二役やらせるならそれだな。そしたらあひるちゃんか遊ゆう菊ぎくさんをどっちか男役にすることになるが……」

「そやったら、遊菊ちゃんやな。言動とか男っぽいし、無理があらへん。でも、ひとり性別を逆転させるなら、いっそのこと全員やっちゃうのも倒錯的でえぇかもな！」

「そう考えると、陀衣くんは男役女役どっちにも配置できる、便利な存在だよなぁ……あ、そういう意味ではアオイ先生もそんな感じか。アオイ先生はだめなのか？　無理して遊菊さんを男役にせんでも、アオイ先生なら中性的だし、男役でも不自然じゃなくない？」

「え？　あ、あぁ……」

　黄き梨り花かは当惑したが、その間に話題の本人――アオイが申し訳なさそうにつぶやいた。

「んー……ごめんなさい。嬉うれしいけど、あたし役者さんなんて、とても無理だわ」

　穏やかな微笑を浮かべながら、ゆっくりと語る。

「いつ勤め先から呼び戻されるかわからないしね。どうも、あそこ人手不足みたいだし――『夏学』の期間中だって、ずっとこの高校にいられるかもわからないのよ。そんな人間に大事な役目は任せられないでしょ？　あたしは基本、見てるだけかな」

「あぁ、そっスか。残念だなぁ、先生なら『三大美少女』と並んでも遜そん色しよくないのに」

　風太はアオイの艶えん然ぜんとした態度に頬ほおを染めて、口説き文句みたいなことを口にした。

「あら、ありがとう。君もすてきよ、風太くん」

「あれ、名乗りましたっけ？　えっへっへ、美人に褒ほめられると嬉しいなぁ。アオイ先生の勤め先ってどこにあるんです？」

「ちょっと遠いのよ。地図で見るとわりと近所なんだけど、山をいくつか越えなくちゃいけなくてね。この町が都会に思えるくらいの、辺へん鄙ぴな場所よ。コンビニもないぐらい」

　アオイは、何でもない口調でつぶやいた。

「ほんとに、すっごく――山奥にあるのよね……あの病院って」
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　不穏な単語を聞いた気がして、あひるは顔をあげる。

　どうも風太や黄梨花、それにアオイと名乗ったあの不思議な臨時講師が何やら配役について会話しているらしい。

　自分も関かかわることなので気になって、つい耳を澄ませていたのである。

　あひるは格好つけなので、自分の評価とかが気になるのだった。

（馬ば鹿かみたいだけどね……誰だれに好かれたって、褒ほめられたって。たったひとりに嫌われたら、意味なんてないのに）

　溜ため息いきをつくと。

　ちいさく陀だ衣いが顔をあげて、心配そうにこちらを見てきた。

「……ねぇ、白しら鳥とりくん」

　視線があったのをこれ幸いにと、あひるは小声で陀衣に話しかける。

　陀衣は見苦しく聞こえなかったふりをして、演技中の遊ゆう菊ぎくを熱心に見つめるふりをする。

　だが動揺が指先にでていて、シャーペンが奇怪な文様を描いていた。

　陀衣は優しいから、無慈悲に、あひるのすべてを拒絶できない。

　すぐそばで溜息をついただけで、心配で目をやってしまうぐらい。

　脈はまだある。

「しー、らー、とー、りー、くー、んー」

　あひるは子供のころ、絵画に没頭して食事を忘れる『兄』を現実に引きずり戻すとき、よくやっていた行為を思いだす。

　彼の場合はあひるだけでなく世界のすべてを完全に忘却し、無視をしたが。

　それでも、あひるはいつも最終的に自分に注目を向けさせた。

　彼の心がほんとうに、自分に向かないことを理解するまでは。

『兄』と遊菊の心の絆きずなを、繋つながりを、まざまざと見せつけられるまでは。

（お兄ちゃんのときは、あたしは諦あきらめちゃった……。ううん、大好きだったピアノも、才能がないとか面倒だとかで、つづけていても苦しいだけだからって――だけど）

　陀衣が向きあっているプリントに、ごろん、と顔をのっける。

　あひるの長い髪の毛が机を覆い隠す。

　そのまま、あひるは陀衣を見あげて、その細く繊細な指先を握りしめる。

　相手の行動すべてを邪魔してやる。

　それが『兄』の視線を自分に向けるために、あひるが手に入れた最終結論だった。

　当然、鬱うつ陶とうしがられるが、無視されるよりはいい。

　我ながら卑屈だが、このまま遠ざかるよりはいい。

　みにくくてもいい、まだ恋をしている。

「あ、あひるさん？　どうしました？」

　みんなの視線が集中したが、あひると陀衣はいまだに『恋人』だと目されている。

　こんなところでイチャつくなよ――という程度のわずかな非難があるだけで、おおくは微笑ほほえましそうに眺めるだけだ。

「み、みなさん見てますから、お行儀よくしてください」

「白しら鳥とりくん、あたしと、ちゃんとお喋しやべりしてくれる？　無視しない？」

　慌てる陀だ衣いに、あひるは甘えるように告げてみた。

　そばには茜あかね子こがいて、こちらを射い貫ぬくような視線で睨にらみつけ、わなわなと震えている。

　陀衣はそれに気づき、「ど、どうしたんですか？　いつものあひるさんに戻ってくださぁい」と情けない悲鳴をあげて、あひるにぐいぐい身を起こさせる。

　やや恥ずかしかったが、結果オーライ。

「ねぇ白鳥くん、黄き梨り花かさんたちの話聞いてた？　このままじゃ、あなた――女の子の役にさせられちゃうかもよ？　しかも今回は、それが映像に残っちゃうのよ？　それって、嫌でしょう……あなたは？」

　陀衣は男らしくなりたくて、女の子っぽい自分を嫌悪している。

　それは、あひると陀衣の絆きずなが壊れていなかったとき、彼が打ち明けてくれた秘密だ。

　あひると陀衣だけが共有した、他ほかの誰だれにも関かかわれない、最後のよすがだった。

「あ、あひるさんには、関係ないでしょう」

「関係ないって何よ」

　せっかく久しぶりに中身のある会話ができたのに、この素っ気なさはどうだろう。

「自分から相談してきたくせに、いっぱい迷惑かけてきたくせに、今さら何よ関係ないって――白鳥くん、そんな我わが儘ままが許されると思ってるの？」

　それが最後の繋つながりなので、あひるは維持することに必死である。

「あ、あたしは、いちど任されたことを途中で放ほうりだしたくないのよ。あなたは、あたしのことが嫌いで、関わりたくないのかもしれないけど――悩みを打ち明けられたままで、何も解決してないのに、はいさようならっていうのは気持ち悪いのよ。そのぐらい、けじめはつけさせてよ」

「も、もういいんです、充分ですっ」

　陀衣も言葉に熱がはいってきて、自分の膝ひざ頭がしらをぎゅっと握りしめている。

「これ以上は、申し訳ないです。あひるさんは、とても良くしてくれました。ぼくは、あひるさんに何もしてあげられなかったのに。あひるさんは、ぼくを男らしくさせるなんて――面倒なことを、立派にやってくれました。不相応なぐらいです、感謝しています、たくさんですよ」

「あたしだって、まだ何もしてないもんっ」

　だんだん声がおおきくなってきた。

　周囲がざわめき始める。

　まずい、とあひるは思ったが――とまらなかった。

「男らしくなった？　誰が？　あんたが？　ちっともよ、馬ば鹿か！　まだ美少女よ、笑えるわ！　髪を切ったぐらいで何よ、まだ全然よ！　苛いら々いらするわよ！　ちっとも男らしくなんてなってない、あたしはまだ何もしていない！　だから白鳥くん……」

　ちがう。

　こんなことを言いたいんじゃない。

「覚えていて、あなたを男らしくできるのは、その願いを叶かなえられるのは、あたしだけで――だから、あたしの役目は終わってなくて、だからぁっ……」

　ちがう。

　そうじゃない。

　そんな建前じゃない。

　役目とかじゃない。

　あひるは頭が真っ白になって、涙すらこみあげてきて、ちいさく呻うめいた。

「お願い、無視しないで。嫌だよ、寂しいよ。これ以上、遠くへいかないで。お兄ちゃんみたいに、あたしを置いていかないで……」

　それは、あひる自身も把握していなかった、たぶん本心だった。

「嫌いにならないで、あたしを好きになって、あたし、何でもするから……」

　なんて、みにくいんだろう。

　格好をつけて、優等生として振る舞って、肩書きをたくさん集めて。

　みんなに愛想よくして、相談にのって、優しくして、いつも笑顔で。

　ぜんぶ、怖かったから。

　嫌われるのが、また置いていかれるのが、嫌だったから。

「あひるさん……」

　陀だ衣いが目を丸くしていたのは、ほんのわずか。

「何してんの、ねぇ！　茜あかね子こは許さないよ！」

　引きつった茜子の声が、死の宣告のように響いた。
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　いつのまにか、陀衣とあひるが抱きあうような姿勢になっている。

　正確には、あひるが陀衣にしがみついて、それを陀衣が支えているだけなのだが。

　茜子には、愛の抱ほう擁ようにでも見えたのか。

　全力でダッシュしてくると、正面にまわり、陀衣とあひるの間に自分の身体からだをぐいぐい食いこませてふたりを遠ざけようとした。

「離れてよ、にいちゃんに、触んないでよ！」

　かなり強いちからで突き飛ばされて、あひるは仰のけ反ぞる。

　周りが、やや騒然とした。

　あひるは歯は噛がみし――陀衣に、ぜんぶの虚飾をかなぐり捨てた声で問うた。

「ねぇ、ほんとうに……あたしなんか、もう必要ない？　鬱うつ陶とうしいだけ？　何が悪かったの？　嘘うそついて、酷ひどいことばかり言って、依存して――気に食わなかったのも、怒るのも当たり前だけど。無視されるのは、寂しいよ……どうすればいいの？」

「やめて」

　茜あかね子こが、嫌悪感に満ちた、けれど母親のような声で告げた。

「にいちゃんを、これ以上――傷つけないで。にいちゃんは優しいから、はっきり言ってあげられないよね、だから茜子が代弁してあげる。迷惑なんだよ、あんた。もうやめてよ、放ほうっておいてよ。それに、思いあがらないで」

　あひるのすべてを否定する言葉だった。

「あんたにできることは何もない。あんたが、にいちゃんのためにしていたことは――茜子にだってできる。これからは、茜子がやる。にいちゃんのそばに、あんたの居場所はもうないの。どっか行って、もう関かかわらないで、……にいちゃんの優しさに甘えないで」

「……『妹』だってだけで」

　あひるが立ちあがった。

　黄金色の前髪が、その表情を隠している。

　目を丸くし、「え？」と声をあげた茜子の胸元を、あひるが両手で突き飛ばす。

　悲鳴があがった。

　あひるは背の低い長机を乗りこえ、尻しり餅もちをついた茜子を睨にらみつける。

「ちょっと、何っ……痛っ？」

　茜子が混乱しているうちに、あひるは彼女を押し倒し、馬乗りになる。

　茜子の特徴的な猫耳の帽子が転がって、三つ編みが跳ねる。

　あひるは、もう、格好つける余裕がなかった。

　限界だった。

「『妹』だってだけで、偉そうに……白しら鳥とりくんの悩みとか、ひとつも知らないくせに。甘えてるのは、どっちよ!?　あんたなんかねぇ、『妹』なんかねぇ、そんな立場なんかねぇ――何ひとつ保証してくれない、愛されてることの理由にならない、そんな、くだらない風習なんか……!!」

「お、おい、やめろ、あひる！」

「何してんねん、あひるちゃん！」

　遊ゆう菊ぎくと黄き梨り花かの声が聞こえたが、あひるは燃えあがる気持ちを抑えられない。

　それは嫉しつ妬とで、憎悪で、とても――みにくい逆恨みだった。

「やめてください、あひるさん……!!」

　陀だ衣いが跳びだした。

　あひるを抱きよせ、茜子から遠ざける。

　なんて愛のない抱ほう擁ようだろう。



    

  
    
      
06　恋の魔法





　一ひと悶もん着ちやくの三十分ほど後である。

「うにーっ……」

　茜あかね子こは緊きん縛ばくされていた。

　視聴覚室の座席のひとつに無理やり座らされて、お腹なかのあたりを丈夫そうな縄でぐるぐる――見事に拘束され、足をじたばたさせている。

　幸い、先ほどの出来事では誰だれも怪け我がを負わなかった。

　茜子も突き飛ばされ、驚いて尻しり餅もちをついてしまった程度で、傷ひとつない。

「うにっ、うにーっ、うににーっ」

　暴れてみたが、捕ほ虜りよみたいな身の上では何もできない。

「落ちつけ、茜子……といっても、無理か」

　茜子の帽子を拾いあげ、優しく埃ほこりをはたいて、困り顔の吟ぎんは近づいていく。

　そのまま帽子をかぶせて、髪の毛などもちょちょいと調ととのえて、うむ、と満足してから――吟は小声で茜子に囁ささやきかける。

「あとでこっそり逃がしてやるから、いまは大人おとなしくしておけ。というか、不可能かもしれないが、頭を冷やすといい。感情が豊富なのはおまえの美点だが、怒りっぽいのはどうかと思うぞ。すぐに暴力をふるうし」

「さっき酷ひどいことしたのは、あひるさんじゃんか！　茜子、被害者だよ～！」

「先に喧けん嘩かを売ったというか、因縁つけたのは茜子だろう。これ以上やりあうと、間違いなくおまえのほうも手がでるだろう？　さっきはお互い無事ですんだが、下手すれば警察沙ざ汰ただぞ？　というか、このままではどちらかが刃物でも持ちだしかねん」

「だってだって、あの女、にいちゃんを誘惑して！」

「『あの女』などと、汚い言葉をつかわないでくれ」

　吟は哀かなしくなって、俯うつむいてしまう。

　そんな親友の態度に茜子も「あ……」と呻うめくと、吟に当たってもしょうがないと思ったのか、しぼむように意気消沈した。

「…………」

　沈黙が満ちる。

　怒りのつぎは嘆きが頭を支配したのか、茜子は両目にいっぱい涙を溜ためる。

「どうして、どうして？　せっかく――にいちゃん、茜子のところに帰ってきてくれたのに。もう悩むことも、ぶれることもなくて、茜子とにいちゃんは幸せになれるはずだったのに……いつまで、つきまとってくるの？　邪魔するの？　あひるさん、酷いよ――茜子、被害者だよ～。『他人』のくせに。い、『妹』をくだらないとか……」

「金かね城しろさんも必死なんだろう。売り言葉に買い言葉だ、あまり気にするな」

「吟ぎんちゃんは、自分のことじゃないからそんな……！」

「そうだな、すまない」

　吟まで泣きそうになってきた。

「わたしは、いつもそうだな。自分でも、嫌になる。おまえのように、感情をすなおに表現したいよ。おまえのことを慰めたい、ぜんぶ見事に解決してやりたい――だけど、わたしには、どうしたらいいかわからない……」

　吟にできるのは、乱れる茜あかね子この話を聞いて、激情を受けとめることだけだ。

「飲み物でも、どうだ？　何か買ってこようか？」

　弱々しく提案すると、茜子はちいさく頷うなずいて、「ごめんね吟ちゃん」とつぶやいた。

　謝りたいのはこっちだった。

　吟はとぼとぼ歩いて、視聴覚室の出口へと向かう。

　映研部員が集まって何やら相談やら作業やらをしているのが見えた。

　オーディションは半ばだったが、今日はもうつづけるのは無理そうだった。

　後日、あらためて――と黄き梨り花かが宣言していたが、あひるたちの事情が解決しないかぎり、また同じような騒動が繰りかえされる危険性もある。

　ゆえに、そちらが一段落するまで他ほかのもので進められる作業はしておこう――という話になったのだった。

　幸い、脚本もすでに大筋は完成しているので、他のものでも添削ぐらいはできた。

　映画ならではの悩みだが、同音異義語をなくしたり（たとえば「先生」を「先制」「宣誓」などと聞き間違える可能性があるので、それは避さける）。

　脚本を元にしてコンテはすでに制作されており、またロケハン（ロケーション・ハンティング／コンテ制作などにともなって撮影現場を下見すること）も終わっている。

　今日は配役を決めて衣装あわせをして、明日からは撮影を――という予定である。

　時間に余裕がある『夏学』のうちに、できるかぎり進めておきたいのだ。

　とはいえ、主要キャラ候補のあひると陀だ衣いに不安が残っているうえ、映画に協力してくれるかも確定していないいま――進められることはあまり多くない。

「おや、吟ちゃん」

　ごく自然に、黄梨花が声をかけてくる。

「茜子ちゃんの様子はどないや？　堪忍なぁ、お任せしてしもて」

「いや、茜子のことは、わたしがいちばんわかってるから」

　本当にそうだろうか、と吟は内省したが。

「ただ、もうすこし待たないと、茜子は大人おとなしくならないだろう。陀衣と金かね城しろさんはどうした？　姿が見えないが……」

　黄梨花は上級生で映研のお偉いさんだが、吟は誰だれに対しても敬語は用いない。

「あぁ、どうせ犬も食わん話やろうし、ふたりで話しあってもらうことにしたわ。とりあえず音楽室に放ほうりこんどいた。ピアノ・レッスン……映画に必要なピアノの基礎知識とかを、あひるちゃんから陀だ衣いきゅんに教えてあげる――って名目でな」

「ふたりっきりなのか、あのふたり……？」

　吟ぎんは嫌な予感をおぼえる。

　茜あかね子こは縛られて動けないのに、あひるは陀衣を独り占めか。

　この扱いのちがいはなんだろうか――これが『三大美少女』のちからか。

　あひるはみんなに好かれている。

　先ほどの騒動も、多くのものには事情がわからない。

　むしろ茜子が喧けん嘩かをふっかけて、あひるは仕方なく相手をしたのだ、みたいに思われているのでは……。

「だが、そんな……せめて、茜子も同席させたほうがよいのではないか」

「それが道理やけど、たぶん話しあいにならんからな。あの三人がまた顔つきあわせたら、今度は血を見んで？　そんぐらい吟ちゃんにもわかるやろ？」

　それは、悔しいが納得できる。

　茜子は冷静ではない。

　視野狭きよう窄さくに陥っていて、頭に血がのぼって、まったく理性的な行動がとれない。

　だが、それは陀衣を失いたくないという恐怖が原動力だ。

　吟には、痛いほどに茜子の気持ちが理解できる。

「放ほうっとき、吟ちゃん」

　黄き梨り花かがおちゃらけた態度を崩し、ひどく醒さめた視線でこちらを見み据すえてきた。

「あんたの事情やあらへんねんや、感情移入しすぎたらしっぺ返しが怖いでぇ？　あひるちゃんは賢い子やし、陀衣きゅんやって芯しんのとおった優しい子や、冷静になって話しあえば悪いことにはならへんて」

「すこし薄情なのではないか、副部長」

　吟は肩を震わせて、気持ちを吐きだす。

「茜子の気持ちも考えてくれ。あのふたりは『兄妹きようだい』なのだ。金かね城しろあひるがどれだけ偉いか知らないが――あとから横やりをいれてきたのは、金城さんのほうだ。それなのに、どうして茜子を蚊か帳やの外にして、あのふたりを優遇する？　おかしいだろう？」

「おかしいのは『兄妹』っち風習やで、吟ちゃん」

　まるで宣戦布告みたいに、黄梨花は冷たく言い放った。

「優先されるんは、当人たちの気持ちや。法的拘束力もない『兄妹』なんて仕組みこそ、なぁ吟ちゃん、どんだけ偉いんや？　『兄妹』なんてもんはなぁ、真っ当な恋心を押し潰つぶすだけの、ただの迷信や――悪習や、ちゃうか？」

「ちがう、『兄妹』は、『家族』で『恋人』で……」

「いいや、『家族』でも『恋人』でもない、おままごとや。ごっこ遊びや。無用の長物や――吟ちゃんは、『兄妹』以外の恋を知らんから、わからへんのや」

「わたしは……」

　何も言い返せなかった。
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「おいおい、おまえらまで喧けん嘩かすんなよ」

　剣けん呑のんな雰囲気を察したか、呆あきれたように遊ゆう菊ぎくが声をかけてきた。

　彼女は目の前に座った黄き梨り花かに、メイクを施されている最中だった。

　マスカラで睫まつ毛げを強調し、アイライナーで縁取りをいれて、何やら全体的に暗い雰囲気に仕立てあげようとしている。

　もともと顔立ちが派手な遊菊にはあんまり化粧は必要ないのだが、これは映画だ――カメラ越しの場合、すっぴんだと現実以上に地味に見える。

「遊菊ちゃんはきれいやから、お顔をつくるのが楽しいなぁ」

　黄梨花は溜ため息いきをつくと、吟ぎんから視線を逸そらし、作業に戻る。

　遊菊はくすぐったそうにしながら、居心地が悪そうに貧乏揺すりをしていた。

「けっ、顔がきれいでどうするよ、腹も膨れねぇよ。馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

「あ、それは持たざるものへの禁句やで、遊菊ちゃん。遊菊ちゃんの顔面は、わての手のひらの上やということを忘れんで発言しぃや」

「おいやめろ眼球にリップを近づけんな目玉に色塗ってどうする――悪かったっつうの。でも実際さぁ、見せたい相手もいねぇのに飾ってもしょうがなくね？」

「遊菊ちゃんも、恋のひとつでもしたらどうや？」

「やだよ男とか嫌いだし」

「勿もつ体たいないなぁ、宝の持ち腐れやなぁ。ていうか前から聞きたかったんやけど遊菊ちゃん、なんで男嫌いなん？」

「えろくてキモいから」

　たぶんてきとうな応こたえを口にして、お化粧が終わったのか、遊菊は立ちあがる。

　先ほど衣装あわせも終わっており――その姿は、男嫌いな彼女にとって何の隠いん喩ゆがこめられているのか、男装である。

　汚れひとつもないスーツ姿で、耳元のピアスがきらりと輝いている。

『黒王子』の衣装である。

　大人おとなの教師、という立場なのでこんな格好だ。

　配役は未決定だが、あひると陀だ衣いの立場が確定するまでは、暫定的に遊菊を『黒王子』、陀衣を『白王子』、あひるを『白姫』と『黒姫』の一人二役ということで仮決定した。

「まぁ、遊菊ちゃんの『黒王子』役は確定として、先に撮れる場面は撮っておこうっち話や。『黒王子』はけっこう単独の場面も多いしな――遊菊ちゃんってピアノ弾ける？」

「むかし、あひるに教わったことがあるぜ。まぁ、真ま似ね事ごとぐらいならな」

　音楽室ではいま、あひると陀衣が話しあいの最中なので、まだ利用できないが。

「撮影は明日からにするから、今日のうちにキャラを掴つかんでくれたらええ。幸い、遊ゆう菊ぎくちゃんは頭えぇから台詞せりふはかんたんに覚えてくれるみたいやしな、あとは撮影班の腕の見せどころや。おぉ、遊菊ちゃん、似合っとるで」

「そっか？　なんか動きにくくてヤなんだけどこの格好……」

「髪飾りは女の子っぽすぎるから、とる？　さすがに映画の撮影のために髪の毛切ってもらうわけにはいかんから、ある程度、ととのえるぐらいにするけど――えぇなぁ、妖あやしげな美び貌ぼうの青年！　『黒王子』のイメージにぴったりや！」

　糸目の奥で目を輝かせる黄き梨り花かだったが、すぐに『あること』に気づいて、唖あ然ぜんとした。

「あ、でもぉ、どないしょ――意外と目立つなぁ、おっぱい」

「うぇ？」

　変な声をあげて、遊菊が自分の胸元を見下ろした。

　高校生らしからぬ立派な膨らみが、はちきれんばかりだった。

「スーツって身体からだの線が隠れやすいから、だいじょうぶかなぁと思ったんやけど、わて遊菊ちゃんを侮ってたわ――どないしょ、サラシ巻いたりすればえぇのかな？　まぁ『黒王子』は女性でもべつにえぇし、女性同士の恋愛というのもそれはそれで……」

　ぶつぶつ言い始めた黄梨花を眺めて、遊菊は頭をがしがし掻かいた。

「そうなると、あたし、あひると恋愛することになんの？　やだなぁ、なんか笑っちまって演技できなそう――あひるは『黒姫』にしてさ、二人一役ってのはやめて、やっぱ『白姫』も誰だれかべつの役者選ばねぇ？　あんま、あひるに無理させたくないし……」

「あぁ、あひるちゃん身体弱いって話やしな、こないだ倒れたって聞いたし」

　黄梨花も納得したように頷うなずいたが、腕組みし悩む。

「でも、誰がえぇかの？　他ほかの主要キャラが『三大美少女』やから、どうしたって見劣りするし――演劇部の子とかに頼んでも、やってくれへんやろうなぁ」

「そういうもんなの？」

　あんまり実感できないのか、遊菊は不思議そうだった。

「黄梨花ちゃんやれば？　いつも白っぽいドレス着てるし、『白姫』でいいじゃん？」

「え？　わて？　そんな、あかん無理――みじめになるだけや。あとそうや、わて撮影やから役者と兼任はでけへんねん！」

「カメラなら俺おれがやるぞ？」

　楽しそうに遊菊を携帯で撮影していた風ふう太たが、おおきく手を挙げた。

「いちおう、先代の部長にやりかたぐらいは教わってるし。俺たち三年生にとって、これが最後の映画だしさ――思い出づくりにやってみたら？」

「そ、そんな……風太、わてが『白姫』でえぇのん……？」

　真っ赤になる黄梨花を見て、吟ぎんの胸のなかはざわめく。

　つい風太を見つめてしまったが、彼は吟を眺めて――。

「だって、外部に頼めないなら映研から役者を選ばなきゃいけないじゃん。うちの女子って、カミナリさんと、茜あかね子こちゃんと、吟ぎんだけだろ？　茜子ちゃんでもいいけど、『白王子』の陀だ衣いくんを厳しく叱しかる役回りが難しそうっていうか、絶対いちゃつくし。吟は……」

　視線があった。

　風ふう太たは気まずそうに視線を逸そらす。

「吟はほら、あれだしな」

　あれって何だ。

　明言されないからこそ、無限の言葉が『あれ』に内包されている気がして、吟は身体からだの血管に釘くぎが流れるみたいな鈍痛を味わった。

　べつに、『白姫』がやりたいわけではなかったけど。

　吟はヒロインに相応ふさわしいって、可愛かわいくて魅力的だって、全然そんなことはないけど――風太にだけは、嘘うそでも言ってほしかった。

　心のなかに澱おりができる。

　それは静かに吟の内側を傷つけていく。

　いいじゃん副部長、やっちゃえやっちゃえ！　と責任感のない映研部員たちが囃はやしたてるなか――黄き梨り花かは恥ずかしそうにしながら、おずおずと宣言した。

「そ、それじゃ、やっちゃおっ……かな？」

　吟はなんだか敗北感でいっぱいになった。
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　そのころ――。

　映画『白鳥の湖』で描かれる、陰惨な事件の現場となった音楽室。

　長らく放置されていたため、調律しなければまともに音がでないらしいピアノの前に腰かけて、陀衣はあひるからピアノ・レッスンを受けていた。

「ピアノの音そのものはあとから編集でいれるっていう話だから、実際に演奏できなきゃだめってわけじゃないわ。でもまぁ、いちおう見た目はそれっぽくしておく必要があるから――ほら、あんまり鍵けん盤ばんに近づきすぎずに、肘ひじは九十度ぐらいで」

　あひるの声は、先ほど荒れ狂ったとは思えないぐらい、優しく穏やかだった。

　窓の外は夕暮れで、それはあひると出会ったときの朝焼けを、陀衣に思いださせた。

「手の位置は、ここ」

　ぼうっとしている陀衣にもめげずに、あひるは陀衣を後ろから抱きかかえるようにして、その手のひらを鍵盤に触れさせる。

　陀衣の指先が低いドの音を響かせた。

「ほら、指が寝ちゃってる。もっと、指の先を鍵盤につけて。そうそう」

　甘い吐息が頬ほおのあたりに触れる。

　あひるが重量感のある胸元を押しつけてくるので、陀衣は困ってしまう。

　やわらかさと、鼓動が伝わってくる。

　黄金色の髪の毛が、視界を泳いでいる。

（ピアノ・レッスンといいますが……）

　陀だ衣いは呑のみこみが悪いので、何かするごとにあひるに叱しかられながら、思案する。

（まだ配役が決まっていませんし、ぼくも、あひるさんも映研に協力すると確約したわけではありません。ピアノの弾きかたを、ぼくがあひるさんから教わる――というのは建前で、どうにかしろ、ということなのでしょうね）

　察しの悪い陀衣でも、さすがにわかる。

　先ほどの、視聴覚室での、あひると茜あかね子このやりとり。

　思いだすだけで、胸が抉えぐられそうだ。

　あひるにも茜子にも、みにくいことを言わせてしまった。

　その責任はきっと、陀衣にあった。

　あひるを追いつめたのは自分で、茜子を不安にさせたのも――自分だった。

　陀衣は思いだす。

『人魚島』の一件で、陀衣はあひるがついていた、優しい嘘うそを知った。

　彼女は『恋の病』だ。恋をすると死んでしまう。

　けれど、たぶん、あひるはなぜだか陀衣のことを好きになってくれた。

　しかし、あひるの恋は死につながっている。

　彼女は死にたくなかったから、陀衣に「あなたのことが嫌いだから」と宣告して、牽けん制せいして、嫌われて、距離を置こうとした。

　それなのに、自分の可愛かわいさを嫌っていた陀衣は、「ぼくのことを『可愛い』とかちやほやしないあひるさんなら、どうすればぼくの『みにくい』ところを直せるか、相談にのってくれる」と考えてしまった。

（ぼくが、愚かでした……）

　呑のん気きに近づいてくる陀衣を見て、あひるはどう思っただろうか。

　最初は拒絶して、次には厳しい言葉をぶつけて、けれどいつしか寄り添って、言葉をかわして……離れられなくなってしまった。

　陀衣がすべてに気づいたときには、もう、取りかえしがつかなかった。

　いちど、あひるが倒れたのだって――陀衣のせいだ。

　あのときの、くちづけは……死の引き金だった。

　陀衣は無邪気に、何の罪もないという顔をして、彼女の心臓に弾丸を撃ちこんだのだ。

（ごめんなさい、あひるさん……）

『人魚島』で、あの死にぞこないの人魚姫――諏す訪わみかんの失言から、すべてを悟って。

　陀衣は、たくさん悔いて、涙して――できることをしたつもりだった。

　髪を切って、男らしくなったつもりになって、もうあひるに協力してもらわなくてもだいじょうぶ、相談にのってもらわなくてもへいきだと、態度で示して。

　あひるに関かかわる理由を、断ち切ったつもりだった。

　けれど、それは陀だ衣いの傲ごう慢まんだった。

　あひるの言葉を思いだす。

　――髪を切ったぐらいで何よ、ちっとも変わってないわよ！

　そのとおりだった。

　ぐうの音もでなかった。

　最初に戻るつもりだったのだ――いちばん、ふたりの関係が悪かったときまで。

「あなたのことが嫌いだから」と宣言されるまで、ふたりは他人だった。

　陀衣にとって、あひるはちょっと憧あこがれているだけの、クラスメイトでしかなかった。

　あひるも陀衣の見た目だけを気にいって、好意をもっているだけだった。

　だけど、あの日――この音楽室で、ふたりの人生は交差した。

　あのとき――陀衣は選択を間違えたのだ。

　死に見入られているあひるの立場を知らずに、自分勝手に、男らしくなりたいなんて願いを彼女にぶつけなければよかった。

　だから、もうその願いはいいのだと。

　髪を切って、男らしくなったから、いいのだと。

　宣言して――「あなたのことが嫌いだから」の瞬間まで、戻るつもりだった。

　だから、あの日に告げられたのと、そっくり同じ言葉をかえした。

　――あなたのことが嫌いです。

　嫌いだって告げて、二度と関わらない。

　本来、そうあるべきだった。

　こんな、みにくい恋は、生まれる前に叩たたき潰つぶされるはずだったのに。

（だけど……）

　もう、あのころには戻れなかった。

　いちどは巧うまくいったと思った。

　陀衣はあひるを避さけて、あひるも踏みこんでこなくて、距離は離れた。

　これでいいのだと勘違いした。

　嫌えば、拒絶すれば、あひるは陀衣に幻滅する。

　恋は失われる――彼女は死ななくてすむ。

（ぼくはまた、間違えたのでしょうか……）

　陀衣は、ひとつの事実から目を逸そらしていた。

　あひるを拒絶すれば、彼女は陀衣への恋心を失うかもしれない。

　だが『恋の病』が治るわけではないのだ。

　恋をすると死んでしまう、その因子は、あひるの身体からだに渦巻いたまま。

　彼女はいつか、また誰だれかを好きになって、そして死ぬ。

　その可能性は消えない。

　死因が『白しら鳥とり陀だ衣いへの恋心』ではなくなるだけだ。

　つまり陀衣は、自分のせいで、あひるが死ぬのが嫌だっただけだ。

　彼女の死因になりたくなかっただけだ！

　怖かったのだ、ひとりの女の子の命を請けおうのが、堪たえられなかっただけなのだ。

（ぼくは――）

　涙がこみあげてくる。

　強くなったはずだったけれど、それは錯覚だった。

（卑ひ怯きよう者ものだ……）

「――白鳥くん？」

　必死で涙をこらえていると、あひるが目を丸くして、名前を呼んできた。

　陀衣は応こたえられない。

　ちからの抜けた指先がでたらめな音を奏でた。

　不協和音が響いて、拡散して、やがて静寂が訪れる。

「あひるさん」

　先延ばしにするのはやめよう。

　陀衣は歯を噛かみしめて、いつもの優柔不断さを今だけは押し潰つぶして、顔をあげる。

　すぐ間近にあひるの顔がある。

　彼女の瞳ひとみには輝きがある。

　あひるは、まだ生きている。

　ほんとうに、取りかえしがつかなくなる前に――。

「お話を、しましょう。いいえ、お願いします、お話をしてください」

　一秒後には、あひるが消え失うせてしまうかもしれない。

　そんな強迫観念にかられて、陀衣はあひるを見あげる。

　座席の上でくるりと反転して、あひるのほうへ向き直る。

　見下ろされているのが落ちつかなかったので、やや横にずれて自分のそばを示した。

「あの、ここ――座ってください」

「し、白鳥くん？　ピアノは、いいの？」

　あひるもたぶん、何かを先延ばしにしていたのだろう。

　また向きあって、拒絶されて、傷つきたくなかったから。

　ピアノ・レッスンという役割を果たしているうちは、ふたりでいられるから。

　役割はたいせつだ、これまでもそうだった。

　だけど今だけは、そして、これからは邪魔だった。

　役目に忙殺されているうちに、この女の子の命は砕け散ってしまうかもしれないのだ。

「サボってお喋しやべりというのが、あひるさん的に気になるようでしたら――えぇっと、そうです、あひるさんお手本でピアノを弾いてみてくれませんか？　ぼく、ここで見てます。見るのも練習でしょう？」

「横で見てられると、やりにくいんだけど……まぁ、いいか」

　音量をしぼって、ふたりの声を遮らないようにしてから、あひるは打だ鍵けんする。

「下手くそかもしれないけど、ごめんね。あたし、けっこう昔にピアノやめちゃったから――ほんとは、偉そうに教えることなんて……」

　長年のブランクがあるからか、たまにつっかえながら、あひるは魂をこめて鍵けん盤ばんを叩たたく。陀だ衣いは特等席で、彼女のうつくしい指先の舞いを眺めていた。

　真っ赤な夕焼けのなか、とろけていきそうな黄金色の髪が、揺れる。

「どうして、ピアノ、やめてしまったんですか？」

　陀衣は話のきっかけが掴つかめずに、そんなことを尋ねてみた。

　あひるは哀かなしそうに項うな垂だれる。

「才能がなかったのよ。ううん、それは格好つけた言い訳かもね……あたしにも、めいかくな理由は説明できない。だけどね、ある日、指が動かなくなったの――」

　流れるようだった音のらせんが、歪ゆがむ。

「あんなに好きだったのに、毎日練習していたのに、呼吸みたいだったのに、それが嘘うそみたいに、あたしの指は凍っちゃった。あのね、うるさいって言われたの」

　指先が震えて、まるで悲鳴のようだった。

「お兄ちゃんはさ、有名な芸術家でさ、一枚絵を描くごとにすごく高値になってさ――両親は、そんなお兄ちゃんばかり褒ほめた。ちょっと賞をとっただけじゃ、あたしなんか見向きもしなかった。それどころか、お兄ちゃんが絵を描くのに邪魔だって、耳障りだって、叱しかったの。うるさいって、そんなおままごとはやめろってさ」

　あひると両親は不仲らしい。

　家出して、遊ゆう菊ぎくの自宅に転がりこんだぐらいだ、破は綻たんしているのだろう。

　ちいさな悪意と齟そ齬ご、哀しみの積み重ねが、ひとつの絆きずなを壊したのだ。

「ねぇ、お遊びでやってたんじゃないのよ。あたしなりに命懸けで、世界の何よりもピアノが好きで、だけどひとから見たらふざけてポロンポロンって音を鳴らしているだけだったの――ただの迷惑だったのよ。それを思いしって、恐る恐る、周りの目を気にしながらピアノに触れる日々がつづいて……」

　あひるには、もう、ピアノをつづける意欲がなくなったのだろう。

　誰だれよりも愛情に飢えていて、周りからの評価ばかり気にしている、格好つけのこの女の子は――迷惑だって言われたら、萎い縮しゆくするしかない。

　そうして、彼女は周りにあわせて、ひとつひとつ、たいせつなものを捨てていったのか。

　うつくしく削そぎ落とされて、けれど、血まみれになって。

　努力して、いろんなことを諦あきらめて――けれど両親はあひるを愛さずに、『兄』との恋心も育はぐくまれることなく、他ほかの女の子にさらわれていった。

　あひるは取り残されて、独りぼっちで、それでも愛想笑いがこびりついて。

　この世でいちばんうつくしい、異形と成りはてたのだ。

　陀だ衣いだけが知っていた。

　陀衣だけに、打ち明けてくれたのだ。

　あひるのそばには遊ゆう菊ぎくもいる。

　けれど――いちど、あひるから奪ってしまった遊菊は、その負い目がつきまとう。

　まっさらに、何の理由もなく、あひるを愛せるのは――救えるのは、誰だれに強制されたわけでもなく、その資格を託されたのは。

　陀衣だけだったはずなのに。

　陀衣はそれを見ないふりして、遠ざけて、逃げたのだ。

　先ほど視聴覚室で、あひるが暴発したのも当然だ。

　彼女は崖がけっぷちだった――破は綻たんする、ぎりぎりの瀬戸際だった。

　自己満足で陀衣が遠ざかっているうちに、あひるは切り刻まれていたのだ。

「ふしぎね、白しら鳥とりくん」

　あひるは、泣き笑いみたいな表情を浮かべた。

「あたしは避さけて、遠ざけて、かってに拒絶したのに――いまでも触れると、ピアノは応こたえてくれる。あの日、逃げなければ……周りの目なんか気にしないで、あたしはこれが好きだって主張できていたら、何かちがっていたのかなぁ？」

　指先がとまった。

　鍵けん盤ばんから、かつての友から、勇気をもらったように。

　あひるは、陀衣を真まっ直すぐに見つめてきた。

「もう逃げたくない。そんな時間もないし、あなたと出会えたこと、運命だと思ってるの。最初は見た目で好きになった、それからあなたの優しさに溺おぼれて、誰にも話せなかったことを打ち明けて――あたしのぜんぶ、あなたにあげてもいいと思った」

　肩を寄せあって、隣りあわせで、お互いの頭がそっと触れる。

　いつしか手は重なりあっていた。

「白鳥くん、あなたが好き。もう嘘うそはつかない、逃げない。二度と失いたくないから――あたしの命のぜんぶ、この気持ちにかえる。あなたが逃げても、見ないふりしても、いっしょ。そう決めたの……何か文句あるなら言いなさいよ」

「ぼくは――」

　陀衣は素直に吐露した。

「あなたから離れることが、あなたのためだと思いました。だって、ぼくは何もできません。弱くて、間違ってばかりで、誰も助けられない。傷つけてばかりです。そのくせ、自分だけ痛みから逃げて、うつくしいふりをしている……卑ひ怯きよう者ものです。ぼくに、あなたに恋をされて、命を奪う価値なんてない」

「知ってる」

　あひるは微笑ほほえんだ。

　まだ安らかだったいつかに、ふたりきりのとき、彼女が見せてくれた表情そのままに。

「ねぇ、知ってるのよ――白鳥しらとりくん。あなたが教えてくれたのよ。あなたは情けなくて、頼りなくて、かっこ悪くて……女の子みたいで、みにくい。あたしにだけ、教えてくれたんでしょう。だから、ねぇ白鳥くん、あたしは知っていたのよ」

　あひるは歌うように。

「馬ば鹿かで間抜けでかっこ悪い白鳥陀だ衣いくん、あたしがいちどだって、助けてなんて言った？　救ってほしいって言った？　期待してないのよ、勘違いしないでよね――あたしは、そこまで求めてない。いいの、そばにいてくれるだけで、いいの……いつか命を奪われても、あなたの心がそばにあれば、あたしは満足できるから」

「けれど、ぼくは――あなたを助けたいです」

　関かかわりたくないとか、嫌いだとか、そんなのは嘘うそだった。

　重荷に耐えきれず、みじめに逃げだしただけだ。

　だけど、あひるは最初から、期待はしていなかったのだ。

　だからこそ、陀衣は、あひるを助けたかった。

　もう逃げることはできなかった。

　見返りを求めずに、自分を好きでいてくれた彼女のために、何かをしてあげたかった。

　恋愛感情は、陀衣にはわからない。

　助けたくて、守りたくて、申し訳なくて――愛いとしかった。

　この感情が恋ならば、誰だれがみにくいなんて言えるだろう。

「だって、あなたは――何も悪いことをしていない」

　陀衣ははがゆくて、激情をこめて呻うめいた。

「ただ、ひとを好きになっただけじゃないですか……」

　どうして、死ななくてはいけないのだ。

「どうすれば、いいですか……？」

　陀衣にはわからない。

　恋をすると死んでしまうこの世界で、その問いを口にしても無意味だった。

　いまだ正答は見いだされておらず、誤答だらけが転がっている。

　見つけていかなくてはいけないのだ、自分たちで。

　残り時間は少ない。

「教えてください、何でもします……どうすればいいですか？　どうすれば、あなたを助けられますか……？　ぼくには、わかりません……どうすればいいですか？」

　陀衣の無力な問いかけに、あひるはなぜだか満足そうな笑みのまま。

　何の意味もない、願いを口にした。

「……キスして」

　くちびるは自然とあわさった。

　もう誰にもとめられなかった。

　御お伽とぎ噺ばなしじゃないから、あひるにかかった死の魔法は、とけなかったけれど。
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　茜あかね子こは、それを見ていた。

「…………」

　飲み物を買いに行ってくれた吟ぎんが、なぜだか呆ぼう然ぜんとしていて、心配だったけれど――そんな彼女だからこそ判断能力が失われていて、説得したら意外とかんたんに茜子を緊きん縛ばくしていた縄をほどいてくれた。

　吟の様子は気になったが、それよりも今は密室でふたりっきりでいるという、陀だ衣いとあひるが問題だった。

　茜子は視聴覚室の後ろのほうで陣取って衣装あわせをしている映研部員たちの目を盗み、部屋の前のほうにある出入り口からこっそり脱出――。

　すぐそばにある音楽室へと一直線に向かった。

　嫌な予感はしたけれど、どこかで楽観していた。

　陀衣は、茜子のところに帰ってきてくれた。

　すこし不安だったけれど、茜子は陀衣を信じていた。

　いつだって、茜子が泣いていたら、陀衣は駆けつけてくれる。

　守ってくれる。

　他ほかの誰だれが認めなくても、茜あかね子こにとって、陀だ衣いは格好よくて頼もしい理想の『兄』だった。

　陀衣は、茜子のために強くなって、死んでも泣かなくなった。

　それが嬉うれしかった。

　陀衣の気持ちは、努力は、ぜんぶ茜子のもの。

　その関係に甘えた。

　けれど陀衣は変わっていった。

　どんどん茜子の知らない顔が増えていき、どこか遠い場所でばかり行動して、茜子と陀衣のふたりっきりの天国は穢けがされた。

　父と母が死んだ日から独り占めだった『兄』を、横からかすめとったやつがいた。

　泥棒だった。

　犯罪者で、罪人だった。

　でも、いちばん許せないのは。

　そんな憎たらしい金かね城しろあひるを、陀衣が受けいれていることだった。

　裏切りだった。

　茜子のすべてへの。

　これまでの過去も、心のすべても、踏みにじる――背信だった。

　だから茜子は信じられなかった。

　音楽室の扉の隙すき間まから、まずは様子を窺うかがおうと内部をこっそり覗のぞきこんで、そこで口づけをかわしている陀衣とあひるを見ても、現実とは思えなかった。

　頬ほおをぱしりと叩たたいた。

　痛くない。

　だから夢だ。

　何度も叩いた。

　顔が腫はれてきた。

　涙が流れた。

　胸の奥で、自分のものとはおもえない、どす黒い感情が溢あふれた。

（嘘うそだ、夢だ、にせものだ……ぜんぶ、嫌だ、嫌だよ……）

　茜子は冷静になろうとした。

　全身が脱力していたが、気力だけで踏みとどまった。

（ほんっと、しょうがないなぁ――にいちゃんは。まったく、茜子がどれだけ言い聞かせても、すぐ他のやつにまで優しくしちゃうんだから。そんな、にいちゃんが、茜子は好きだよ。好きなのに、なんで、にいちゃんはそんな酷ひどいことをするの……？）

　ふらりと音楽室から離れた。

　いつもの茜子なら、問答無用でなかに踏みこみ、暴れて騒いでお終しまいだった。

　それが、できなかった。

　つまり、今までどおりにはいかない――決定的な、断裂だった。

　破は綻たんだった。

（家庭科室……か、学食の調理場に……包丁、あるよね？　いいよね、茜あかね子こは『妹』だもん、にいちゃんに近づく悪いやつはツブしちゃってもいいよね……？　どうせすぐ死ぬもんね、あの女、それを早めてもいいよね……？　死んじゃうくせに、『他人』のくせに、茜子たちに関係ないくせにぃっ……！）

「――あれ、茜子ちゃん？　やっほう」

　思いもよらないやつが目の前にでてきた。

　真まっ直すぐ前を見ていたはずなのに何も視認できなくなっている茜子は、すぐ正面にその男の子――黒くろ沼ぬま音おん忠ちゆうが立ちふさがるまで、まったく気づかなかった。

　今日も全身黒ずくめのこの不思議な少年は、戸惑うように目を丸くした。

「姉さんに『どうせ暇なんだろ、なんか映画撮るから手伝えよ』って呼びだされたんだけど――姉さんどこにいるか知ってる？　ふふ、姉さんのためなら火のなか水のなか、健気けなげな僕はもっと評価されるべきだよね……って、茜子ちゃん、ほんとどうしたの？」

「…………」

　茜子は一瞬だけ音忠の顔を見あげると、かんぜんに無視してその横を素通りした。

　当然、空気の読めない音忠はついてきて、前にまわりこむ。

「ちょっとちょっと、すこしは相手してよ――寂しいなぁ、どうしたの？　顔色悪いけど、何かあったの？　僕は君を応援してるからね、相談くらいにはのるよ？　白しら鳥とりさんとの間に何かあったの？　ねぇ、茜子ちゃん？」

「……うっざいなぁ……」

　茜子は無視するだけではこの鬱うつ陶とうしい生き物を視界から排除できないと判断して、すべての虚飾をかなぐり捨てた表情で音忠を睨にらみつける。

　敵意のみで構築されたその視線に、さすがの音忠も怯ひるむ。

　そんな彼をちから任せに片手で突き飛ばして、茜子は怒鳴る。

「邪魔だよ死んじゃえ馬ば鹿かぁ！」

　それで気が済んで、ずんずん前へ進むことを優先した茜子だったが、音忠が意外なぐらいに心配そうな表情で腕を掴つかんできた。

　引き留められる。

　暴れたが、さすがに小柄な茜子では音忠をふりほどけない。

　自由な片手で、音忠の肩や胸のあたりをばんばん殴った。

「放せ、放せ、放せ！　邪魔すんなぁあ！　何だよあんた関係ないじゃん放ほうっておいてよ死んじゃえ死んじゃえ!!　どっか行け大っ嫌いみんなみんな嫌い嫌い死ね死んじゃえ!!　放せ放してよ気持ち悪い鬱陶しい邪魔だよ邪魔なんだよ死んじゃえ死んじゃえ!!」

「……よくわからないけど」

　音忠は暴力に慣れてでもいるのか、茜子に殴おう打だされながら、無表情に迫ってくる。

　振り回される茜子の腕が掴まれ、いやいや、というように茜子は顔だけを揺らした。

　脱力感が我慢できずに、というか足腰が制御できずに勝手に足の裏が廊下をすべって――ずるりと倒れかけて、膝ひざをつく。

　音おん忠ちゆうに両手で吊つられるような体勢になって、肩の関節が抜けそうになる。

　うーうー唸うなっている茜あかね子こを、音忠は何を思ったのか――軽々と抱きあげる。

　足が宙に浮いた。

　そんなに身長差もないのに。

　どんな腕力してるんだ。

　頭のなかの血管がぐるんぐるんと異音を響かせる。

「はぁぁなぁぁせぇぇ――ばぁぁかぁああ!!」

　茜子は両親の葬式以来、だしていなかった喉のどが焼き切れそうな悲鳴をあげて、それでも満足できずにすぐそばにある音忠の首筋に噛かみついた。

　歯形がついて、すこしだけ血が溢あふれた。

　このまま噛み殺してやりたいぐらい、邪魔だった。

　音忠は、まるで恋人みたいに、茜子を抱きよせている。

　その表情は、いつもは大人おとなびている音忠らしからぬ、ひどく幼いものだった。

「どうしたの？　何があったの？　落ちついて、冷静になろうよ――子供じゃないんだから……あぁ、こういう言いかたは気に障る？　でも、僕は苦手でねぇ、慰めるのとかさ――だけど、お願いだよ、泣かないで茜子ちゃん」

　噛みついたまま慟どう哭こくしている茜子の背中を、音忠はそっと撫なでる。

「ねぇ、茜子ちゃん。君は、成功した過去の僕だろう？　幸せになった僕だろう？　どうして泣いているんだい――教えてくれ、お願いだよ……。君は幸せにならなくちゃ、笑っていなくちゃ――うまく言えないけど、君が泣いていると僕は……嫌だよ」

　その体温も、声も、茜子のすべてだった『兄』のものとはちがっていた。

　すこしも満たされなかった。

　茜子はただ動けずに、暴れつづけて、やがて疲れた。

　そして、わずかに申し訳なく思った。

（ごめんね……）

　傷ついた彼の首元に、残った歯形に、茜子は指先を添える。

（茜子は、あんたの仇かたき討うち、できないかも。そんなこと、してやる義理はないんだけど――でも、ごめんね。茜子の痛み、押しつけて、ごめんね）

　すこしだけ、音忠が愛いとしいと思った。

　ありがたいと思った。

　それだけだったけれど、茜子は、わずかに救われた。

　背骨がへし折れそうなほど強く、抱きしめられていた。

　ほんとうに、陀だ衣いとはぜんぜんちがって、こいつは優しくない。
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『腹ぺこ喫茶　食ベリアル』。

　遊ゆう菊ぎくの実家にしてあひるの居候先であり、閏うるう高校生徒ご用よう達たしの喫茶店だが、店主である遊菊の父の意向によって『夏学』期間中は休業している。

　あひるはそんな自宅の出入り口を施錠し、さらにチェーンまでかける。

　外からなかが見えないように窓のカーテンもすべて閉じて、電話線も抜く。

　珈琲コーヒーの匂においがたちこめる店内には、当然、誰だれもいない。

　照明もついておらず、外ももう陽ひが沈みそうな時刻なので、ほとんど真っ暗だ。

　これで、傍はた目めからは店内は無人のように思えるだろう。

　間違って踏みこんでくるお客や、セールスマンも立ち寄らない。

　あひるは満足して頷うなずき、店の奥――関係者以外立ち入り禁止の扉を開いて、店の人間の居住スペースへと移動する。

　玄関があり、狭苦しい階段があって、二階にはあひるたちの部屋がある。

（…………）

　あひるの内心には無数の感情が溢あふれていたが、まとまりがなくて抽象的だった。

　遠くに置いた本みたいに、うまく言語化できない。

　ただ鼓動だけが、胸のなかで存在感を主張している。

　階段をのぼる途中で目眩めまいをおぼえ、あひるは額に手を当て、しばし俯うつむく。

　身体からだの調子は良くなることがなかった。

　風邪をひいたような状態がずっとつづいていて、健康、という言葉が思いだせない。

　頭はぼうっとして、運動をすると心臓が痛み、首を絞められたように息苦しくなる。

　身体中の関節が軋きしみ、浅い睡眠しかとれなくて、それも悪夢まみれだ。

　薬の量が増え、医者へ通うのが当たり前になって、あひるは緩慢に死に向かっている。

（怖い……）

　あひるは我が身を抱きしめて、ちいさく震えた。

　綱渡りをしているみたいだ。

　最善を尽くして、ようやく歩いていける。

　なのに気を抜いたら、真っ逆さま。

（怖い、怖い、怖い……）

　二階にだけ灯ともった輝きが、希望そのものであるかのように、あひるは誘引されるみたいにそちらへと向かった。

　扉の前でわずかに立ち止まって、深呼吸。

（怖いけど、あたしは――まだ、笑える。ううん、笑えるようになった）

　綱渡りの上で、でもまだ生きている。

　精一杯に表情を取りつくろって、取っ手を握りしめ、おおきくドアを開けた。

　可愛かわいらしい遊ゆう菊ぎくの部屋を横切って、部屋を分割している仕切りを押し開け、自室へ。

　蛍光灯が照らすなか、あひるのベッドに制服姿の陀だ衣いが腰かけている。

　先ほど、あひるが用意した湯のみを片手に、そっと問いかけてくる。

「お帰りなさい、あひるさん。どこへ行ってたんですか？」

「いや……」

　邪魔が入らないように戸締まりをしてきたのだと、正直に言うのもどうかと思ったので、あひるはお茶をにごすとパソコンチェアに腰かけた。

（えぇっ……っと）

　あひるは澄まし顔のしたで、猛烈に焦っていた。

（あ、あれ？　記憶が飛んでる……何であたし、ここに？　まさか――）

　先ほど、音楽室で話しあって、キスをして。

　そこから何があったのか、まったく覚えていない。

　否、ぼんやり記憶はあるのだ。

　だが、あひるの自意識はどこか高みに舞いあがっていた。

　たしかすごい勢いで陀衣の手を引っ掴つかみ、視聴覚室にいる映研のみんなや遊菊に何も報告しないまま、彼をそのままずるずるずるずる～……と引きずって、そのまま校外へ～そしてこの喫茶店へ～自分の部屋へ～と抵抗されないのをいいことに、いっきにつれてきてしまった。

　ほとんど誘拐である。

　というか。

（お、お、お持ち帰りしちゃった……☆）

　我ながらありえない。

　どうも、陀衣と仲直り（？）できたのが嬉うれしすぎて、感極まって――かるく暴走してしまったようだ。

　なぜ自宅につれてきたのか、自分でもよくわからない。

（だけど、音楽室じゃ……いつ誰だれが覗のぞきにくるかわかんないし、ゆっくり喋しやべれないし。とにかく、他ほかの誰とも会いたくなくて、白しら鳥とりくんとふたりっきりになりたくて。つまり、あたしは――えぇっと？）

「あひるさん？」

　陀衣は不思議そうに、可愛らしく小首を傾かしげている。

　その仕草に胸きゅんしながらも、あひるは「いやんいやん」みたいな仕草をした。

　黄金の翼が、忙せわしなく左右に舞う。

（ていうか、白鳥くんも黙ってお持ち帰りされないでよ……。誘拐とかしやすそうよね、白鳥くんて――お持ち帰りできたってことは、白鳥くんはあたしのものってことで、抵抗しなかったってことは、白鳥くんもそれに異存がないってことで……つまりふたりは両思い!?　け、け、結婚みたいなもので……!?）

　いろいろ極まっているあひるに、陀だ衣いは今さら常識を口にする。

「あのう、あひるさん――もうじき夜ですし、『夏学』中は門限がありますから、あまり遅くなると怒られてしまいますよ？」

「だ、だいじょうぶよ」

　あひるは咄とつ嗟さに嘘うそをついた。

「さっき、えっと、お姉ちゃんに携帯電話で連絡したから――今日はこっちに泊まるからって。学校のほうにも、お姉ちゃんがうまく説明してくれるって」

「そうなんですか？　外泊とかって、そんなかんたんに許可がでるんですか？」

「そ、そうよ。お姉ちゃんぐらいになると、生徒会長の職権を濫らん用ようしてある程度の無む茶ちやはとおせるのよ。こないだ『人魚島』に泊まったことも、問題にならなかったでしょ？」

　あひるたちは先日、『人魚島』で一泊している。

　そのことについて、学校側を遊ゆう菊ぎくが説得してくれたのは事実である。

　なぜか権力をもっているのだ、遊菊は。

「だから、いいの。今日は、その、あたしの家でお泊まり会……みたいな？」

「『みたいな』ですか？」

　あひるの言葉を繰りかえして、陀衣はさらにおおきく首を傾かしげる。

「でも、あの、どうしてですか？」

（どうしよう……お姉ちゃんに連絡なんてしてないし。いくらお姉ちゃんでもいきなり外泊なんて学校に許可させることできないし。ていうか何でこんな嘘をついてるのあたし……？　あたしは何がしたいの……？）

　あひるは口から出任せを喋しやべる自分にびっくりしたが、そうだ、と思い直した。

　もう、格好をつける必要はないのだ。

　否、最初からそうだった。

　陀衣には自分の汚いところ、みにくいところ、ぜんぶ見られている。

　今さら外面を取りつくろっても仕方ないのだ。

　回り道をしている時間はない。優雅に振る舞う余裕はない。

　がむしゃらに一本道だ。

　途切れたと思っていた絆きずなが、ようやく、すこしでも取り戻せたのだから。

　もう二度と失わないために――あひるは、覚悟を決めることにした。

（よし）

　もはや自分の内なる声に逆らわず、勝手に動く身体からだに任せて、あひるは思いきった。

（これは敗者復活戦で、絶対に外せない決戦よ――あたし、負けない！）

「あひるさん？　さっきから何をぶつぶつ言ってるんですか？」

　不安そうな陀衣に向き直り、あひるは努めて真ま面じ目めに告げた。

「あの、ね、白しら鳥とりくん……正直、あたし焦りすぎっていうか、暴走してるっていうか――だけど、あたしは『今』なのよ。『今』が勝負なの。のんびりと話しあって、気持ちをたしかめあって、なくしたものぜんぶ積みあげてる時間が惜しいの」

「は、はい？　ちょっと、わからないですけど……？」

「だから、ごめんね。白しら鳥とりくん、ただしく手順を踏めない、みにくいあたしを許してね――こんな、卑ひ怯きような、無理やりな、あたしのことを嫌いにならないでね……？」

「さ、さっきから、あひるさんは何を言ってるのですか？」

　まったく噛かみあっていない会話をしてから、あひるは立ちあがる。

　ちょうどお茶のカップをお盆に置いた陀だ衣いの横に腰かけて、その肩を掴つかんだ。

　相変わらず、男の子らしからぬ華きや奢しやな身体からだだ。

　色の脱ぬけた髪の毛が揺れる。

「あひるさん？」

　純粋なその双そう眸ぼうに、あひるの紅こう潮ちようした顔が映りこんでいる。

「白鳥くん。あのね、やっぱり――あたしは責任を果たしたいの。いちど頼まれたからには、全力ベストを尽くしたいの。まだ、あたしは何もしてない。あなたのために、何もできてない。『男らしくなりたい』って願いを、ちっとも叶かなえられてない」

　そのまま陀衣をベッドに横たわらせ、仰あお向むけに寝ころばせる。

　目を閉じて、と命じて、その瞼まぶたが閉じられるのを確認すると。

（ちょ、ちょっとは抵抗してよ――でなくても、警戒ぐらい……）

　あまりにも簡単なので逆に怯ひるみつつも、あひるは目をぐるぐるさせて主張する。

「あのね、白鳥くん……あなたを、いっぱつで『男らしく』する方法があるの。女の子なら、誰だれでもできる――あ、あたしは初めてだから、うまくできるかわからないけど。が、がんばる。白鳥くんを、『男らしく』……ううん、『男』にしてあげる」

「え？　そんな魔法みたいなことが？」

　陀衣は可哀かわい想そうなぐらい信じて、目を瞑つむったまま微笑ほほえんだ。

「すごいです！　あひるさん、やっぱり尊敬します！」

（ごめんね……）

　あひるの心も身体も、すでに機能していない。

　すべては渦巻く熱に支配され、冷静な思考はまとめて吹っ飛んだ。

　自分を客観的に見ることができず、格好をつけることもできず、ひたすら原始的な本能のみですべてが回転する。

　呼吸が乱れるのを自覚しつつ、あひるは「こくん」と生なま唾つばをのんだ。

（そうよ、あたしは――『今』なのよ）

　遠いいつかに、自分が辿たどりつく場所だと思っていた。

　夢見て、願って、でも恥ずかしくて――想像することさえ稀まれだった。

　けれど、そこはひとつの終点！

　輝く未来への扉！

　今そこに到着するのだ。

　あひるは、焦りながら上着を脱ぬぎ、ネクタイをしゅるりとほどき、Ｙシャツのボタンをぷちぷちと外していく。かんたんに下着は露あらわになって、白い肌も――。

　ぴぃ～ん、ぽぉ～ん♪

（…………）

　あひるは素に戻った。

　ぴぃん、ぽぉん♪　ぴぃんぽぉん♪　ぴんぽん♪

（え？　何、どうして……外からはこの部屋の灯あかりは漏れないから、このお店は無人に見えるはずなのに――だから誰だれも訪ねてはこないから、邪魔されなくて……ていうか、よりによって、どうしてこのタイミングで――？）

　巡りあわせの悪さを呪のろう。

　おまけに、謎なぞの来客は帰るつもりがなさそうだ。

　ぴんぽんぴんぽんぴぽぴぽぴぽぴぽぴぴぴぴぴぴ♪♪♪

　ものすごくチャイムが連打されている。

（あぁ、もうっ）

　残念だか安あん堵どだか、自分でもわからない気持ちを抱えつつ、あひるは素早く着衣をすませるとベッドからおりる。

　陀だ衣いもさすがに目を開いて、戸惑っている。



    

  
    
      



    

  
    
      「どなたか、お客さんですか……？」

　自分がいまピンチだったことを、陀だ衣いはまるで自覚していないらしい。

　ともあれ、ふたりで部屋からでると階段をおりて一階のお店へ。

　チャイム音が鳴り響くなか、出入り口のチェーンと施錠を解除。

　おおきく扉を開いて――。

「誰だれよ、もう！　近所迷惑よ！」

　思わず叫ぶと、訪問者はびっくりしたように目を丸くした。

「す、すまぬ――今日を逃せばしばらく会えぬから、できればお目にかかっておきたいと……何やら、そのう、邪魔したかの……う？」

　泣きそうな顔でそこに立っていたのは、麦わら帽子をかぶった女の子だった。

　ゆるく波打った橙だいだい色いろの髪で片目を隠し、松まつ葉ば杖づえをついている。

「あなた――」

「あれ、みかんさんじゃないですか？」

　呆ぼう然ぜんとするあひるの後ろから、陀衣がひょこりと顔をだす。

「おや、陀衣もおったのか。これは、ほんとに空気読めなかったかのう――儂わしはどうにも毎度、間が悪いのじゃ。ご無ぶ沙さ汰たじゃのう、ふたりとも」

　年齢不相応な老人口調で、死にぞこないの人魚姫――諏す訪わみかんは挨あい拶さつをしてきた。
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　思いも寄らない訪問者によって、気持ちは切り替わった。

（あ、危なかった……かも）

　あひるの頭も冷えてきて、先ほどの自分の行動にひとり赤面している。

　自分は何をしようとしたのか。

　陀衣が何もわからないのをいいことに、あやうく一線をこえそうだった……。

　表情だけ平静を取りつくろって、みかんをお店の座席に案内する（松葉杖の彼女には、階段をのぼらせるのは酷だろう）。

　お茶をだし、とりあえず歓迎してみた。

「成る程のう――『夏学』か。そんな風習は儂の通っておった学校にはなかったので、失念しておったのじゃ。ふむぅ、こないだあひるが学校におったのも、その『夏学』とやらのせいじゃったか……」

　麦わら帽子を脱ぬいでかたわらに置き、みかんは感心したように頷うなずいていた。

　どうも、あひるたちが『夏学』のために学校に泊まりこんでいる、という事実をよく知らなかったらしい。

　ちなみに、あひるたちのことは『人魚島』を訪れ、『人魚の肉』を得るために、いちど調べられている。

　住所なども、みかんはそのとき知って覚えたのだろうか。

「というか、みかんさん……『人魚島』の外にでていいのですか？」

　陀だ衣いが心配そうに話しかけると、みかんは微笑ほほえんだ。

「儂わしはどうにも立場が複雑でのう、『人魚島』としても儂への対応は決めかねているようなのじゃ。ただ、あすこも刑務所でなし、手続きを踏めば外出ぐらいはできる」

　みかんの説明によると、彼女はあひるたちも関かかわった騒動の後、『人魚島』からしばらく離れていたらしい。

　いちど、あひるに『人魚の肉』を届けるために学校へ寄り、それからは故郷へと向かったのだという。

　みかんは人格を破壊する薬品『人魚の肉』によっていちど記憶を奪われたが、愛いとしいひとの墓と遺留品を見たのがきっかけになって、中途はんぱに忘れたものを取り戻した。

　おかげで『恋の病』が再発したが、そのかわり記憶を取り戻したみかんは、故郷の名前や場所を思いだせたのだという。

　彼女は『人魚島』にて彼女の恋人が死んだことを、彼の関係者に伝え、また自分の家族とも会って折りあいをつけてきたのだという。

　幼かったみかんは、大人おとなの男と恋をして、駆け落ちをした。

　恋愛が忌き避ひされるこの世の中で、みかんが、故郷で歓迎されたわけがない。

　悪意に晒さらされつづける、地獄のような道程だっただろう。

「楽しい旅ではなかった……責められ、睨にらまれ、疎うとまれた。けれど、おかげで踏ん切りがついたのじゃよ。もう、あそこに儂の居場所はないと」

　みかんはまだ幼い胸元に指先を添えて、そっと吐露した。

「あの町で生きた諏す訪わみかんは死んだ。愛しいひとといっしょに、嵐あらしの夜に――儂は、それでよいと思った。これより先は、儂はただの、死にぞこないの人魚姫じゃ。身の振りかたはまだ決めておらぬが、彼が眠る『人魚島』で、その墓を守って、『恋の病』でこの命が摘つみ取られるまでは生きてゆこうと思う」

　まだ中学生か、それ以下にしか見えないみかんが選んだのは、あまりにも希望がない――過酷で孤独な、けれど彼女らしい人生だった。

　恋に殉じゆんじて、愛しいひとの影を抱えて、ひっそりと花のように生きて死ぬ。

　それが正解だとはかぎらないけれど、あひるは尊重したいと思った。

（みかんちゃんは、偉いな……）

　彼女は自分で決めて、自分で選んだ。

　後ろ向きで、真っ暗で、哀かなしい――けれど尊敬できる選択だった。

「もういちど『人魚の肉』を呑のめば、『恋の病』は停止する。けれど、あれは身体からだに負担をかける薬物じゃ。二度の摂取に堪たえられるかはわからぬ。すべて忘れて生き延びるより、儂はこのまま朽くちてゆくよ」

　みかんはお茶を口に含み、猫舌なのか、熱そうにちびちびと呑んでいる。

「まぁ、儂わしのことなどよいか。気がかりなのは、お主らじゃ。お主らの平穏を崩してしまったのは、儂じゃ……儂の不用意な言葉じゃ。責任をとるなんてのは傲ごう慢まんかもしれぬが、何もかも見ないふりすることもできぬ。儂は、お主らのために何かがしたいのじゃ」

「みかんちゃんの――せいじゃないわ」

　あひるは、それだけ告げたいと思った。

「いつか必ず、わかることだったもの――あたしが『恋の病』だって。怖くて、格好つけて、白しら鳥とりくんには打ち明けられなかったけど……タイムリミットはいつかきてた。それが、すこし早まっただけよ。気に病まないで、みかんちゃん」

「けどっ……」

　みかんは年相応に幼い表情で、唇を尖とがらせた。

「儂のせいで、お主らは傷ついた。陀だ衣いは、あひるのことが嫌いなのじゃと嘘うそをついてまで、あひると距離をとろうとした……そうじゃ、嘘なのじゃ！　そうじゃろ!?」

　お菓子をねだる子供みたいに、みかんは必死に陀衣の腕を揺すった。

「けれど、お主は勘違いしておる！　愛いとしい相手に拒絶されたからといって、恋が消えるわけではないのじゃ！　むしろ、逆効果じゃ！　それを知るがよい――相手に好かれたいという気持ちが恋なのじゃ！　嫌って、遠ざけたら、恋心は燃えあがるだけじゃ！　お主は、あひるの死を早めただけなのじゃぞ……！」

「…………」

　陀衣は為なされるがままに揺すられながら、悔しそうにつぶやく。

「でも、ぼくには――あひるさんが命を捨ててまで、愛される価値はありません。嫌いって言えば、あひるさんもぼくを嫌って……死なずにすむかって。でも、そうですね、ぼくが浅はかでした――卑ひ怯きようでした」

「え？　その、じゃあ……白鳥くん？」

　何を今さらという感じだが。

　あひるは怖くて、きちんと聞くのを避さけていた事実をたしかめた。

「あの、『嫌い』っていうのは嘘で、ずっと、あたしを避けていたのも仕方なくで――遠ざけて、拒絶したのも、ぜんぶ……えっと、つまり、あたしが最初にあなたに言った『あなたのことが嫌いだから』っていうのと同じで、あ、あたしに嫌われようとして……？」

　何で気づかなかったのだろう。

　陀衣がやったのは、あひると同じことだった。

　あなたのことが嫌いだから。

　その言葉を、自分を守るための精一杯のあひるの武器を、こちらに向けられて――ようやくその言葉の重みを、破壊力を実感した。

　なんて酷ひどい台詞せりふだろう。

（それじゃ……白鳥くん、期待しても、いいの……？）

　胸のなかに幸福感が満ちてくる。

　ずっと背負っていた重荷が、やっとおろせたみたいだった。

　安あん堵どが、吐息になって零こぼれる。

「じゃ、じゃあ白しら鳥とりくん、あたしのこと――嫌い、じゃないの？」

「はい……」

　真相を暴かれた犯人みたいに、消沈して、陀だ衣いは頷うなずいた。

「ぼくは、あひるさんのこと、好きです。だけど、あひるさんを助けるためには、ぼくは嫌われなくちゃいけなくて――だけど」

　意味はなかったのだ。

　遠回りをしただけだった。

「ごめんなさい……」

　項うな垂だれる陀衣が、ぼやける。

　ちがう、涙が溢あふれているのだ。

「あれ……あれ……？」

　次から次へと涙の雫しずくはぽろぽろと、あひるの頬ほおを伝っていく。

　たまらなくなって、あひるは両手で顔を覆った。

　子供みたいに泣きじゃくった。

「良かった――ひっ、ひっぐ、あたし、嫌われたと思ってた……」

「ごめんなさい、あひるさん」

　陀衣は真しん摯しにつぶやき、けれど、ちいさく首をふる。

「だけど、ぼくの嘘うそも無意味で、むしろ逆効果なら――いったい、どうすればいいですか？　あひるさん、もうぼくは逃げません。あなたに向きあって、何だってします。だけど……どうすればいいのでしょう？」

　いつだって、その疑問に行き着く。

　どうすれば、死なずにすむのか。

　尋ねられたって、あひるに応こたえられるわけがない。

　医学は敗北した。

『恋の病』が相手では、人間はただ刻み殺されるだけなのだ。

「アオイ先生に……相談してみましょうか」

　陀衣がその名前を口にしたのは、ただの思いつきだっただろう。

　藁わらにもすがる気持ちだったのか。

「アオイ先生、『恋の病』の専門家みたいですし――相談があったらお気軽にって、言ってましたよね。あひるさんはもちろん、お医者さんにかかってるのでしょうけど……いろんなひとの意見を聞くのは、無意味ではないと――」

「アオイじゃと？」

　なぜだか、みかんが反応した。

「陀衣よ、それは獅し子し座ざアオイのことか？」

「みかんさん、知ってるんですか？」

　ぎょっとして、陀だ衣いはみかんを見み据すえる。

　彼女も驚いているようで、目を白黒させていた。

「うむ。儂わしの暮らしている『人魚島』は外界と隔絶された孤島じゃが、『恋の病』についての情報はよく入ってくるのじゃ。まぁ、『恋の病』専門の治療施設じゃから、当たり前なのじゃが――そこで何度か聞いた名前じゃ、獅し子し座ざアオイというのは」

　珍しい名前だし、人違いではないだろう。

　というか、不自然な名前ではある――まるでペンネームみたいだ。

「全世界的に見ても、『恋の病』の治療例は数少ない。例外は特効薬『人魚の肉』と、治療法『ハッピーエンド』のみ。獅子座アオイは、その治療法『ハッピーエンド』から派生した実験的治療法『テーマパーク』の専門家という話じゃ」

「てーまぱーく……ですか？」

　オウムがえしをする陀衣に、みかんは頷うなずいた。

「うむ。さすがに、どんな治療法なのかは、いち患者でしかない儂にはわからぬのじゃが――『テーマパーク』というのは、実際に『恋の病』の治療例のある『ハッピーエンド』の発展系という話じゃ。まだ開発されて日が浅いらしく具体的な成果はでておらぬが、かなり有望な治療法という話じゃぞ」

　力強い断言だった。

「獅子座アオイは高名な医者じゃ、なぜそやつがお主らの学校にいるのかはわからぬが――これも何かの縁じゃ、相談するのはよいと思うのじゃ」

「ほ、ほんと？　あのアオイ先生がそんな……？」

　あひるは驚いた。

　まだ若そうに見えたのに、アオイは偉いお医者さんなのか。

　いちど『人魚の肉』に過剰な期待を抱き、突き落とされた経験があるから、あひるは期待しすぎることはないが――それでも、すこしだけ希望が見えた気がした。

「わかった。なるべく早めに、アオイ先生に相談してみる」

「ぼくも付き添いますよ、あひるさん」

　笑顔を浮かべるふたりに、みかんは胸を撫なでおろしていた。

「うむ、それがよい。お主らが救われることを、儂は祈っとるよ」

　彼女は心のなかで、ちいさく独白した。

（すこしは、罪滅ぼしができたかのう……儂が何をしたというわけではないが、この情報が役に立ってくれたら嬉うれしい。獅子座アオイとやら、どうか、あひるを助けてやっておくれ。あぁ、アオイとやらが、噂うわさどおりの優秀な男ならよいがのう……）
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　閏うるう高校では、意外と大おお事ごとになっていた。

　あひると陀だ衣いがいなくなったのだ。

　どちらも真ま面じ目めな性格なので連絡もなく姿を消すなんて不可解で、おまけにいつのまにか茜あかね子こまで拘束からぬけだし、そのうえ音信不通になっていた（彼女の縄は吟ぎんがほどいたということだが）。

　暴行事件の一歩手前の騒ぎを起こした三人が、まとめて行方ゆくえ知れずとなったのだ、すわ何かあったかと周りのものが心配するのは当然である。

　衣装合わせなどの作業は中断され、とりあえず映研部員で三人を捜すことにした。

　遊ゆう菊ぎくが呼びかければ生徒会を始め全校生徒が動くのだろうが、そこまで大騒ぎにしていいものか、判断がつかなかったのもある。

　結局、数時間後、遊菊の携帯電話にあひるから連絡がきた。

　彼女らはどうも場所を変えて話しこんでいただけらしく、すぐに高校に帰ってくると約束したらしい。

　茜子のほうはまだ見つからないが、これも遊菊に『弟』だという音おん忠ちゆうとやらから連絡があったらしく、とりあえず心配しなくてもいいらしい。

（やれやれ、一段落だな）

　風ふう太たはそれらの事情をメールを介して知らされて、何だか拍子抜けしてしまった。

（何があったかは知らねぇけど、あいつらは毎度――人騒がせだよなぁ……）

　深夜に田舎の道を車で埋め尽くしたり、『人魚島』までたくさんの生徒を泳いで向かわせたり、あひるたちはいつも周りを巻きこむ。

　彼女らがそれを望んだというより、それほど影響力のある人気者なのだということだが――ほんとうに、物語の主人公みたいだ。

（よかったよ、俺おれは脇わき役やくでさ……毎回なんか注目されて、泣いたり笑ったり、死ぬ気で行動したりできねぇもん）

　思いつつ、携帯電話を閉じて駐とめていた車を発進させる。

　運転免許のある風太は、いちど実家に戻り、車を用意してから捜索していたのである。

　学校内やその周辺は他ほかの映研部員に任せて、万が一の可能性を考えて、遠方をふらふらとドライブしていた。

　もう時刻もわりと遅かったし、薄暗くて、捜索するには不向きだったが。

（あいつら、近ごろ思いつめてるみたいだったからなぁ――駆け落ち、とかさ。疑うじゃん。まぁ杞き憂ゆうだったみたいだけど……やれやれ、ちゃっちゃと車だけ家に戻して、学校の門限までに帰らにゃ、俺が怒られちまうよ――うん？）

　静かな車内に、軽薄な着メロが流れる。

　通話の着信――知らない番号だった。

　風太の人間関係は広く浅いので、見知らぬ誰だれかから電話がかかってくることもある。

　まさかこないだ海辺でナンパしたお姉ちゃんか!?　と期待して通話ボタンを押す。

「はいはい、もしもし！　翠みどり風ふう太たでございます！」

『…………』

　全力で挨あい拶さつしたら、電話の向こうの誰だれかは息を呑のんだようだった。

　震える息遣いのみが聞こえる。

「えぇっと、もしもし？　どなた？　登録してない番号だから、名前が表示されなくてな――もしかして悪戯いたずら電話？　でもいいよ、もしもあなたが可愛かわいい女の子ならこれがきっかけで恋が生まれるかもだからな！」

『……風太……』

　ちいさく名を呼ばれた。

　弱々しくて掠かすれていて、誰の声だかも判別できない。

『ごめん……あの――いま、病院で。お、おにいちゃんに、知られたらだめだから。あの、風太、あひるちゃんたち捜すために、車……でしょ？　あの、ごめん、迎えに――あ、歩けなくて……他ほかに、ひっぐ、頼れるひと、いなくて』

　泣いているようだった。

　この時点でも、まだ風太は相手が誰だかわからなかったが、とにかく尋常ではない雰囲気だけは伝わってきた。

「わ、わかった。よくわからんけど、病院だな？　そこに行けばいいのか？」

『ごめん、ね。ごめん……』

　電話の向こうの誰かは、譫うわ言ごとみたいにつぶやいていた。

　それは風太というより、見えない誰かに言い訳しているようだった。

『ごめん、なさい……おにいちゃん、ごめんなさい――足を引っぱって、ごめん、なさい……悪い子で、ごめんなさい、ごめんなさいごめんなさいごめんなさ……』

　そこで電池でも切れたみたいに、唐突に通話が終わる。

「何だよ、くそっ……誰だよ今のは？　どうして俺おれに？」

　自分は主人公ではないと、楽観した矢先にこれだ。

　風太は携帯電話を助手席に放ほうり投げると、エンジンキーを回す。

　この町に病院はひとつしかない。
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　あまり広くもない町だ、すぐに病院には辿たどりついた。

　風太は地下駐車場に車を駐とめると、いまだ混乱しながら移動し、そのまま受付へ。

　呼びだされた相手の名前もわからないし、風太は説明が苦手なのでわりと怪しまれたが、話はとおっていたのか名乗ると事務員が面倒くさそうに案内してくれた。

　病院らしい薬品臭と、沈殿しているみたいな空気。

　静かで、通常の業務時間外なのだろう――ほとんど誰もいない。

「こちらへどうぞ」

　事務員はひとつの部屋の前に風ふう太たを案内すると、何の説明もなく去っていく。

　取り残された風太は、しばし立ちつくしていたが、今さら尻しり込ごみしていてもしょうがない――と思って扉をノックしてから開いた。

　狭い部屋である。

　灯あかりが卓上に置かれたちいさなものしかなく、やけに暗い。

　寝台に誰だれかが横たわっていて、その傍らには医者らしい中年女性が腰かけている。

　何やら雑誌を読んでいたその医者は、こちらに顔も向けずに言った。

「あぁ、お迎えのひと？　ご苦労さまです、それじゃ、つれて帰って？」

　業務時間が終わっているのに、居残らなくてはいけないのが、ひどく億おつ劫くうそうだった。

「お代なんかはあとで請求するから。この子、保険証とか持ってないみたいだし。住所も名前も言わないし、ほんと最近の子は何考えてるかわかんないわ……。あなた、えぇっと、お兄さん？　この子とどういう関係？」

　ようやく視線を向けられたが、風太はとっさに応こたえられない。

　寝台のそばまで移動し、そこに寝ころんだ女の子の顔を確認して、それでも一瞬わからなかったが――雷らい門もん黄き梨り花かだった。

　甘ロリ系のドレスではなく、薄っぺらい患者服をまとっている。

　意識がないようで、いつもの調子のいい軽口もなく、別人みたいである。

「あの、何か、ごちゃごちゃした服は脱ぬがせたわよ。診断の邪魔だったし。暑苦しくないのかしらね、あんな格好で――いや、そっか、ふぅん……」

　何か納得したように頷うなずいている医者に、風太は問いかける。

「えぇっと、すんません。俺おれはカミナリさん――あぁ、雷門さんのクラスメイトです。いったい彼女、どうしたんスか？　ていうか、どうして俺が呼ばれたんです？」

「こっちが聞きたいけど、なぁにクラスメイト……ふぅん？」

　医者はじろじろ風太を見てきた。

「私もよくわかんないわよ、いきなり担ぎこまれてきたんだけどね――どうも、道路の真ん中でいきなり気絶したっぽいけど。熱中症かしらね、こんな格好じゃしょうがないけど……しばらく意識なくて、かんたんな検査だけはさせてもらったけど――」

　たぶん、あひるを捜して町中を歩いている最中に、黄梨花は倒れたのだ。

　雑誌を置いて、医者は真剣な表情で告げてくる。

「だいじょうぶなの、この子？　ちゃんとご飯食べさせてる？　って、クラスメイトくんに言ってもしょうがないか――あのね、この子、身体からだぼろぼろ……内臓がまともに機能してないし、筋肉も骨もあちこち弱ってる。免疫力も低下してるみたいだし……」

　どきん、と風太の心臓が跳ねた。

　意味がわからなくて、何度か黄梨花の顔を見る。

「えっ……と、でも、こいついつも元気で。そんな、やばそうなんスか？」

「やばそうってか、やばいのよ。無理させたら死ぬよ、冗談じゃなくて」

　医者は忌いま々いましそうに吐き捨てた。

「うちの患者じゃないしさぁ、他ほかの病院の世話になってんじゃないかって連絡網つかって調べたんだけどね――そしたら、ある病院が『その子はうちの患者です』って横やりいれてきてさ。検査も治療もさせてくんない、っていうか勝手にしたら訴えられる。何なのよこの子、面倒くさいなぁ……うちで治療できないなら、うちの近所で倒れるなって」

　煙草の箱を取りだすと、彼女は当たり前のように吸い始めた。

「行きつけの病院があるなら、そっちに任すのが筋だしさ。私らもトラブル抱えたくないし――でもこの子、嫌がるんだよねぇ。『あの病院は嫌だ。あの病院に行くぐらいなら、おうちに帰る』ってさ。どうしろっての？　ご家族の名前もださないし、とりあえず携帯電話で迎えを呼ばせたら、クラスメイトとか……あぁもう、このまま放ほうりだすのもさぁ、私も寝覚め悪いんだけど？」

　なぜか風ふう太たが叱しかられているような雰囲気だが、よくわからない。

　いろんな情報がいちどに頭にはいってきて、混乱している。

「ま、訴えられたらやだし、すぐ死ぬみたいなもんでもないから――今日はおうちに帰ってもらうから。ほんとは入院させたいけど……」

　いろいろ、病院にもしがらみがあるのだろう。

「いちおう、何かあったらすぐ連絡しなさい。あと、ちゃんとこの子を行きつけの病院に行かせること。それと、そっか……家族じゃなくクラスメイトを呼んだってことは、やっぱり、あれは――」

　医者は立ちあがると、目を閉じたままの黄き梨り花かのそばに立つ。

　そして、彼女の身体からだを半ば隠していたシーツをめくりあげる。

「注意して見ていてあげて。女の子に頼られたんだから、格好つけて守ってあげて。この子ね、たぶん――日常的に暴行を受けてる」

　露出した黄梨花の、あまりにも白い肌には、むごい青あざや疵きず痕あとがあった。

　二の腕や、太ふと股もも、背中……目立たない場所ばかりだ。

　彼女がいつも、長なが袖そでで、ふわふわの、身体の線が隠れる格好をしていたのは。

「譫うわ言ごとでさぁ、何回も繰りかえしてんのよ。『ごめんなさい、おにいちゃん、おなかだけは殴らないで。良い子になるから、おにいちゃんの言うとおりにするから』ってさ……おにいちゃんとやらに、心当たりは？」

「いや、俺おれ……」

　黄梨花のこと、ほとんど何も知らないのだ。

　消沈する風太を、しばし観察していた医者だが、溜ため息いきをついて告げてきた。

「あなた、今日は車？　ふぅん……それならこの子、乗せて帰ってあげて。ほんとは意識戻るまで待って、自分の足で帰ってもらうのがいちばんなんだけど。もうここ、閉めなくちゃいけないの」

　眠そうな顔をしている彼女に、それでも医者か、と怒鳴りつけることはできない。

　この医者は最善を尽くしたのだろう。

「それじゃ、ども、お世話様でした……」

　風ふう太たは何だか魂が抜けたみたいになって、黄き梨り花かをおぶって暗い廊下を歩いた。

　寒気がするほど、軽い。

　女の子の身体からだはふんわり柔らかなはずだったが、黄梨花は肉がほとんどなく骨張っていて、屍し体たいみたいだった。
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　車まで黄梨花を運び、後部座席に乗せて、熱帯夜のなか風太は我にかえる。

（って……どうすりゃいいんだ、俺おれ、カミナリさんの家とか知らないし。とりあえず、学校――かな？　先生とかに、指示をもらって……いや、それよりも保健室か？）

「そういや、アオイ先生の電話番号――あっ、登録してる！　俺ナイス！」

　映研の部長である風太は、関係者全員と連絡をとれるように、番号をひかえている。

　協力者であるアオイと『三大美少女』のそれも、きちんと入力されていた。

「とりあえず、アオイ先生に相談して……」

　その瞬間だった。

　ホラー映画みたいに、後部座席から生白い腕がのびてくる。

　思わず悲鳴をあげて、風太は携帯電話を取り落とした。

「か、カミナリさん？　目が覚めたのか？」

「風太におぶわれて、運ばれてる途中で、意識だけは戻ってたよ……」

　小声でつぶやいて、黄梨花はそのまま、座席越しに風太を抱くような姿勢になる。

　黄梨花に押さえつけられているし、視界が遮られていて、彼女の表情はわからない。

「ごめん、風太……迷惑かけて。だけど、わ、私――他ほかに頼れるひと、いなくて。みんな、私を怖がって、嫌ってるし。風太だって、そうかもしれないけど……でも」

「お、おい。落ちつけ、わけがわからん……お、電話だ」

　携帯電話が、着信を知らせて明滅している。

　黄梨花の弱々しい拘束をほどいて、足下に落下したそれを拾いあげると、『吟ぎん』と名前が表示されていた。

「すまん、カミナリさん――吟から電話だ」

『妹』の名前に、すこしだけ気持ちが落ちついて、風太は微笑ほほえむ。

「心配性なんだよなぁ、あいつ……ってか、疑うたぐりぶかいのか。俺がちょっと帰り遅くなると、すぐ電話してきやがる。『夏学』の間はいっしょに寝泊まりしてるわけじゃねぇんだし、『妹』だからって俺を束縛しすぎじゃね？　俺みたいなくだらねぇ『兄』のことなんて、放ほうっておいてほしいって――」

　瞬間だった。

「やだぁ！」

　黄き梨り花かが全体重をかけて抱きついてきた。

　運転席と助手席の隙すき間まから、身体からだを滑りこませて、風ふう太たの腕に縋すがりついてくる。

　そのまま彼女は唖あ然ぜんとする風太を、涙の浮かんだ双そう眸ぼうで見み据すえた。

「嫌だ、嫌だ。風太ぁっ……『兄』なんかにならないで、『兄』なんかに価値ないよ――お願い、いまだけはぜんぶ忘れて。『兄妹きようだい』とか、恋をすれば死んじゃうとか、ぜんぶ忘れて……お願い、お願い！」

　そして、噛かみつかれるみたいなキスをした。

　風太の手のなかで、『吟ぎん』と表示された携帯電話が、虚むなしく鳴いている。



    

  
    
      
08　テーマパーク





　それから――。

『人魚島』からの迎えの車に乗りこんだみかんを見送ったあと、むやみに外泊してみんなに心配をかけても仕方ないからと、陀だ衣いたちは学校へと帰った。

　映研のみんなや遊ゆう菊ぎくたちは陀衣たちを捜し回って右往左往していたらしく、えらく怒られたが、夜も遅かったのでそのまま解散となった。
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　そして、翌日。

　アオイ先生に『恋の病』について相談をする、と決めたあひるに付き添うため、陀衣は午前中の授業を終えて昼食をとると、待ちあわせ場所へと向かっていた。

（けれど……）

　いまだ操作に慣れない携帯電話をぎこちなく扱いながら、陀衣は首を傾かしげる。

（茜あかね子こさん――どうしたのでしょう。いつもは、いっしょにお昼ご飯を食べるのに。今日にかぎって『外で食べてくるから』って……）

　どうも、茜あかね子こは昨日いちど、行方ゆくえ不明になっていたらしい。

　どこへ行って、誰だれと会って、何をしていたのか――陀だ衣いにはさっぱりわからない。

　いちおうメールで連絡はつくのだが、『ちょっと忙しくてしばらく会えない。映研にも顔をだせない』の一点張りである。

　学年がちがうので、授業中に遭遇することもないし――『夏学』の期間中は、自宅に帰れば会えるわけでもない。かんぜんに離ればなれである。

（まぁ、メールがくるということは……怪け我がをして動けない、とかではないでしょうけど――あとで茜子さんと同じクラスの吟ぎんさんに、どんな様子だったか尋ねてみましょうか）

　そう決めて、陀衣はとりあえず茜子についての思考を棚上げする。

　茜子は気まぐれで我わが儘ままで、けれど、ほんとにちいさなころ家出騒ぎを起こしてからは――あまり陀衣に心配をかけたりしない、良い子になった。

　だから信頼していた。

　楽観ともいえる。

　自分がべったり見守っていなくても、茜子はだいじょうぶ。

　あまり過保護なのも、おおきなお世話だろう。

　茜子は、もう自分では何もできないちいさな子供ではない。

　いっしょに寝るのも恥ずかしがるような、お年とし頃ごろの女の子なのだ。

（もちろん、何か悩んでいて、相談してくれたら――全力で手助けはしますけど）

　茜子ははっきり意思表示ができる子だ、困っていたなら態度や声で示すはずだ。

　陀衣はそう考えていた。

　茜子が悩みを自分に打ち明けてくれないなんてこと、想像もできなかった。

（いまは、あひるさんのことに集中しましょう……）

　夏の輝きが満ちあふれる閏うるう高校の廊下で、陀衣はあひるを待つ。

　映研が活動している視聴覚室からほど近い、保健室のすぐそばにある自動販売機などが置かれた休憩スポットである。

　外で活動している運動部などが一休みにきていて、けっこうな人手だった。

　むっとする蒸し暑さと青春の熱気が、陀衣を包む。

　ちょこんと腰かけて「陀衣きゅん、これ飲んで、飲んで♪」「ずるーいっ、あ、これ食べて♪」となんか飲み物や食べ物をお供えされていたら、あひるがきた。

「ごめん、お待たせ」

　アオイに『恋の病』について相談するために、病院の検査結果などが書かれた書類をひとそろえ、自宅から持ってきたのだという（昨日はばたばたしていたので、そこまで思い至らなかった）。

　そうして自宅に向かったあひるの代わりに、陀衣は彼女のぶんまで映研に『今日は参加できないかもしれません』と報告しつつ、昨日、行方をくらませたことについての説明と謝罪を請けおっていた。

　なぜか映研にはボスであるところの風ふう太たと黄き梨り花かがおらず、吟ぎんも不在で、部外者のくせに親玉みたいな顔をしている遊ゆう菊ぎくに一方的にお説教されるだけだった。

　映研部員も黄梨花たちがいないので、戸惑っているようだった。

　風太たちからは『しばらく休む』と一方的に連絡がきたようだが。

（なんだか、みんな、ばらばらな感じですね……）

　誰だれもが隠し事をして、見えないところに遠ざかって、まとまらない。

　こんなことで、ほんとうに映画はちゃんと完成するのだろうか。

　夏は、もう終わろうとしているのに。

「白しら鳥とりくん、ぎゅう……☆」

　黙考していると、あひるが恥も外聞もなく抱きついてきた。

　驚いて、陀だ衣いはわたわたと両手を動かした。

「あ、あひるさん？　どうしました？　あのう、みなさん見てますから……」

「だって白鳥くん、なんだか元気なかったから――」

　あひるは陀衣を自分の胸元に押しつけ、満足げだった。

　どうもしばらく離れていた反動か、甘えたさんと化しているようだった。

「えぇっと、迷惑だった？　暑苦しい？」

（ていうか、は、恥ずかしいです……）

　けれど、いちど拒絶してあひるを傷つけた手前、陀衣は彼女に厳しくできない。

　それに――。

「迷惑では、ないです。あひるさんに抱きしめられるの、好きです」

　本心だった。

　両親が亡くなって、茜あかね子こをずっと引っぱって、守ってるつもりで――。

　敬語と笑顔で世間を渡り歩いて、けれど、陀衣はずっと不安だった。

　包みこみ、慈しんでくれる、優しい庇ひ護ご者しやを求めていた。

「あひるさんは、あったかくて、やわらかくて――お母さんみたいです」

「また、そういう……『お母さんみたい』って、褒ほめ言葉じゃないんだけどなぁ。おばさんくさいって言われてるみたいで。でも、白鳥くんが、そういうの好きなら……」

　さらに強く、抱きよせられた。

　視界のすべてが、あひるに染まる。

「ま、ママって呼んでも、いいのよ？」

「え？　べつに、そんな、えっと……、ママ？」

「なぁに、陀衣きゅん？」

「ママ～☆」

「陀衣きゅん～☆☆」

　いちゃいちゃしている場合ではなかった。

　周りから微笑ほほえましそうな、というか可哀かわい想そうな生き物を見る目で見られているので、陀衣はあひると抱きあってくるくる廻まわるのをやめると、こほんと咳せき払ばらい。

「ともかく、保健室へ向かいましょう。先ほど視聴覚室で映研部員の皆さんに聞いた話ですと、アオイ先生は定期的に映研の様子を見にくる以外は、保健室での業務を優先しているそうです。だから、そちらにいると思います」

「わかった、じゃ、行きましょ」

　当たり前のように手を繋つないで、あひるは跳ねるように歩いていく。

　黄金色の翼が、活いき活きと舞っていた。

　あまりにもそれが綺き麗れいで、何もかもが解決して、幸せになれるのだと錯覚しそうになって――陀だ衣いは、切なくなった。

　死の病魔に蝕むしばまれているとは、とても思えないほど、あひるはうつくしかった。

　うつくしすぎて、かんたんに、消えてなくなりそうだった。

　しゃぼん玉みたいに。

「ちょっと、緊張してきた……」

　書類などが入っているらしい封筒を片手に、あひるが保健室の扉の前に立つ。

　室内は冷房がきいているのか、足下から凍るような空気が這はいあがってくる。

「だいじょうぶです、あひるさん。ぼくが――ついてますから」

　何の気休めにもならないかもしれないが、陀衣には、他ほかに言えることがなかった。

　あひるは頷うなずくと、扉をノックし、よくとおる声で呼びかける。

「二年三組の、金かね城しろあひると、白しら鳥とり陀衣です。獅し子し座ざアオイ先生に用事があってお伺いしました――先生、ご在室でしょうか？」

「はぁい」

　あっさりと返事があった。

「あたしに何か用事かしら？　金城あひるちゃんに、白鳥陀衣くん？　ちょうどよかった――あなたたちとは、お話したいことがあったのよ」



＃　＃　＃



　保健室の奥に置かれた、ふんわりとしたソファに腰かける。

　湯気をあげる珈琲コーヒーが置かれた机を挟んで、あひると陀衣はとなりあわせで、正面のアオイと向きあっている。

　外からは蝉せみの音と、野球部のものらしい元気な掛け声。

「ふぅん……」

　あひるたちがアオイを訪ねた理由を語ると、彼女は興味深そうに頷いた。

　能面みたいにずっと笑顔なので、その内心は窺うかがい知れない。

　驚いたことに、アオイはあひるが『恋の病』であることを、すでに知っていたらしい。

「狭い業界だからね、そういう情報はわりとかんたんに出回るのよ。この学校にいる『恋の病』の患者はみんな把握してるわ。勤め先が、わりとそういう情報を集めやすいところでね――ここに臨時講師として呼ばれる前に、ひととおり調べといたの」

　珈琲コーヒーを口に含んでから、アオイは静かに語った。

「それに、今となっては珍しい病気だしね……患者の数が、そもそも多くないし。目立つのよ、どうしても。この学校じゃあ、あたしが知ってるかぎり二人かな――とくに若い世代の『恋の病』の患者は、ほとんどいなくなってる」

「そうなんですか……」

　そんな数少ない不幸に、狙ねらい撃ちにされるなんて、あひるはなんて不運なんだろう。

　隕いん石せきにぶつかるようなものだ。

「ま、お話ぐらいは聞くわよ。それがお仕事だしね。ていうか、『恋の病』は放ほうっておいても絶対に治らないのに、なんか恥ずかしいのかしら、相談にくるひとが少なくて困りものなのよね――だから、打ち明けてくれて嬉うれしいわ、あひるちゃん。あたしのちからの及ぶかぎり、最善を尽くすわね」

「あ、ありがとうございます、アオイ先生」

　あひるは安あん堵どしたように、やや肩から緊張を抜いていた。

　まだ、アオイを信頼できるかはわからないが――彼女は『恋の病』に真ま面じ目めに向きあっているのだと、それだけは実感できた。

「えぇっと、だけど……あなたは？」

「あ、ぼくは、あひるさんの付き添いです」

　不思議そうにアオイに見つめられて、陀だ衣いはちいさく手を挙げた。

「お邪魔でなければ、ご一緒したいのですが」

「いや、構わないわよ。むしろ、あなたにも話を聞きたいし。あなた、あひるちゃんの『恋人』なんでしょう？　あぁ、有名人だしね――学校内では、あなたがた。そのぐらいは、調べなくてもわかるのよ？」

　陀衣が何か言う前に、アオイは話を進めてしまう。

「そっかぁ、責任とか感じちゃうわよね――彼氏としては。彼女が『恋の病』で苦しんでるなんてさ。寄り添っていてもつらいだけ、自分のせいで愛いとしい相手が死に向かっていく……かといって、遠ざけるのは愚かなことだしね」

「と、遠ざけるのは、やっぱり愚かですか？」

「あら、その口ぶりだと、あひるちゃんと距離をとろうとでもしたのかな――でもね、陀衣くん。それは、いちばんやっちゃいけないことよ。駄目駄目」

「駄目駄目、ですか……」

「うん。あなたはもう気づいてるみたいだけど、それって、自分が傷つきたくないからって安全地帯に逃げこむ、卑ひ怯きよう者もののやりくちなのよね。恋人なら、『恋の病』って強敵を相手にして、ともに戦うぐらいの根性を見せなきゃ」

　そのとおりだった。

　項うな垂だれる陀だ衣いに、アオイは変わらぬ笑みをみせる。

「ふたりがちからをあわせて、愛のちからですべて解決――なぁんて、ノンフィクションなこの現実じゃそう巧うまくはいかないけど、見殺しにするよりずっといい。距離をとったら、さらに寂しさから恋心は加速するだけ……つまり、死を早めるだけだからね」

「はい、わかってます。二度と、あひるさんから離れません」

　陀衣が宣言すると、アオイは自分の胸元に手を当てる。

「もちろん、あたしも手助けするから。入れこみすぎて、思いつめて、世を儚はかなんで駆け落ち――とかは、やめてね。けっこう多いから、そういうの」

　陀衣は、みかんのことを思いだす。

　そうだ、ふたりで手をとって逃げても、どうにもならないのだ。

「最後まで治療を諦あきらめずに、がんばっていきましょう。よろしく、ふたりとも」

　アオイが微笑ほほえみ、あひるが提出した封筒を開き、中身を確認していく。

「とはいえ、あひるちゃんはすでにお医者さんのお世話になってるのよね？」

「はい、近所の、総合病院の……」

「あぁ――」

　何か変なものでも食べたみたいな表情になって、アオイは唇を尖とがらせる。

「そっか、専属のお医者さんがいるなら、そっちを優先するのが義理だけどね。まぁ、ふつうの病院なんか、『恋の病』に対しては手も足もでないだろうけど……。無理やり横やりをいれて奪っちゃうのもなぁ。でも、昨日の対応を見るかぎり、あんな病院じゃあ、満足な治療は――」

「あの、アオイ先生？」

　あひるが声をかけると、ぶつぶつ言っていたアオイは顔をあげる。

「あら、ごめんなさい。こっちの話よ――でもまぁ、インフォームド・コンセントよね。いろんなお医者さんの意見を聞いて、いちばん自分にあった治療法を選ぶのが患者の権利よ。そういう意味では、あたしを頼ってくれたあひるちゃんは正解だと思うわ」

　自信ありげに、彼女は穏やかな笑みを浮かべる。

「ほとんどの病院は、『恋の病』には苦汁をのまされてる。どこの病院も『恋の病』には全敗で、預かった患者をみんな死なせてるの。だから、医者は『恋の病』の患者を嫌がる。あひるちゃんも、そんな感じしなかった？　対応が悪かったりとか……」

「えっ…っと。まぁ、なんだか『どうせ、何をやっても無駄でしょ』みたいな投げやりな感じはしましたけど――いちおう、お薬とかはくれましたし」

「うん、薬の処方とかを見るかぎり、良い病院に当たったと思うわ。なかには『どうせ治らないから』って、高額なくせに無意味なお薬をたくさん処方してボロ儲もうけ……みたいなところもあるから。ただ、わかってると思うけど、ふつうの病院で処方されるお薬では現状維持以上のことはできない。時間稼ぎにしかならないの」

　そうだ。

『恋の病』の治療法は、公式には確認されていない。

　何をしようが無駄。

　医学はすでに敗北し、白旗をあげている。

　ふつうの病院の、ふつうの治療では、どうにもならない。

「だから、あたしを頼ったのは正解だって言ったの。あたし、これでも専門家だからね――『恋の病』の。その場しのぎじゃない、『恋の病』を治療する有効な方法も、いくつか知ってる……あぁでも、『人魚の肉』はだめなのよね？」

　書類を確認しながら、アオイが口にした言葉に、あひるは背筋を震わせる。

　青ざめるあひるに、アオイは苦笑した。

「そんなに驚かないで。狭い業界なのよ、噂うわさぐらいは聞こえてくるって。『人魚島』のほうは、こないだの騒ぎのせいでばたばたしてるみたいよ。もともと限界だったみたいだし、おおきな方向転換を迫られてる――『人魚島』そのものが、なくなっちゃうかもね」

　みかんも、そんな『人魚島』の現状の隙すきをついて、外出許可をゲットしたのだろうか。

『人魚島』は、みかんを気にするどころじゃないのかもしれない。

　違法の薬品を処方し、患者を閉じこめる。

　もともと無理のある治療施設なのだ、いつかは破は綻たんするのは目に見えていたが――自分たちがその引き金をひいたのかと思うと、やや申し訳ない。

「あひるちゃんには、『人魚の肉』が処方されたはずだけど……様子を見るかぎり、服用してはいないわね？」

「あ、はい。置いたままです」

「人格の全否定だもんね、そりゃ嫌よね――あの特効薬がいちばん有効で、かんたんなんだけど……それなら、『ハッピーエンド』か、『テーマパーク』しかないか。でも『ハッピーエンド』は時間とお金がかかるのよね。あひるちゃん、お金はだせる？」

「えっ……と」

　あひるはすこし考えこんで、ちからなく首をふった。

「実家は、わりとお金持ちなんですが。あたし、家出してるから――たぶん両親は、あたしのためにはお金をつかってくれないと思います」

「そっか。どれだけ生きられるかわからない『恋の病』の患者だし、出世払いに期待するのは難しいしね――『ハッピーエンド』は無理かな」

「あの、お金なら、ぼくが」

　陀だ衣いの台詞せりふを、あひるが遮る。

「ううん、白しら鳥とりくんに、大金を払わせるわけにはいかない。それはなんだか、ちがう気がするの……お金のため、って要素が入ったら、なんだか汚れちゃう気がする――」

「それじゃ、『テーマパーク』しかないかな」

　ふたりの会話を聞きながら、アオイが結論をくだした。

「『人魚の肉』があるなら、かなり、やりやすいし――好都合かも。あひるちゃん、『人魚の肉』は処分はしてないのよね？」

「あ、はい。いちおう保存してますけど……あれ、飲まなくちゃいけないんですか？」

「ほんのちょっと、必要なのよ。ていうか、あれば楽っていうか――べつに、なくても『テーマパーク』の実施はできるから。安心して、人格の全否定なんてことはしないから」

「アオイ先生は、その『テーマパーク』っていう治療法の権威……なんですよね？」

　みかんから聞いた情報を、あひるは口にしている。

　アオイは目を丸くした。

「あら、あたしも有名になったものね。権威ってほどじゃないけど――そうね、あひるさんの主治医さんの許可さえもらえたら、いつでも、あたしが治療法『テーマパーク』を施してあげる。この治療法については、あたしが世界一なのよ」

　自信満々だった。

「まだ公式には認められていない治療法だから、不安かもしれないし、いろいろ手続きとか面倒だけど――とても画期的で、有効なものよ。かくいうあたしも、かつては『恋の病』だったけれど……『テーマパーク』のおかげで、今日まで生き延びられている」

「アオイ先生も、『恋の病』だったんですか？」

　思わず、陀だ衣いはアオイをまじまじと見つめてしまった。

　彼女は見たところ健康的で、溌はつ剌らつとしている。

　とても死病に冒されているとは思えない。

「うん。っていうか完治はしてないから、『だった』って過去形じゃないけどね。だからこそ、あひるちゃんの絶望もよくわかる。恋か命か選べだなんて、ふざけた天てん秤びんよね？　だけど、あたしがその選択肢をぶち壊して、どっちも奪われないようにしてあげる」

　力強く、アオイは断言した。

「あたしは、あなたたちと同じ高校生のころに『恋の病』の発作がおきたけれど――治療法『テーマパーク』によっていまだ死ぬことなく、生き延びられているわ」

　つまり、アオイは年齢がわかりにくいが――二十代だろうから、数年から、十年ほどは延命できているということだ。

　俄が然ぜん、希望の芽がでてきた。

「ま、特効薬じゃなく、これは治療法……気長に準備して実行して、生活のなかに組みこんでいく、根気のいる作業だわ。ゲームみたいにピロリロリン♪　って速効で回復はしないけど、けっして無駄にならないことを、あたしが保証してあげる」

「い、生きていられるなら、あたし、何だってします」

　思いつめたようなあひるの言葉に、アオイは満足そうに頷うなずいた。

「偉いわ、あひるちゃん。その気持ちがたいせつなのよ……。それじゃ、前向きに検討していきましょうか。とりあえず、この書類にサインしてくれる？」

　彼女は当たり前のように、どこからかクリップボードを取りだした。

　思わず身構えるあひるに、アオイはひらひら手をふった。

「あぁ、安心しなさい。未成年者の契約は無効になるから、これは、あれよ――かたちだけよ。こういう書類をつくっておかないと、何事も動かせないのよね、大人おとなの社会ってやつは。ちょっと面倒だろうけど、いちおうサインだけ……ね？」

　いいのだろうか。

「あの、あたし――すぐには、ちょっと」

「ま、それは持って帰って、ゆっくり検討してくれればいいわ」

　あひるの頑かたくなな態度に――アオイは苦笑する。

『人魚の肉』で痛烈に希望を踏みつけにされたあひるは、簡単にはサインしないだろう。

　まだ『テーマパーク』の詳細もわからないのだ。

「とりあえず、サインしてくれるのを前提として、治療法『テーマパーク』の準備ぐらいはしていきましょう――いつでも、本格的に始められるように。いつ死んじゃうかもわからないんだから、いま、できることはぜんぶしておくべきだし」

　アオイはさっさと話を進めてしまう。

「あたしは『夏学』が終わったら勤務先に帰らなくちゃいけないから、九月からは、あひるちゃんに通院してもらうことになるけど……だいじょうぶ？」

「あ、はい。お姉ちゃんに頼めば、車ぐらいはだしてくれると思いますけど――アオイ先生の勤務先って、どこらへんにあるんですか？」

「わりと近所よ、車があるなら問題ないわ」

　アオイは溜ため息いきをついた。

「あたしが往診できればいいんだけどね。あたしの立場もびみょうでね――『恋の病』が完治したわけじゃないから、まだ患者でもあるのよ、あたし。だから自由な行動がとりにくくてね。この学校に臨時講師としてくるのにも、ちょっと苦労しちゃった」

　そんな大変な思いをしてまで、どうしてアオイはこの学校にきたのだろうか。

　すこし疑問に思った陀だ衣いだが、尋ねる暇もなく。

「まぁいいわ……あひるちゃん、今日はこれから時間ある？　書類を見ただけじゃ不安だから、いろいろ検査とかさせてもらっていい？」

「あ、はい。だいじょうぶです。あの、お金とかは……」

「いいのいいの、そのぐらいはサービスしとくから。あぁ、陀衣くんも少しいい？　問診っていうか、聞き取り調査をちょっとしたいの……えぇっと、待ってね」

　ノートパソコンを取りだすと、膝ひざの上に置いて、アオイは何やらいじくりだす。

「ほら、『恋の病』だから、恋人との関係とか距離感とか、そういうのが症状に影響を及ぼすことが多いのね。『病』の進行速度とかも、けっこう違ってくるし……だから、恥ずかしいかもしれないけど、質問には正直に答えて。興味本位で尋ねてるんじゃなくて、これも治療の一環だから」

　パソコン画面に何かを表示させて、アオイがこちらに向き直ってくる。

「えぇっと、そうね……」

　そして当たり前のように。



「一週間に何回ぐらい、性行為をするのかな？」



　ずっこけそうになった。

「し、し、しません！」「したことないです！」

　あひると陀だ衣いが同時に叫んだので、アオイはびっくりしている。

「あらら、そうなの……？　ごめんなさいね、最近の若い子は恋愛に興味津々って話だったから――それじゃ、そういうことをする予定はあるのかな？」

「い、今のところは……昨日は、ちょっと危なかったけど」

「昨日ですか？」

　真っ赤になっているあひると、きょとんとする陀衣である。

　その様子を観察し、「ふむふむ……」とアオイは何やらパソコンに打ちこんでいる。

　それからも、ぎりぎりの質問がふたりを待っていた。

　治療の一環と前置きされていなければ、照れて何も答えられなかったにちがいない。

　ふたりの馴なれ初そめとか、どっちから告白したのだとか、そのときの言葉だとか、相手のどんな部分が好きかとか、どこに性的な興奮がどうとか……三十分ぐらい質問漬づけにされて、陀衣もあひるもぐでぐでになった。

『あなたのことが嫌いだから』という言葉から始まった、ふしぎな『恋人』関係に、アオイは戸惑っているようだったが――余計な感想は口にせず、質問をつづける。

「性行為はしてないなら、どこまで進んでるのかな……えぇっと、キスはある？」

「あ、はい」

　茹ゆでたみたいになってる陀衣が、律儀に答えた。

「何回ぐらい？」

「えっと……二回、じゃなくて」

　あひるが指折り数えている。

「初めてが、あの、図書館の準備室でだけど――あのとき、二回したのよね。それから、昨日、音楽室で……だから、三回？」

「あの、すみません」

　陀衣が、ちいさく手を挙げた。

「四回、です……」

　耳まで紅こう潮ちようさせて、ずっと黙っていたことを告白した。

「に、『人魚島』で、眠ってしまったあひるさんに――ぼく、キスしちゃったんです……我慢できなくて――ごめん、なさい……」

「し、白しら鳥とりくん……」

　あひるは自分のくちびるを指で押さえて、目をぐるぐるさせていた。

「あらら、意外と男の子なのね」

　熱っぽい雰囲気のなか、アオイが平然として、ようやく羞しゆう恥ちプレイをやめてくれる。

「うん、だいたいわかったわ」

　てきぱきと、手際よく。

「それじゃ、つぎは身体的な検査をしましょっか――ただ、ここは学校だし、検査するための機材がないのよね。せっかくだし、あたしの勤め先にでも案内しようかしら。車はあたしがだすから……」

「あ、はい。お願いします……」

　打ち明けられた事実にぐらぐらして、まともに判断できないあひるが頷うなずいた。

　ちょっと心配だったので、陀だ衣いが申しでてみる。

「あの、ぼくも付き添っていいですか？」

「あら？」

　意外そうに、アオイが目を丸くする。

「でも、けっこう時間がかかるわよ？　下手すれば、夜通しになるし……うちの勤め先って、ひとの出入りにかなり神経質だから――それよりも、映研のほうのお手伝いをしてあげてくれる？　何だか人数が足りないみたいで、困ってるみたいだし」

「え？　あぁ、そうですね……」

　やんわりと『お呼びでない』と釘くぎを刺されているような。



    

  
    
      



    

  
    
      　陀だ衣いは怯ひるみながらも、あひるに問いかける。

「あの、ほんとうに、だいじょうぶですか？　ぼく、何もできませんけど――あひるさんから離れないって、決めたので。そばにいたいんですけど」

「陀衣くん」

　アオイが顔を近づけてきて、笑顔のまま、有無を言わせず告げてきた。

「気持ちはわかるけど、あたしに任せてもらえると嬉うれしいな。こっからは、『恋人』じゃなく、『お医者さん』の領分よ。あなたは、待っててくれればいいの。そして、病気が治ったあひるちゃんを、笑顔で迎えるの。……ね、すてきでしょ？」

　他人の悪意を見透かせない陀衣は、その言葉に頷うなずいて――。

　あひるをアオイに任せてしまったことを、ずっと後悔することになる。
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　追いだされるみたいに、保健室からひとり退出させられて。

　しばし、陀衣は得体のしれない寒気に襲われていた。

　アオイは最後の希望だし、彼女の態度にも言葉にも、不穏なところはなかった。

　信頼できると思う――けれど。

（何か、嫌な感じです……）

　こんな、かんたんでいいのだろうか。

　拍子抜けするほどに、呆あつ気けない。

　否、現実なんてそんなものなのかもしれないが――どこかに落とし穴があるような気がしてならない。

　杞き憂ゆうなら、いいのだが……。

（わっ）

　ぽつねんと、廊下に立ちつくしていたら、ポケットのなかで携帯電話が震えた。

　驚いて画面を見ると、意外なことに、『吟ぎんさん』とあった。

（登録してましたっけ……あ、そうです。ふたりでバイトを捜してるときに、連絡をとりあうために、お互いの番号とメールアドレスを――バイト？　あっ、しまった！）

　今日はバイトの日だったのだ。

　午後から例の可愛かわいい店で、吟とふたりでお仕事をする予定だった。

　時計を見ると、かなり盛大に遅刻だった。

　あひるのことで思考が占められていて、かんぜんに忘れていた。

「もしもし、吟さんですか？　すみません！」

　通話ボタンを押して、陀衣は泣きそうになって平謝りする。

「バイトのこと、すっかり忘れてました……心配かけてごめんなさい、今から向かいますので――あ、あれ、吟さん？」

『…………』

　何の反応もない。

　不安になって、陀だ衣いは言葉を重ねる。

「あの、怒ってますか？　っていうか――吟ぎんさん、ですよね……？」

『いや、何でもない』

　ようやく聞き覚えのある、吟の平静な声が響いて、陀衣はすこし安あん堵どしたが。

　ちくりと、違和感が芽生える。

『べつに、誰だれも怒っていない。今日は、あまり客もいないようだし。遅刻したぶん、残業でもしてくれたらいいと、店長さんは言っていたぞ。うむ、それだけ伝えておきたかったのだ。それだけだ……うむ、では、切るぞ』

「あの、吟さん」

　勘違いであればいい。

「もしかして、泣いてませんか？」

『……む？　そう思うか？　わたしは、いつもどおりだが？』

「ううん、声が震えてます。吟さん、嘘うそが苦手ですよね。あのう」

　陀衣は、なんだか壊れてしまいそうな吟に、そっと告げる。

「ほんとは、何か相談があって、お電話してくれたのでは？　あの、吟さん、すぐに無理をするから――心配です。今、お店ですか？　すぐ行きますから、待っててください。何があったかわかりませんが、ぼくでよければ相談に……」

『……どうしてだ？』

　感情のまったくない声で、吟は、独り言みたいにつぶやいた。

『茜あかね子この気持ちは、ちっとも察してやれないくせに、どうして――わたしの嘘なんか、見抜くのだ……？　ちがうだろう、優先順位が。「兄妹きようだい」だからか？　何をしても、どれだけぞんざいに扱っても、「妹」は自分のことを嫌いになんてならないって……過信してるのか、おまえらは？』

　あきらかに、吟は様子がおかしかった。

『そんなのが、甘えて、腐ったような関係が「兄妹」なら、わたしは――』

「……すぐ行きますから、そこを動かないでください」

　陀衣は吟とちいさく会話をつづけながら、全速力で廊下を駆ける。

　真まっ直すぐに走っているつもりなのに、何もかもが、ぐにゃぐにゃと歪ゆがんでいる……。



    

  
    
      
09　わたしはロボット





　炉ろ端ばた吟ぎんはずっと待っていた。

　ちいさなころから何事にも不器用で、自分で何かをするよりも、どんなことでも上手にできる『兄』にお任せしたほうが楽ちんで、だから吟は自分からは何もしない引っ込み思案な女の子になった。

　自分がやると失敗する。

　迂う闊かつなことをして、ものを落として壊したり失なくしたりして、いつも怒られる。

　実際は、必ずしもそんなことないのだろうけど――何度もうっかりミスをして、そのたびに『兄』にフォローされて、迷惑をかけて、吟は理解したのだ。

　できることは何もない。

『兄』にいらない手間をかけさせるぐらいなら、おとなしくしておこう。

　それが、良い子になるということだと、勘違いしたまま育った。

『兄』は優しかった。

　吟のしたいこと、求めていることを素早く察して、やってくれる。

　面倒なことはすべて引き受けて、道を切り開き、手を引っぱって導いてくれる。

『兄』の背中ばかりを、ずっと見ていた。

　それで間違いがなかった。

　すくなくとも安楽で、満たされていた。

『兄』がそっぽを向いた両親に褒ほめられるために、吟の世話を焼いているのだと――良い子のふりを、『兄』もしているのだと、理解はしていたけど。

　仮かり初そめでも、何でもよかった、『兄』は優しかったから。

『兄』が褒められ、両親や知らない大人おとなに頭を撫なでられていると、吟も誇らしかった。

　明るく誰だれにでも好かれる『兄』の後ろに隠れて、はにかんで、『兄』の付属品みたいな顔をして、どこにでも「兄さん、兄さん」となついて、ついていった。

　そのころから――吟は、ちっとも成長していない。

　いつしか『兄』は自分のそばからいなくなって、遠くて高いところにいる両親のそばに行くために、お勉強ばかりするようになって。

　吟の顔を見なくなり、お喋しやべりをしてくれなくなり、鬱うつ陶とうしがるようになった。

　吟は『兄』の邪魔をしたくなかったから、身の回りのことは自分で片付けることにした。

『兄』は吟が手のかからない『妹』になったと誤解して、ますます放ほうっておいて、自分のことに集中した。

　けれど、吟はちっとも変わっていなかった。

　ただ良い子にして、おとなしく待っていたら――。

『兄』に余裕ができて、時間ができれば――。

　吟ぎんにかまってくれる。

　相手をして、お世話をして、笑顔をくれる。

　それを信じていた。

　邪魔にも重荷にもならなければ、『兄』はまた自分を見てくれるって。

　けれど『兄』は学校へ、塾へ、習い事へと、ひたすら忙殺されて――両親のお手伝いをするために、彼らの仕事場で寝泊まりすることも増えて、吟は取り残された。

　それでも愚直に信じていた。

　今だけだ、忙しいから、今はしょうがないのだ。

　忘れ去られたわけではないと。

　手がかかる面倒な『妹』が、うざったくなって、放ほうり捨てたのだと。

　そんなことは疑いもせずに、吟はじっと良い子にしていた。

　――冷蔵庫。電子レンジ。エアコン。カラーＴＶ。

　広い屋敷の隅っこに、家具みたいに、吟はずっと放置されていた。

　――パソコン。食洗機。ファンヒーター。洗濯機。

　意志をもたない人形みたいに、ひたすら『兄』を待っていた。

　周りに並んだ電化製品の仲間入りをして、ただ埃ほこりを積もらせて。

　幼かった吟は、電源をいれてくれるのを、待ちくたびれているロボットみたいだった。



＃　＃　＃



　ずっと待っていても、『兄』が帰ってこないことを、受けいれるのに数年かかった。

　ならば追いつけばいいと、目を悪くするまで勉強して。

　あちこち捜し回るようにして、ようやく見つけた『兄』は、様変わりしていた。

　同じ高校にどうにか入学して、両親の仕事からかんぜんに手をひいた『兄』とは自宅で顔をあわせることも増えて――ようやく、いっしょに暮らせるようになったのに。

　吟は型遅れの家電のように、風ふう太たにはどう扱っていいかわからないみたいで、彼のために用意した機能は何ひとつ利用されず、心の距離は縮まらなかった。

　吟はずっと『兄』のことを待っていたのに。

『兄』は自分を忘れていたのだと、吟は、思いしった。

（裏切られたとは、思わない。わたしが、勝手に兄さんを待っていただけだ。自分で考えることをせず、兄さんに甘えて、依存して、昔のように世話をやいてもらえるのを期待していただけだ。そんなわたしが重荷で、遠ざかった兄さんは、責められない）

　吟はぐるぐると思考を渦巻かせている。

（当然だ――『兄妹きようだい』だから、『家族』で『恋人』だからって、ぜったいに帰ってきてくれると。待っていれば戻ってきてくれると、信じていたわたしが幼く愚かだった）

　町の片隅にある、可愛かわいい店である。

　午後からバイトに入り、細々とした雑用をこなしていた吟ぎんだが、いつもの半分も上手にできず、失敗を繰りかえし――「ちょっと休憩してきなさい」と柔らかめの戦力外通告をされた。

　閏うるう高校の制服姿で、お店の裏口に座りこみ、風の音を聞いている。

　手には携帯電話。

（わたしは、何をやっているのだろう）

　独りぼっちで、直射日光に灼やかれている。

（自分から行動するのが、苦手だ。何をしても失敗するって、信じこんでいる。石橋を叩たたいて、でも渡る勇気がなくて、右往左往――馬ば鹿かみたいだ、いつも。思い悩んで、うじうじして、状況が変わるのを待って。他ほかのひとに頼って、甘えている）

　わかっているけど、どうしようもなかった。

　傾いたまま育った植物は、斜めに伸びて頭の重みに垂れさがって、踏みつぶされる。

（茜あかね子こが羨うらやましい。あのこみたいに、自分の感情に正直に、奔ほん放ぽうに生きていたい。動き回るぶん、傷つくことも多いのだろうけど……何もしないまま、自己嫌悪のなかで、かってに朽くちていくわたしより、ずっといい）

　茜子に会いたかった。

　だけど彼女は姿をくらましたまま、行方ゆくえがわからない。

　いちおう『心配しないで』とメールは届いたが、詳しいことを何も教えてくれない。

　たぶん茜子は吟に心配をかけたくなかったのだろうけど、見放されたみたいで、役立たずって言われたみたいで――吟は寂しい。

（わたしが泣きながら、悩みを告白したとき、茜子はいっしょに泣いてくれた。ほんとに嬉うれしかった……それだけで、救われた。なのに、わたしはあのこのために何もできていない。わかってるのに、羨んで、いじけてるだけで、また何もしていない）

　茜子は陀だ衣いと喧けん嘩かでもしたみたいだ。

　メールでも、『にいちゃんとはしばらく距離を置くから』と、いつもの茜子からは信じがたいことを書いていた。

　陀衣から離れると死んじゃいそうなのが、茜子だったのに。

（けど、茜子――だめなのだ、離れても。傷つかないように遠ざかって、状況が変わるのを待っていても、すべては腐っていくだけなのだ）

　それを伝えなくてはいけないのに。

「ふ、ふぇえ……ん」

　吟は眼鏡めがねを外すと――顔を覆って、啜すすり泣いた。

　涙を流す家電ロボツトなんて、気持ち悪いだろうけど、他の機能がなかった。

　だから不良品で、故障してるから、捨てられるべきなのか。

「――吟さんっ！」

　おおきな声に驚いて顔をあげると、陀衣が立っていた。

　ほんとに、くるとは思わなかった。

　待って待って待ちつづけて、何の意味もないのが、吟ぎんの人生だった。

　だけど、陀だ衣いはきてくれた。

「何があったんですか、吟さん」

　陀衣は地べたにためらわず膝ひざをつくと、泣きじゃくる吟の頭を抱きよせてくれる。

　日光に照らされつづけた髪の毛が、彼に温度を吸われていく。

　涙といっしょに、頭のなかを渦巻く熱が、ひいていく。

　しゃくりあげる吟に、陀衣は静かに問いかけてくれる。

「泣かないでください、吟さん。たぶん、吟さんは何も悪くないです。ううん、悪くても、ぼくが吟さんの味方ですよ」

　何事も善意で解釈するのが、いつもの陀衣だった。

「でも、泣いてくれて、すこし嬉うれしいです。吟さんはどれだけ苦しくても、痛くても、それをなかなか表にだしてくれませんから。我慢しないで、ぜんぶ吐きだしてください――ぼくは、ぜんぶ受けいれてみせます」

　吟はされるがまま、しばし抱きよせられたまま、ひたすら癒いやされていた。

　あぁまた外部から与えられるものに、恩恵を受けるだけか。
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「お兄さん……風ふう太たさんが、外泊、ですか？」

　しばらく泣いていた吟だったが、陀衣に慰められ、店内から彼がもってきた蒸しタオルで顔面を拭ぬぐわれて、赤ちゃんみたいに「よしよし」されて、ようやく落ちついた。

　そうなのだ。

　昨日、行方ゆくえ不明――というか、学校へ戻らなかった風太は、何とあの黄き梨り花かといっしょにどこかで外泊しているという。

　驚いたことに、メールが届いたのだった。

　ふたりがどこにいるのかはわからないが。おまけに、文面が……。

「こ、恋人みたいで、仲よさそうで――た、楽しそうで。しばらく、ふたりで遊びまわるって……ふ、ふたりでキスしてる、写メも、添付されてて――」

　まとまらない口調で語る吟の言葉に、陀衣もすこし動揺していた。

（そっか――『兄妹きようだい』以外の女の子と外泊するのは、やっぱり、いけないことなんですね……当たり前ですよね）

　ならば昨日は危なかったのだ。

　もしかしたら茜あかね子こが今日は顔を見せてくれないのも、あひるとふたりで行方知れずになって、それが彼女を心配させたからなのかもしれない。

　重大な裏切り――なのだろう。

　風ふう太たは日ひ頃ごろの行いが悪いので、ほんとに『妹』を忘れ去って『自由恋愛』を楽しんでもおかしくない、と疑われる土壌がある。

　おまけに、キスの写メール――。

　吟ぎんに見せてもらったが、本物のようだった。

　無理やり黄き梨り花かが風太の唇を奪っているような構図なのが、気になるが。

　吟はひどくショックを受けている。

（吟さんは、お兄さんが浮気してるかも、という『疑い』だけで泣いちゃったぐらい繊細ですからね――こんなもの見せられたら、世界が終わったみたいなものでしょうね）

　ほんとうに、無感情そうなのは表面だけで、感受性の強い女の子なのだ。

「や、やはり兄さんは、わたしなんか重荷なだけなのだ。わ、わたしには、兄さんの気持ちがわからない。兄さんの苦労も悩みも理解せず、ぼうっと待っていただけだ。おまけに足を引っぱって、後ろ髪をひいて、兄さんを無理やり戻ってこさせた……」

　吟は涙混じりに訴えた。

「兄さんは、わたしのせいで、両親のところに辿たどりつけずに――失敗して、道を踏み外した。これは、当てつけか？　こんな、他ほかの女との、見せつけられるなら……戻ってきてくれなくてよかった！　ずっと憧あこがれの、かっこいい、兄さんでいてくれたらよかった！」

　陀だ衣いは我がことのように、吟の訴えを聞いていた。

『兄』の言動は、これほどおおきく、『妹』に影響を与えるのだ。

　揺り動かし、乱れさせ、ときには壊してしまう。

　陀衣から吟へ告げられる言葉はなかった。

　陀衣は吟の『兄』ではないのだ。

　けれど――。

「嬉うれしいです、吟さん。ぼくに、正直な気持ちを吐きだしてくれて、頼ってくれて」

　愚ぐ痴ちを吐かれるだけでも、それだけ心を許されているということだ。

　この女の子を、ちょっとでも支えられているなら、本望だった。

「ぼくは、たいてい愛めでられるだけです。いちばん守りたいと思っている、茜あかね子こさんのことすら、いつも傷つけている。だけど、そんなぼくに、吟さんは電話をしてくれました。助けてなんて言われてませんけど、ぼくは、吟さんのちからになりたいです」

　素直な気持ちを語った。

　いつだって失敗してきたけど、困っているひとに手を伸ばさないのは嫌だった。

　自己満足かもしれないけど、誰だれかを救える可能性がわずかにでもあるなら。

　陀衣は尽くしたかった。

「吟さんが言ってくれたんですよね――人間は誰も、独りで生きてるわけじゃないのでしょう。苦しいなら、今みたいに頼ってくれていいんです。泣いて、愚痴って、傷つけてくれたっていい。そうでなきゃ、寂しいです」

　うまく言えなかったけれど、たいせつなことだけ、伝わってくれたらいい。

「ねぇ吟ぎんさん、強くなっていきましょう、いっしょに。成長していきましょう、不器用にでも。ぼくらはたぶん、そういうのが、性にあってると思います」

　自分とどこか似ている女の子に、陀だ衣いは心から告げる。

　吟はしばし、押し黙っていたが――やがて、涙の残った双そう眸ぼうでこちらを見てきた。

「……どうすればいい？」

　難しい問いだった。

「わたしは、どうすればいい？」

「わかりません」

　陀衣は正直に答えた。

「ぼくも、いつも悩んでます。がんばって考えて、だけど、正解だったことは少ないです。今だって、失敗してるかもしれません。だけど、蹲うずくまっていても、何も変わりませんよ」

　自分自身に言い聞かせるみたいに、陀衣は語る。

「吟さんは、何がしたいですか？　遠慮なんてしなくていいです、誰だれもあなたを縛ってはいません。自分のしたいことを、全力でやるべきです――ぼくも、お手伝いしますから」

　言えることは、これで終わりだった。

　あとは吟が決めることだ。選ぶことだ。

　命令して、無理に引きずっても、何も変わらない。

　吟の問題は、彼女自身にしか解決できないし、してはいけない。

「わた、し……は――」

　やがて吟は途切れ途切れに、冷凍されていた本音をとりだしていく。

「兄さんの、そばにいたい」

　顔を力強く拭ぬぐって、吟は真まっ直すぐに前を見た。

「この気持ちは、刷りこみかもしれない。ちいさなころに優しくしてくれた兄さんに、のめりこんでいるだけで、恋愛ですらないかもしれない。親によりかかる子供みたいな、情愛ですらない甘えかもしれない」

　ちいさく笑って、吟は途方に暮れたような表情になった。

「離ればなれの時間が長すぎて、わたしには、よくわからない。そうだな、兄さんの気持ちだけじゃない、わたしの心もわからない……。それを、確かめなくては。兄さんは挫ざ折せつして、昔よりも格好悪くてみじめで、馬ば鹿かになって――それでも、手を伸ばせば届く距離にまで、戻ってきてくれたのだから」

　吟は立ちあがる。

　もう泣いてはいなかった。

「会わねば」
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　吟ぎんの実家――広いお屋敷である。

　門の前に自転車を停とめて、陀だ衣いはぽかんと建物を見あげた。

「ふわぁ、おっきな建物ですねー……」

「我が家は金持ちらしいのだ。ていうか陀衣のおうちも、かなり立派ではないか」

「うちは両親が『恋の病』で亡くなってるので、遺産と保険金があって――」

「む。そうか、すまない。うちは両親ともに健在だが、滅めつ多たに帰ってこなくてな……」

　自転車からおりて、吟は学生鞄かばんから鍵かぎをとりだして門を開ける。

　きょろきょろしている陀衣を先導し、久方ぶりの自宅へと向かう。

「けれど、ほんとうに、我が家に『兄』がいるのだろうか……？　メールからすると、どこか遠くへふたりで旅行へ――という感じだったのだが」

「だとしたら、追いかけようがないです。行き先の見当なんてつきませんから。でも、写メを見るかぎり、お兄さんは制服のままで、雷らい門もんさんはパジャマでした」

　陀衣は静かに、推測を語る。

「そんな格好で遠出はしません。少なくとも、写メを撮ったときは近場にいたはずです。旅行に行ったというのは嘘うそというか攪かく乱らんで、実際はすぐそばで、何らかの理由で動けないのではないでしょうか。見つかるのが嫌で、吟さんの目を遠くへ向けようって……」

「よく見てるな、陀衣は」

　自宅というのは正直、盲点だった。

　しかし勝手知ったる我が家だ、着の身着のままで旅行に行ったと考えるよりは、ここに隠れひそんでいるというほうが現実的である。

　なぜ、風ふう太たと黄き梨り花かがそんなことをしているのかは、わからないが……。

　もしも彼らが望んで逢おう瀬せを楽しんでいるなら、邪魔をするのは野暮かもしれない。

　だが、吟は嫌な予感がする。

　もしかしたら事件かもしれないのだ。

「あの、吟さん。ぼく、ここで待ってましょうか？」

　屋敷の玄関扉前で、陀衣が思いもよらないことを言ってきた。

「最悪の場合、お兄さんと雷門さんの浮気現場を訪問することになります。仮にもぼくも男ですから、吟さんが男連れで現れた――となると、こじれませんか？」

「いや、すまんが、そばにいてくれ」

　吟は、必死に主張した。

「怖いのだ、なんだか、とても……ひとりでは、足がすくんでしまう」

「今日は、吟さんのいろんな表情が見れて嬉うれしいです」

　馬ば鹿かにしたふうでもなく、陀衣は無む垢くに微笑ほほえんだ。

　自分ではわからないが、陀衣には吟が表情豊かに見えているのだろうか。

　泣いたり笑ったり、できているだろうか。

　思いつつ、吟は眼鏡めがねを取りだしてかけると、意を決して扉を解錠する。

　そして、ゆっくりと開いた。

　室内は薄暗く、外の目ま映ばゆい輝きに慣れた両目はしばし焦点がぼやけて、役立たずだったが――すぐに気づいた。

「靴がありますね……」

　陀だ衣いの言葉どおりだった。

　吟ぎんには見覚えのある、風ふう太たの靴が脱ぬぎ捨てられている。

　黄き梨り花かの靴はない。

　彼女はここにはいないのか、それとも、靴を最初からはいていなかったか――だとしても、どういう状況だろう？

　玄関は『夏学』に出発する前に掃除しておいたから、この靴はあとからここに置かれたものだと思うが――もしかしたら吟の知らないところで、『夏学』の最中のどこかで帰ってきた『兄』が置いていったものかもしれない。

　否、と首をふった。

　見ないふりをする口実を、今さら考えている自分が嫌だった。

　情けなくて、変わりたかった。

　強くなりたかったから、吟は叫んだ。

「兄さん！」

　ずっと待っているだけだったけれど、ほんとうは訴えたいことがたくさんあった。

　良い子になっていても、意味はなくて、見苦しくても何でも主張してくればよかった。

　傷つくのを先延ばしにして、ゆるやかに朽くちていって、吟は風太を見失った。

　だから今度こそ、きちんと彼を見つけて、つかまえて、抱きしめて。

　吟には言わねばならぬことがあったのだ。

「兄さん、吟だ！　ここにいるのか!?　いるなら返事をしてくれ!!」

　ずっと心に秘めていた声は、まとめて放出されて、いやに巨大に響いた。

　しばし、痛いほどの静寂があって――。

　不意に足音が近づいてきた。

　闇やみが沈殿した廊下の奥から、ぺたり、と足がでてくる。

「副部長……」

　吟の言葉どおりだった。

　姿を見せたのはひどく顔色の悪い、普段着の雷らい門もん黄梨花だった。
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　吟は、頭が灼しや熱くねつする。

　黄梨花がまとっている服は、吟の私服だった。

　箪たん笥すなどにしまっていたものを、彼女が勝手に物色したのだろうか。

　体格が似ているので、ふつうに着こなせている。

　自分の服を着た他人というのは、奇妙な幻惑感を抱かせた。

　吟ぎんは思わず、黄き梨り花かを睨にらみつける。

「副部長。それは、わたしの服だ」

「だから？」

　それが黄梨花の第一発言だった。

　いつもの独特の関西弁風の抑揚はなく、冷え冷えとしていて、空虚だった。

　その疎うとましげな表情に吟は怯ひるみながらも、幼い子供みたいに手を伸ばした。

「返せ」

　いろんな意味での言葉だった。

「いいよ、服ぐらい」

　黄梨花は薄く笑った。

「だけど、ごめんね、風ふう太たは返さない。もう、私のもの」

「兄さんをどうした！」

「それ、私の口から聞きたいの？」

　捜して、見つけて、追いつめているのは吟のはずだった。

　黄梨花は他人の『兄』をさらって（？）、こっそり逢おう瀬せを楽しんでいる、世間から後ろ指をさされる立場のはずだった。

　なのに、この余裕はどうだろうか。

　まるで吟のほうが、お呼びでないみたいだ。

　言葉を紡げない吟に、黄梨花は歩み寄ってきて、すこし距離をおいてとまった。

　くすんだ黄色の髪の毛をかきあげ、苛いら々いらと。

「ていうか、何の権利があって尋ねてんの、それ？　何で偉そうに、こんなところまできてんの？　ただの『妹』ごときが？　『妹』は『家族』で『恋人』で、だから『兄』のことを束縛してよくて、いちばん愛されてる？　ほんとにそんなの信じてんの？　そんな御お伽とぎ噺ばなしを？　ねぇ、おかしいとは思わないの？」

　ほとんど譫うわ言ごとだった。

　あきらかに様子がおかしい。

　黄梨花は甲高く引きつった声で怒鳴った。

「狂ってるよ、こんなの……『兄妹きようだい』なんて、おかしいよ。なんで当たり前みたいに受けいれてんの？　ちょっとは疑いなよ、気持ち悪いよ、おまえら――『家族』なら恋愛感情は抱かないって？　生まれたときに赤ん坊を交換して？　血の繋つながらない『兄妹』として？　ばっかじゃねーの!!　何の科学的根拠もないのに!?」

　黄梨花は腹立たしげに、そばに置かれた観葉植物を蹴け倒たおした。

　荒々しい暴力の気配に、後ずさる吟を、彼女はせせら笑った。

「ねぇ、恋愛感情すらない相手と、いっしょに暮らす意味があんの？　義務だから、そういう風習だからって、なんで生まれたときから決められた相手と結婚すんの？　頭おかしいよ、おまえら！　そんなくだらない遊びに、おままごとに、私の恋は潰つぶされるの？」

「ふ、副部長……？」

　あからさまに、ふだんの黄き梨り花かとは様子がちがっていた。

　いったい何があったのだろうか。

　刺激するのはまずい気もしたが、吟ぎんは弱々しい声をあげる。

「ど、どうしたのだ、副部長。まともではないぞ……冷静になって、話しあおう」

「そんな時間はないんだよ!!」

　黄梨花は吼ほえた。

「わかってるよ。こんなの、何の意味もないよ。こんな行動、価値なんてないよ。私が愛されることはない。誰だれも私を愛さない。だけど、他ほかにどうしろっていうの？」

　噛かみあっていないことを、黄梨花は切々と訴えた。

　かんぜんに、我を忘れているように見えた。

「私みたいな脇わき役やくにはさぁ、恋する権利もないっていうの？　誰かに愛されるのを望むのは、主人公にしか許されないの？　無理して主人公になろうとしたら、脚本の邪魔って削除されちゃうの？　ねぇ、何とか言えよ――炉ろ端ばた吟!!」

（だめだ、あきらかに常じよう軌きを逸いつしている……）

　吟は喚わめき散らす黄梨花から、目を逸そらさないまま、背後の陀だ衣いを確認した。

　彼はきょとんとして、困ったように黄梨花と吟を見比べている。

　だがそんな彼でも、すぐに顔色を変える。

「……おまえらみたいな主役も、排除される恐怖を味わえばいいんだ」

　黄梨花がふらりと、そばにあった部屋のひとつへ姿を消して――。

　戻ってきたとき、その両手には真新しいスコップが握られていたのだ。

　鉄製なのか、重たそうで、錆さびひとつないその表面はわずかに輝いている。

　あまりにもＴＶドラマみたいで、現実感がなくて、吟は悲鳴もあげられない。

　恋をすると死んでしまうこの時代、人類は人口の減少を不安に思い、子供たちを積極的に保護している。

　危険は遠ざけられ、叩たたき潰され、子供たちのそばから駆逐される。

　だから、明確な悪意のかたまりを見ても、それが何だかわからない。

　魚の切り身しか見たことがない子供は、魚がその姿で海を泳いでいると思いこむ。

「吟さん、危ない！」

　だから、陀衣がいたのは運がよかった。

　何度かの荒事をくぐりぬけていた陀衣は、咄とつ嗟さに吟の腕を引っぱってくれた。

　直後、先ほどまで吟が立っていた位置に、無言で迫った黄梨花のふりおろしたスコップが炸さく裂れつしている。

　鈍い音。

　すぐに攻撃は再開された。

「きゃっ……」

　吟ぎんの口から悲鳴がもれて、今度はふたりで床を転がるようにして緊急避難。

　鋭利なスコップの先端が、壁に深々と突き刺さる。

　剥はく離りした壁材が、ぱらぱらと落ちてくる。

　本気だ。

　黄き梨り花かは、吟たちを潰つぶそうとしている。

（ど、どうして……？）

　眼鏡めがねが零こぼれて、へたりこむ吟のそばで、陀だ衣いが跳ねた。

　大振りの攻撃をして体勢を崩していた黄梨花の隙すきをついて、彼は縋すがりつくようにしてその両腕を掴つかんだ。

　揉もみあいになる。

　黄梨花が金切り声をあげた。

「放して、放して！　関係ないじゃん、あんたはぁ！」

「と、とにかく、落ちついてください！」

　ふたりは倒れこみ、スコップが黄梨花の手から落ちて床を転がる。

　同時に、陀衣は黄梨花の身体からだに触れて、何か違和感をおぼえたように眉まゆをひそめた。

「ら、雷らい門もんさん、あなた……」

　ちからがゆるんだのか、その瞬間、黄梨花が陀衣を突き飛ばした。

　陀衣は呆あつ気けなく後ろ向きに倒れて、頭を床にぶつけて呻うめく。

　息を荒らげて、黄梨花は壁に手をつくとどうにか立ちあがった。

　そして泣き笑いみたいな、みにくくて、けれど純粋な表情でつぶやいた。

「あんたたちって、幸せものだよね。なぁに、吟ちゃんさぁ――お兄ちゃんを助けにでもきたの？　そんなの、珍しいよ……『兄妹きようだい』の多くは破は綻たんする。恋愛感情を抱かないように設定された血の繋つながらない『兄妹』。その建前はいいけど、好きの反対は無関心――恋心が芽生えないし、それ以外の何も発生しない」

　体調でも悪いのか、青ざめたまま項うな垂だれて、黄梨花は喘あえいだ。

「何も生みださないのに、互いを縛る。だからストレスが溜たまって、いつか鬱うつ屈くつは『兄妹』の絆きずなを壊す。私たちもそうだった……」

　観念したようにもう暴力をふるわずに、けれど悪意をこめて、黄梨花は語った。
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「私と、おにいちゃんの絆が破綻したのは、私が小学生だったころ。おにいちゃんは『他人』に恋をして、『恋の病』の発作を起こした……」

　くすくす笑って、黄梨花は傑作だというように膝ひざを叩たたく。

「おかしいよね？　『恋の病』を避さけるための『兄妹きようだい』で、『他人』に恋なんかしないように努力して、『恋人』に、『家族』になるのが私の役目なのに。だから、私は責められたよ。周りから、悪い子だって。おまえが魅力的じゃないから、がんばらないから、おにいちゃんは恋をして、『病』で死ぬんだって」

　ほとんど独り言のようだった。

　懺ざん悔げみたいだった。

「裏切ったのは、かってに恋をしたのは、おにいちゃんなのに。でもね、私はそれでも諦あきらめなかったよ。努力して、おにいちゃんを振り向かせようとした。今の、吟ぎんちゃんみたいにね。だけど無駄だよ、無駄、そんなのは！　うふふ！　いちど変質しちゃったものは、二度と元には戻んないから！　『妹』がどれだけあがいても、どうにもならない、生まれた恋は燃え尽きるまで何もかもを焼き尽くしていく。『妹』なんて無力だって、思いしればいいんだ。ううん、すぐに理解するよ」

　呪のろうみたいに、黄き梨り花かは吐き捨てた。

「おにいちゃんは、『恋の病』で死んじゃった。吹奏楽部が潰つぶれて、音楽室が使用禁止になった――今回の映画の元になった話ね、あれ、おにいちゃんなの。教師に恋をした、高校生だったおにいちゃんは、『恋の病』で死んじゃった」

　予想もしない告白に、吟は目を丸くした。

（あの、閏うるう高校の実話の当事者が、副部長の『兄』……？）

「だから、驚いたよ。茜あかね子こちゃんが、おにいちゃんが死んだ事件を題材にして、脚本を書いたときは……。でも、私はむしろこれが巡りあわせだと思った。私が撮る最後の映画で、おにいちゃんの愚かさを、罪を、かたちにできる！　知らしめることができる！　あはは！　それって最高の復ふく讐しゆうじゃない、ねぇ吟ちゃん！」

（教師に恋をして死んだ高校生……つまり、副部長の『兄』は、あの映画でいうところの『白姫』か……？　うん？）

　違和感をおぼえて、吟はどうにか立ちあがった陀だ衣いが守るように身構えるその背後で、疑問を口にした。

「待て、副部長。『白姫』は女生徒だろう……？　なのに、おにいちゃん？」

　茜子が実話を脚本にするにあたって、性別を変えたのかと思った。

　というか、現実的に考えれば、そうだろう。

　実在の人物を元にした話だから、茜子が気を遣って、性別を逆転させたのかと――。

　だとしたら、性別を無視した遊ゆう菊ぎくなどの配役は、まさに絶妙だったのだろうけど。

「そう、だよ……うふふ」

　黄梨花は頭痛を堪こらえるように、頭を抱えて、ぶつぶつと独語した。

「おにいちゃんはねぇ、むかしは、おねえちゃんだったの……ふふ、ふふふ。だけど、いまはおにいちゃんだから、そう呼ばないと……たくさん、ぶつの。だから……」

「どういう――ことですか？」

　いちおう危ないのでスコップを拾いあげ、黄き梨り花かがまた暴れないように牽けん制せいしてから、陀だ衣いがちいさく問いかけた。

　黄梨花には、聞こえているのかいないのか。

「わからない？　わからないよね？　だって、頭おっかしいもんねぇ、こんなの……うふふ。風ふう太たも、受けいれてくんなかったなぁ。馬ば鹿かだからなぁ、かんたんなことなのになぁ――物わかりが悪くて、ほんとに、放ほうっておけないよね……風太って」

「兄さんを、どうした」

　遅まきながら、吟ぎんは寒気をおぼえて問いかけた。

　玄関には風太の靴があった。

　なのに彼は、姿を見せない。

　背筋を嫌な予感が這はいあがってくる。

　冗談を完全に排した吟の透明な問いに、黄梨花は笑みを浮かべたまま応こたえない。

　その代わりに。

「ねぇ、吟ちゃん――『テーマパーク』って知ってる？」

　なぜか、陀衣がおおきく反応した。

　吟にはわからない。

　もう、何もかもが混乱している。

　黄梨花は遠い目をしてつぶやいた。

「おにいちゃんは、その治療法の最初の被験者だった……。『恋の病』で死んだことにされて、名前を奪われて、『山奥の病院』に隔離されちゃった――」

　どこかで聞いた名前だ。

　だが詳細を尋ねる前に、黄梨花は言葉を重ねている。

「『山奥の病院』で、おにいちゃんは人生を再スタートさせた……新しい名前を与えられて、別人になった。ピアノにつくりかえられた『白姫』そのものに。白鳥の湖みたいに」

「そんな――」

　そんなことが許されるのだろうか。

　ひとりの人間がパーソナリティを奪われ、別人に仕立てあげられる。

「許されるんだよ、『山奥の病院』では」

　心を読んだみたいに、黄梨花は言ってのけた。

「あそこは狂ってる。『恋の病』っていう人類の抱えた害悪を処分するために、おおきな特権が与えられてる。関かかわった人間は、不幸にしかならない。人体実験まがいの治療法にさらされて、おにいちゃんの人生はねじまがった」

「雷らい門もんさんのお兄さんは、どうなったのですか……？」

　陀衣が血の気を失って、問いかける。

「『テーマパーク』とは、何なのですか……？」

　彼はどうも、その言葉に覚えがあるだけでなく、何かを抱えているようだった。

　吟ぎんは詳しく尋ねたかったが、舌が麻ま痺ひしたように動かない。

「なぁに、焦っちゃって。知りあいに、『テーマパーク』の実験体に選ばれた、可哀かわい想そうなやつでもいるの？　べつに、聞いても愉快なものじゃない――」

　黄き梨り花かは、頬ほおに涙を伝わせる。

「単純な話だよ、名前のとおりだよ。着ぐるみにされちゃうんだよ、遊園地テーマパークのね。笑顔と夢をふりまいて、けれど、中のひとの幸福なんて――誰だれも考えてくれなくなる。死ぬまで働かされて、弱音を吐くことも許されず、自分が不幸だってことにも気づけなくなる」

　おおきな物音がした。

　びくっとして顔をあげた、黄梨花の視線の向こう――。

「痛てて……」

　どうも走ってきて転んだらしい、泥だらけの、制服姿の風ふう太たが呻うめいていた。
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　後ろ手に縛られている風太は、尺取り虫みたいに動いて、近づいてくる。

　黄梨花は目を丸くして、びっくりしたようにそれを見ていた。

「ありゃ、油断したな……動けたんだ、風太。縛っただけで安心しないで、足でも折っておけばよかったかなぁ――」

「声がすると思ったら……無事か、おまえら!?」

　黄梨花を無視し、風太はどうにか壁に背中を預け、立ちあがる。

　両足は縛られていないのだ。

　もがくようにして縄をゆるめ、わずかに自由を得ている。

「兄さん……」

　吟は泣きそうになった。

　浮気をされて、裏切られて、今度こそ愛想が尽きたとまで思った。

　けれど、無事な姿を見て、こんなにも嬉うれしい。

「悪ぃな。連絡できなくて。俺おれ、監禁されてたんよ」

　軽い口調だが、さすがの風太も言葉に怒気が宿っている。

　彼の説明したところによると、昨日、電話があって病院まで黄梨花を迎えに行った風太は――家にも学校にも帰りたくないと主張する黄梨花の言い分を聞いて、とりあえず自宅にまでつれて帰ったらしい。

　患者服だった黄梨花には、吟の服を着せた。

　いつもの甘ロリ系のドレスと靴は、病院で脱ぬがされたまま紙袋のなか（だから玄関に黄梨花の靴がなかったのだ）。

　黄梨花の様子はおかしく、身体からだに虐ぎやく待たいの跡らしきものまであって、風太は心配した。

　だがそんな彼の善意につけこみ、黄梨花は風太を襲って縛りあげ、吟や映研の仲間に偽のメールを送って、ここで風ふう太たを監禁していた。

（何のために？）

　吟ぎんにはわからない。

　あきらかに、まともではないが――意味がわからない。

　だが、それよりも。

「無事でよかった、兄さん」

　吟は素直に、それだけ告げた。

「おう」

　風太も仏頂面で、ちいさく頷うなずく。

「ごめんな、心配かけて。色んな意味で、さ……なんか、いつもこうだな、俺おれ。でも正直、おまえがくるとは思わなかったよ――ぜったい、偽にせのメールに騙だまされて、信じこんで、俺のことなんか見捨てると思ってた」

「馬ば鹿かにするな」

　吟はさんざん迷って、疑って、泣いたのを棚にあげて――格好をつけた。

「わたしは、いつだって、兄さんを信じているぞ」

「……意外に嬉うれしいもんだな」

　腰が抜けそうなほど安あん堵どして、風太のそばへと吟は歩み寄る。

　彼は衰弱しているようだが、目立った怪け我がはなかった。

　不器用な吟は、その両手を縛る拘束をほどこうとしたが、うまくいかない。

　それを叱しかりもせず、風太は語った。

「おまえのこと、重荷に感じることはある。どこへ行っても、おまえの存在が気にかかる。面倒くさくて、申し訳なくて、怖い。だけど、ありがたいもんだな。俺が自由に遊び回れるのは、ずっと帰りを待ってくれるおまえがいるからだよ」

「遊び回るな。だが、兄さんがほんとうに、わたしを裏切れるほど――悪人ではないことを、わたしは信じたいよ」

　ぎこちなく、吟は本音を吐きだした。

「なぁ兄さん、話しあおう。信頼しあおう。そこからだ。わたしは待っていた、兄さんは帰ってきてくれた。それを受けいれて、今度こそ手をとり歩んでいこう。わたしは強くなる。兄さんの負担でも、お荷物でもなく――伴はん侶りよになるのだ」

　我慢していた涙が、ずっと溜ためていたそれが、吟の頬ほおにぽろぽろ零こぼれる。

「だから、もう逃げないで……。待ちくたびれたよ、兄さん。寂しかった、遠くじゃなく――そばにいてほしかったよ。そんなかんたんなことを、あなたに言えなかった」

「もう、逃げないよ」

　ようやく解放された両手で、風太は吟を抱きよせる。

「両親から見放されて、おまえにも捨てられて、俺は自由になったと思った。だけど、それは自由じゃなくて、逃げてただけか。まったく、俺のことなんかさっさと愛想尽かして、忘れると思ったのに。いつまでも待ってんじゃねぇよ、おまえは……」

「馬ば鹿かにするな」

　吟ぎんはそっと兄を抱きかえして、微笑ほほえんだ。

「兄さんの相手ができるのは、世界でわたしだけだ。馬鹿で愚かな兄さんを、求めて、役に立てられるのはわたしだけだ。兄さんは、わたしがいなくちゃだめなのだ」

「……そうだったな」

　それは、うつくしい光景だったのだけど。

　不意に、陀だ衣いがびくりと顔をあげる。

　視線の先には、放ほうっておかれた雷らい門もん黄き梨り花か。

「ふ、ふふ、ふ……」

　彼女は笑っていた。痙けい攣れんするように。

「みにくいなぁ」

　憎悪に満ちた瞳ひとみは、けれど地球でいちばん、誰だれかの愛を求めていた。

「ばっかみたい――『兄妹きようだい』なんて、ただの風習、迷信で……洗脳で」

「それの何が悪い」

　吟は、今度こそ真まっ直すぐに黄梨花を睨にらみつけた。

「『兄妹』の絆きずなも、恋愛も、目に見えなくてふたしかなものだ。どっちが偉くて強いのか、どうして判断ができるものか！　ひとのつながりは目に見えなくて、けれど、わたしたちの間にはそれがある！　誰だれにも否定はさせない！」



    

  
    
      



    

  
    
      　そんな吟ぎんを、『妹』を抱きよせて、風ふう太たは困ったように告げた。

「あの、カミナリさん――病院、行こうぜ。おまえ……」

　何かを言いかけた風太の声を遮って、黄き梨り花かはふらつき、追いつめられたように壁に背中をつけたまま引きつった。

「まだ、カミナリさん、なの……？　ふざけた、つまんない渾あだ名な――こんなに好きなのに、私なら、そんなやつの何倍も愛して、幸せにしてあげられるのに。どうして、私を受けいれてくれないの？　誰も、好きになってくれないの？」

　涙を溢あふれさせて、彼女は怯おびえた。

「また、忘れられるの？　好きだって告白して、小学生のころみたいに、応こたえも聞けずに過去に葬ほうむられるの？　嫌だ、嫌だよ……風太ぁ！」

「あの、よ――」

　風太は言いづらそうに、黄梨花を見つめて告げた。

「俺おれ、小学生のころのアルバム、調べてみたんだ。だって、俺がいきなり女の子にモテるなんておかしいし。おまえ、むかし俺に告白したって言ってたけど――やっぱり覚えてなくてさ。初恋の、白馬の王子様に憧あこがれるってんなら美化されてもおかしくないけど……どこを調べても、雷らい門もん黄梨花なんて名前はなかったぞ」

　言ってはいけない、禁句を。

「おまえ――誰だ？」

　瞬間だった。

「私……」

　黄梨花は壊れたロボットみたいにおおきく震えて、目を見開いた。

「わ、たし……私……」

　その唇の端から、嘘うそみたいに、たらりと血が垂れた。

「………？」

　口元を押さえた黄梨花の両手は、真っ赤だった。

　あぶくと咳せきとともに、鮮血が溢れる。

　膝ひざから崩れ落ちて、吟たちが瞠どう目もくするなか、彼女は舞台女優のように。

　服と顔を真っ赤に染めて、宙空を眺めた。

「あ、あぁ、演技が……終わっちゃう――せっかく、生きてるふりを……してたのに。ようやく――わたし、主役に……」

　そのまま前のめりに倒れて、黄梨花はぴくりとも動かなくなった。



    

  
    
      
10　ノンフィクション





　医者は最善を尽くしてくれたと、風ふう太たは思った。

　救急車によって総合病院に運ばれた黄き梨り花かはすぐに集中治療室に放ほうりこまれ、あらゆる処置を施されたが、彼女の身体からだはすでに限界だった。

　それでも意識を回復し、喋しやべることができるようになっただけで、奇跡だった。

　奇跡の効力が終われば、黄梨花の命は花のように散る。

　それを理解しながら、『最期に会いたい』と呼びだされて、何が言えるだろうか。

　口先だけは器用で、人生巧うまいことやっているつもりだった。

　けれど風太の心の奥には両親に見捨てられ、いじけて拗すねた幼い部分が残っていて、あとのすべては傷つかないために自分を覆い隠した上っ面だった。

　せめてその仮面を外して臨むのが、礼儀だと思ったけれど。

　すべての虚飾を脱ぬぎ捨てた無防備な風太は、吟ぎんのことを馬ば鹿かにできないぐらい、何ひとつ気の利いた言葉を口にできなかった。

「ごめんな……」

　かろうじて零こぼれたのは、意味のない謝罪だった。

　静かな病室である。

　いくつもの管に繋つながれた雷らい門もん黄梨花が、薄目を開いて、こちらを見ている。

　可哀かわい想そうなほど痩やせた身体にはシーツがかぶせられ、傷だらけのその肌を隠していた。

　呼吸は弱々しく、儚はかなかった。

　面会時間は短く設定されていた。

　無駄に押し黙っている余裕はないのに。

「なんで、謝るの？　っていうのは……ずるいかなぁ」

　黄梨花は意外とはっきりと声をあげた。

　やせ我慢しているのはわかりきっていた。

「こっちこそ、ごめんね。あんたに頼って、助けてもらったのに――私、あんたを閉じこめた。束縛して、外にださずに、ずっとお世話して……馬鹿みたい。そんなの愛じゃないのにね。でも、私はそんな繋つながりでもほしかった」

　嫌われても、罪に手を染めても。

　そばにいてほしかったのか。

　けれど、風太は必死に縋すがりついてきた彼女のすべてを、引きちぎったのだ。

「そんだけ好かれたってのは、あれだな、嬉うれしい……のかな。俺おれは、喜べばいいんかな、なぁカミナリさん。俺のこと、そんなに好きだったのか？」

「真顔で聞かれると、恥ずかしいなぁ――」

　黄梨花は落ちついていた。

　風ふう太たの屋敷では狂乱していたけれど、人間のちからではどうしようもない絶望の崖がけっぷちに立ったいまは、すでに足あ掻がく気力もないようだった。

「でも、ごめん、わかんないや。私ね――小学校のころから、『恋の病』だった」

　黄き梨り花かは『恋の病』だ。

　彼女の身体からだがぼろぼろなのは、恋をすると死んでしまうせいだった。

　放ほうっておいても死ぬ、末期だったという。

　病院側が正式に、詳細な検査を執り行った結果、判明した事実だった。

　先日、急患で運ばれてきた黄梨花を診みた、風太も会った医者は悔しそうに、すぐにそれを見抜けなかったことを詫わびた。

　けれど、彼女は悪くなかった。

『恋の病』の患者は減っているし、黄梨花には虐ぎやく待たいの跡など、気になる部分もあった。

　いろんな要素がすべて落とし穴になって、黄梨花の命を奪う。

「私も、おにいちゃんも、『恋の病』だった――先に発病したのは、おにいちゃん。私以外のひとを、『他人』を好きになって、かってに死に向かっていた。だから、悔しくてさ、あてつけでさ、私も……誰だれか『他人』を好きにならなくちゃって」

　おにいちゃん以外の誰かを、と黄梨花はつぶやいた。

「それで栄えあるおまえの恋愛相手として選ばれたのが、俺おれか？」

　小学生のころ、風太は黄梨花に告白された――らしい。

　やっぱり、よく思いだせないのだが。

「そうだなぁ、おにいちゃんが私を裏切ってまでした『自由恋愛』っていうのを、私もやってみて、どんなもんだか確かめてやろうって思ったんだろうなぁ。ただの八つ当たりみたいな恋愛で、お遊びだった」

　告白ごっこって感じで、冗談みたいなものだった。

　それも、黄梨花から聞いた話だった。

「そんな復讐ふくしゆうみたいな恋愛にさ、本気で他人を巻きこむわけにもいかないじゃん。だから、学校一のモテモテさんのあんたなら、私なんか相手にするわけないし――って、あんたを選んだ。あんたは告白をみんな断ることで有名だったし、それに、やっぱりね……男同士じゃあねぇ、恋愛にはならないでしょって」

「やっぱり、おまえ……」

　風太は薄々ながら察していたことを、言葉にする。

「アルバムを調べたって言ったよな。雷らい門もん黄梨花って名前は、どこにもなかった。だけど、おまえによく似た男の子はいた……同じクラスだったよな、文ふみ月づき葵あおいくん」

「なつかしい名前で呼ぶね」

　黄梨花は目を細めた。

　文月葵。

　それが、むかしの黄梨花の名前だったのだろうか。

　文ふみ月づきとは、七月だ。

　七月の星座は、獅し子し座ざだ。

　獅子座、アオイ――あの中性的な臨時講師の顔が浮かぶが、どういう関係があるのかは、風ふう太たには推測もできなかった。

「どういうことだ？」

　臨終の床にいる病人に、問いつめるようなことはしたくなかったが、風太はつい勢いこんで疑問を吐露してしまった。

「わけわかんねぇ、おまえはいったい……」

「『テーマパーク』だよ」

　黄き梨り花かは厭いとわしげに、その名称を口にした。

「雷らい門もん黄梨花っていうのは、あたしのおにいちゃんの名前。むかしは、おねえちゃんだった。閏うるう高校の吹奏楽部で、教師に恋をして、『恋の病』の発作を起こして――死んだ、ことになってる」

　あの映画の『白姫』のように。

　無む垢くに恋をした女の子は、命を奪われ――。

　別の存在として、生まれかわったのか。

「でも実際は、『山奥の病院』で治療法『テーマパーク』をうけて、おにいちゃんは生き延びた。学校は不祥事をおこした教師を解任して、おにいちゃんを『自主退学した』、ということにして……すべてを揉もみ消した」

　いまだに音楽室が利用されず、吹奏楽部も廃部になったままなのは、当時の事情を知る教師たちが――不祥事のすべてに蓋ふたをした結果なのだ。

「そうして、世間はおにいちゃんを忘れて――わたしも、おにいちゃんは死んだと思ってた。でも実際は、おにいちゃんは生き延びていた……忌まわしい治療法をうけて」

　警告するように、黄梨花は語った。

「『テーマパーク』の内容は人体改造。『人魚の肉』と思考の原理は同じ。ただし記憶や人格の全削除ではなく、矯きよう正せいがその真骨頂」

『恋の病』の事情について、風太はあまり詳しくないのだが。

　すべて漏らさず心に刻んでおくべきのような気がした。

　何だか、嫌な予感がする。

「乖かい離り性同一性障害――二重人格を、意図的につくりあげる。催眠と、少量の『人魚の肉』などの投薬と、脳手術ロボトミーでね。もちろん違法だけど……『山奥の病院』に倫理観はない。それらの処置を行われた患者は新しくつくられた人格で暮らし、旧人格を押し隠す」

　改造人間。

　言葉にすると安っぽいが、悪い冗談よりも笑えなかった。

「新しい人格は異性のもの――男なら女、女なら男。その新しい人格に馴な染じむために、ホルモン注射などで性転換手術が行われる。だから、おねえちゃんはおにいちゃんになった。去勢だよ、あらゆる意味でね」

　黄き梨り花かは哀かなしそうにつぶやいた。

「無理やり異性にされる。それまで愛していた異性を、恋愛対象として見れなくなる。だから、『恋の病』は停止する。そんな思考らしいよ、『テーマパーク』ってのはね。同時に新しい人格は恋愛を忌き避ひし、遠ざけるものにされる。戸籍上の性別は変わらないし、周りも心の性別とは逆に扱うから、なかなか今の世の中じゃ恋愛ができなくなる」

　恋愛を遠ざける。

『恋の病』の治療法なのだ、これは。

「わかる？　テーマパークの着ぐるみには、中のひとなんていない。本来の人格は隠されて、なかったことにされる。別人となって暮らして、中のひとの幸福なんてテーマパークのなかじゃ誰だれも気にしない。見えない、誰とも関かかわれない。……それが実験的治療法『テーマパーク』の正体だよ」
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　風ふう太たは目眩めまいと吐き気をおぼえる。

　人間のやることには思えなかったが、どうも現実のようだった。

　幼い戸惑いと憤りに震える風太を、黄梨花は愛いとしそうに眺めた。

「おにいちゃんは、それに適応した。おねえちゃんからおにいちゃんになって、人格と身体からだを改造されて、人間の着ぐるみをかぶった異質な『何か』になった。もう、おにいちゃんは誰にも恋をしない。誰からも愛されない。だから死ぬことはない」

　そこまでして、生きていく意味があるのか。

　風太にはわからない。

「そして、『山奥の病院』でお医者さんの助手をして、頭角をあらわしたおにいちゃんは――『妹』の私が『恋の病』の発作を起こしたことを不ふ憫びんに思って、私にも自分が救われた素晴らしい治療法、『テーマパーク』を施してくれたわけ」

　何の感情もない、黄梨花の声だった。

「おまえを助けたいんだって、そんな嘘うそに騙だまされてさ。馬ば鹿かだったよ、私は――おにいちゃんが生きていたのが嬉うれしくて、優しくしてくれるのが幸せで、だけどおにいちゃんはそんな私を切り刻んだ。改造して、別人に仕立てあげた。そこで、おにいちゃんと名前を交換した。文ふみ月づき葵あおいは消えて、私は雷らい門もん黄梨花になった」

『兄』に黄梨花は二度、裏切られたのだ。

　哀しみの底にいた黄梨花を、『兄』は無慈悲に踏みつけたのだ。

「でも、おにいちゃんの『テーマパーク』はまだ不完全。私の人格は、私自身がそれを拒絶していたこともあって、かんぜんには切り替わらなかった。私は、その中途はんぱがつらくて、がんばって演じようとしたよ。別人を、着ぐるみを、雷門黄梨花を。派手なドレス着て、変な言葉遣いで喋しやべって、必死に自分のキャラクターを際立たせて、それを得ようとした」

　風ふう太たの視線に気づいて、黄き梨り花かは何か勘違いしたみたいに、苦笑いした。

「あぁ、ドレスには、身体からだの線を隠す意味もあったんだけどね。あたし、もともと痩やせてたから――わからないでしょ、もとは男の子だったなんてさ」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みにつぶやいて、風太をじっと見つめてくる。

「男に好かれて気持ち悪い？　ごめんね、でも――私、身体も心もいじられたけど、ぜんぶはおにいちゃんに捧ささげたくなかった。必死に反抗して、復ふく讐しゆうしてやりたかった。だから、あんたに恋をした。むかし、冗談で告白したあんたを、私の魂は覚えていた。あんたの本音を聞いて、気持ちは抑えられなくなった。……『恋の病』が再発した」

　恋をしない身体に去勢されたからといって、恋をすれば死んでしまう因子が消えたわけではない。

　不完全な手術を施され、強固に『テーマパーク』を拒絶した黄梨花は、すべてに打ち勝って恋心を再び得たのだ。

　復讐のために。

　たぶん、『兄』の目もく論ろ見みをぶち壊し、唾つばを吐きかけてやるために。

　黄梨花は強い。

　風太は、それだけは事実だと思った。

　尊敬できる。

　彼女は戦っていたのだ、みにくく穢けがらわしい着ぐるみの内側で。

「おにいちゃんは当然、怒った。私の復讐に気づいたんだ。おにいちゃんの過去を映画にするっていうのも、過去を葬ほうむったおにいちゃんは許さなかった。おにいちゃんは私を殴って、蹴けって、引きずって、薬を注射して、言うことを聞かせようとした。良い子にしようとした。だけど、ごめんなさい……おにいちゃん――私はもう、限界だった」

　虚うつろな瞳ひとみで天井を見あげて、黄梨花は目め尻じりに涙を溜ためた。

　黄梨花のみにくい復讐の恋は、彼女の最期の人間性が叫ばせた、断スワ末ンソ魔ングだった。

　それは弄もてあそばれた彼女の身体と心を切り裂き、こうして死に向かわせている。

　それは同時に、『テーマパーク』の失敗と、『兄』の挫ざ折せつを意味している。

　彼女の復讐は成功する。その死をもって。

「おにいちゃんは、いま、窮きゆう地ちにいる。私という失敗作を抱えて、汚名返上の機会を必死に捜している。だからこそ、お願い、風太――あひるちゃんを守って」

「あ、あひるちゃん？」

　意外な名前に、風太は驚く。

　黄梨花はひとつの真実を明かした。

「あひるちゃんも、『恋の病』なの。おにいちゃんは病院の情報網で、それを知ってる。私は、おにいちゃんが、あひるちゃんのこと調べてるのを知ってた……高校に入る前から目をつけていて、発作を起こすのを待ってた。私のことは、おまけだった、っていうぐらい。おにいちゃんは、あひるちゃんに、何かとくべつな思いいれがあるみたい」

　黄き梨り花かは歯を噛かみしめた。

　まだ戦っている。

「あひるちゃんを、おにいちゃんの玩おも具ちやにするわけにはいかない。私みたいに、するわけにはいかない。私、あひるちゃんが好き。私と同じ『恋の病』なのに、死んじゃうかもしれないのに、周りのみんなに優しくする――あひるちゃんが、大好き」

　この気持ちは偽にせ物ものじゃないというみたいに、黄梨花は噛みしめるようにつぶやいた。

「あひるちゃんみたいに、なりたかったよ……あひるちゃんみたいな、主人公に」

「お、おまえは、脇わき役やくなんかじゃねぇよ」

　風ふう太たはようやく声をあげた。

　我ながら、つまらないことを言っている。

「……ありがと。嘘うそでも嬉うれしい」

　けれど、黄梨花は微笑ほほえんだ。

「ねぇ風太、映画、ちゃんと撮ってね。おにいちゃんを変えた、あの悲劇を、過去に葬ほうむらないで。私の好きだった『おねえちゃん』を、なかったことにしないで」

「わかった、任せとけ」

『ちゃんと撮ってね』だなんて、ぜんぶ任せるようなそれは。

　自分はもう映画の撮影には関かかわれないという、確信のこもった言葉だった。

　そして、それは事実なのだ。

　だからこそ。

「俺おれ、かつてない、すっげぇ力作を撮ってやるよ。観客全員がスタンディングオベーションするハリウッド超大作を、つくってやるよ。嘘じゃねぇ、目玉ひんむくぞ、おまえ。だから、だからカミナリさんさぁ……」

　自分だけじゃ、無理だ。

　てきとうな性格の風太だけでは、映画は完成しない。

　そばで喧やかましくみんなを叱しかって、憎まれ役を買ってでる、鬼の副部長が必要なのだ。

「ありがと。でも、ごめんね」

　その気持ちを悟ったのか、けれど、黄梨花は申し訳なさそうに。

「映画が完成するまで、私、生きてられないからさぁ――ご褒ほう美び、先にあげるね」

　いまにも死にそうなのに。

　立ちあがることもできないのに。

　黄梨花は震える指先で、着ているパジャマのボタンをひとつひとつ外していく。

　一生懸命に、つっかえながら、天国の階段をのぼるみたいに。

　風太には、とめることはできなかった。

　真っ白な肩があらわになって、カーテン越しに差しこむ日光と蛍光灯の明かりのなか、下着のない彼女の胸元が露あらわになる。

「おにいちゃんに、頼んで……お腹なかと、胸元は、殴らないでもらったから――まだ、きれいでしょ？　なぁんて、嬉うれしくないかな――男の子だったやつの、見ても。だから言ったじゃん、あんまり、期待しないでって……」

「いいよ」

　風ふう太たはできるだけ『いつもどおり』に、言葉を紡いだ。

「どうせ、涙で見えねぇ」

　視界がぼやけている。

　せっかくのご褒ほう美びなのに。

　黄き梨り花かが、勇気をふりしぼってくれたのに。

　守り抜いてくれたのに。

「風太はほんとに、残念なやつだなぁ」

　黄梨花はこれまでで、いちばん幸せそうに笑った。

「ねぇ、触って。すっごい映画になるって、私は信じてるから。そういう約束だったよね――がんばって、力作を仕上げるよ、風太はぜったいに。私、わかるよ。だから、さ……映画の、主人公みたいに。愛してるふりで、いいから。いちど、だけでも」

　風太の手を握って、自分の胸元に誘い、黄梨花は涙を零こぼす。

　彼女の身体からだの奥で、まだ心臓は、生きたい生きたいと泣き叫んでいた。



    

  
    
      



    

  
    
      「やだなぁ、死にたくないなぁ。ねぇ、私さぁ、『白姫』になれるんだよ。なりゆきだけど、ヒロインに――主人公に、なれるんだよ。だから、死にたくない。あんたが撮る映画の真ん中に、一瞬でいいから、残りたかったよ……」
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　その数日後、雷らい門もん黄き梨り花か――本名、文ふみ月づき葵あおいは息をひきとった。

　死因は『恋の病』を遠因とする、心房細動による心停止。

　たったの十八歳だった。



    

  
    
      
11　托たく卵らんは夏の終わり





　何もかもが失われた雰囲気のなか、雷門黄梨花の葬式は執り行われていた。

『夏学』の終わりも間近の時期にもたらされたその訃ふ報ほうは、閏うるう高校の楽天的な生徒たちの間にも暗い影をたちこめさせ、表情から笑顔を拭ぬぐい去っていった。

　とくに映研のみんなの落ちこみぶりは見ていてつらくなるほどで、黄梨花が生前に自分で言っていたほど、彼女は誰だれからも愛されなかったわけじゃなかった。

　午前中は急きゆう遽きよ、黄梨花へ黙もく祷とうを捧ささげる集会となった。

　その場で、黄梨花の本来の性別について触れられたが、特殊な事情をもつ児童でも受けいれるのが閏高校の方針ということで――女生徒として扱っていた、と説明があった。

　驚きの声はおおかったが、納得して頷うなずくものもちらほらといた。

　奇妙な生き様を、それでも精一杯に咲き誇らせていた雷門黄梨花。

　彼女の正体についてとやかく言うものはおらず、ただ粛しゆく々しゆくと。

　その後、近くのセレモニーホールに希望者は参列し、焼香などをしている。

　陀だ衣いもその列に混じって、ほとんど会話をすることもなく逝いってしまった黄梨花の遺影へと、そっと哀あい悼とうの意を捧げた。

　風ふう太たや吟ぎんたちは黄梨花の弔とむらい合戦のように、映研部員たちを集めて本格的に映画の撮影を開始しようと行動しているようだが、陀だ衣いにはどこか他ひ人と事ごとのようだった。

　不穏な事実が、身体からだの奥でぐるぐると渦巻いていた。

（あひるさん……）

　あひるとは――連絡がとれないままだった。

　彼女がアオイの勤め先で『検査』とやらを受けるため、つれさられてから、もう一週間以上も経過している。

　いちおう、携帯電話のメールで連絡はとれるが、内容は事務連絡だけで――どうにも不安になる。

　たしかに『検査』は長引くとアオイも言っていたが、こんなに時間がかかるのは変だ。

　あひるは学校まで休んでいるのだ。

　色んなひとに話を聞くかぎり、アオイもずっと姿を見せないのだという。

　吟ぎんのところへ黄き梨り花かが届けた、偽にせ物もののメールを思いだす。

　あひるもどこかで風ふう太たと同じように、監禁されていたとしたら……。

　心配で、陀衣はあちこち手を尽くして捜したが、あひるの行方ゆくえはわからなかった。

　また失敗したのだろうか？　間違えたのだろうか？

（それに、茜あかね子こさんも……）

　茜子とも、しばらく顔をあわせてはいない。

　こっちは電話で声を確認したので、あひるよりは安心だが、気休めにはならない。

　こんなに長く、茜子と離ればなれになっているのは初めてだった。

　遠ざかって、自分がいかに茜子におおく依存していたかを、陀衣は理解する。

　地面にずぶずぶと沈んでいきそうな、暗あん鬱うつな気持ち。

　それを咀そ嚼しやくできないでいると、不意に目の前に遊ゆう菊ぎくの仏頂面があらわれた。

「うっす」

　声をかけつつ、ついでに肩を叩たたこうとしたらしいが、男嫌いの遊菊は手を中途はんぱな位置に掲げるだけで――すぐに弱々しくおろしてしまう。

　さすがにこんな場所ではふざけた態度はとらず、しゅんとしている遊菊に、陀衣はちいさく会釈をする。

「うっす、です」

「……何で死んじまうんだろうな」

　遊菊の頬ほおを、大粒の涙が伝っていく。

　誰だれかが『恋の病』で命が奪われることを、彼女は嫌悪している。

　いつも強くて堂々としている生徒会長の、あまりにも無む惨ざんな姿に、陀衣は胸がしめつけられるような気持ちになった。

　元気づけたいけれど、彼女には触ることもできない。

「まだ十八歳じゃん」

　遊菊はつぶやいた。

　入れかわりたちかわり焼香をしている生徒たちの邪魔になりそうだったので、すこしだけ移動して――壁際、ふたり並んでなんとなく立ちほうける。

「何で死んじまって、どうしようもなくなってから……あれをしてやればよかった、とか――後悔ばっかりでてくるんだろ。あたし、黄き梨り花かちゃんと同じクラスじゃん。何で気づいてやれなかったんだろ、いつも……あたしはそうだ」

「雷らい門もんさんにしてあげられなかった、いろんなことを、いま――生きているひとにしてあげればいい、のでしょうか……」

「そうだな……」

　そして――。

　陀だ衣いは、ようやく自分の呑のん気きさを思いしる。

　何も終わっていなかったのに。

「まずは、黄梨花ちゃんと同じ『恋の病』のあひるを、何としてでも死なせないように守ってやんなきゃな。あひる、様子はどうだ？　っていうか、あいつも積極的になったよなぁ――おまえの家で、いっしょに暮らしてんだろ？　あんま羽目を外しすぎんなよ、まだ高校生なんだしさ」

「……はい？」

　意味がわからなかった。

　陀衣と遊ゆう菊ぎくは見つめあう。

「だから、えっと……あひる、おまえん家ちにいるんだろ？」

　遊菊も会話に生まれた齟そ齬ごに気づいて、青ざめる。

「だって、そういうメールが届いて――だから、あたし安心して。おまえに、任せて……あれこれ干渉するのも野暮だと思って、あ、あれ……？」

「ぼ、ぼくは、ずっと学校で寝泊まりしてますけど……？」

「…………」

　ふたりで押し黙って、ひたすら困惑していると。

　すすり泣きが響く葬式会場に、ちいさな騒ぎが生まれた。



「――あひるちゃん！」



　誰だれかがその名を呼んだ。

　陀衣はそちらを振り向いて、一瞬――安あん堵どしそうになった。

　あひるだった。

　黄金色の翼を舞わせて、彼女は外の日差しを後光にして、うつくしく立っていた。

　服装は、他ほかのみんなとちがって制服ではない――喪服である。

　あつらえたように似合う、鴉からすの濡ぬれ羽ば色のドレス。

　ぞっとするほど綺き麗れいだった。

　そうだ、仲のよかった黄き梨り花かの葬式に、あひるが欠席するわけがない。

　何をおいても駆けつけるはずだ。

　だから、彼女が姿を見せるのは不自然なことじゃなくて――。

　違和感があるのは。

「あ、あひるちゃん……あのっ、あ、あれっ？」

　あひるの名前を呼んだ女生徒のことが、まるで見えないみたいに。

　そちらを見もせずに――あひるは、ふらふら、と。

　骨でも抜かれたような動きで、黄梨花の遺影へと向かっていく。

　あきらかに、まともではなかった。

　目はうつろで、まったく光を反射していない。

　表情は欠落していて、喜怒哀楽のすべてが失われている。

　唇だけが血のように紅あかい。

　彼女こそが、死化粧をされているみたいだった。

「あ、あひる！　おい、どうしたおまえ――様子がおかしいぞ！」

　目を白黒させて遊ゆう菊ぎくが跳びだし、あひるの肩を掴つかんで揺さぶった。

「どこ行ってたんだおまえ、心配したんだぞ？　あいつと同どう棲せいしてなかったんなら、いったいどこで何して――あ、ひる……？」

　硬直した遊菊を、ぼうっと見あげて。

　あひるは、からくり人形みたいにぎこちなく口を開いた。

「しぶ……さわ、ゆう、ぎく――さん、ですか？」

　人間の発声とは思えなかった。

　出来の悪い合成音声みたいだ。

「な、なんだよ、いまさら紫し舞ぶ沢さわ遊菊さんって、あたしとおまえの仲じゃねぇか……いつもみたいに、『お姉ちゃん』って呼んでくれよ――」

　何かに怯おびえるような遊菊に、あひるは天使みたいに無む垢くに、小首を傾かしげた。

「あたしに、姉は、いませんが？」

　その他人行儀な丁寧語に、ついに遊菊がかんぜんに絶句した瞬間だった。



「あらら、あまり刺激を与えないでちょうだい……まだ不安定なんだから」



　鳥が鳴くような、不気味な声が響いた。

　あひるの背後からゆっくりと姿を見せたのは、彼女とお揃そろいの闇やみのような喪服をまとった、獅し子し座ざアオイだった。

　相変わらず貼はりついたような笑顔で、内心がわからない。

「黄梨花は出来損ないだったけど、それでも貴重なサンプルだし、あひるちゃんとは仲良しだったからね――お葬式くらいはって思ったのだけど、迂う闊かつだったかなぁ？」

「て、てめぇっ……」

　遊ゆう菊ぎくはほとんど事情を知らないはずだが、アオイの発言から何かを動物的な勘で悟ったのか、獰どう猛もうな表情で吼ほえた。

「あひるに何しやがった……!?」

「うん？　そんな、悪者扱いみたいなのはやめてよ――紫し舞ぶ沢さわ遊菊ちゃん、うふふ、むしろ感謝してほしいぐらいなのに……あたしは、あひるちゃんを治療してあげてるのよ？」

　両手を広げて、アオイは遊菊の視線を真っ向から受けとめた。

　否、黒い穴のように、何もかもを吸いこんでいる。

「黄き梨り花かは思った以上に役に立たなかったわ……。だけど、失敗は成功の母。今回の失敗を教訓にして、糧にして、実験的治療法『テーマパーク』はさらに進化し完成する。そういう意味では、黄梨花にも感謝しないとねぇ……ほんと、良い子だったわ」

「アオイ、先生――」

　陀だ衣いが今にもアオイに跳びかかろうとしている遊菊を制して、喪服のふたりの前に立ち、縋すがるような表情になった。

　信じられなかった。

　他人の優しさを、うつくしさばかりを、見て育ってきた。

　だから理解できなかった。

　こんな、真っ黒な……。



    

  
    
      



    

  
    
      　みにくい、ことが。

「雷らい門もんさんが、おにいちゃんって呼んでたのは――あなたでしょう？」

　交わされた会話やいくつもの情報から、陀だ衣いはそれを察していた。

「『妹』さんが、死んだんですよ？　涙を流せとはいいませんけど、もっと、他ほかに……」

「あら、だから最大限の賛辞をあげてるんじゃない。すごく役に立ったって……ね？」

「雷門さんは――」

　黄き梨り花かの遺影を背景にして、彼女のことが、可哀かわい想そうでしょうがなくて。

　陀衣は必死に訴えた。

「あなたのために、ぼろぼろになって……あなたが、好きだったのに。憎むしかないぐらい、追いつめられて――命まで、投げうって……」

「あら、それは当然よ。そういうふうに弄ってあげたんだから」

　アオイは何でもないことのように言った。

「何が不満なの？　よくわからないなぁ――だいじょうぶよ。黄梨花が死んだおかげで、『テーマパーク』は完成し、あひるちゃんが助かる可能性は高まる。喜びなさいよ……安心なさい、つぎは失敗しないから。あひるちゃんの命は救ってあげる。たとえ死んでも、医学の発展に貢献できる。素晴らしいじゃない、ね？」

「アオイ先生、あなたは……」

　ようやく。

　陀衣は、悪を理解した。

　知らない概念だった。

　否、目を逸そらし、そんなものは世界に存在しないと、欺ぎ瞞まんを並べていた。

　怖かったのだ。

　こんな生き物が、思考が、行動が、世界に存在するなんて。

　アオイの表情は変わらない。

「あぁ、その顔――とても良いわよ、白しら鳥とり陀衣くん。ひとの善意しか信じない、無む垢くな男の子が、みじめに裏切られて絶望する。ぞくぞくしちゃう。だけど、そんな目で見ないで――あたしは何も悪いことはしていないし、あひるちゃんは救われるのよ？」

　そして、すべての希望は踏みにじられる。

「ただし、命が助かったとしても――あなたが知ってるあひるちゃんとは、別人になっちゃってるかもしれないけどね？」

「アオイ、先生……」

　陀衣は、久しぶりに他人を呼び捨てにした。

「獅し子し座ざアオイッ!!」

　目の前が真っ白になり、気がついたらアオイに向かって手を伸ばしていた。

　激げつ昂こうしたのは、もしかしたら、生まれて初めてかもしれなかった。

　何もかもが穢けがされていた。

　みにくく汚染され、嘲あざ笑わらわれていた。

　許すわけにはいかなかった。

　それなのに。

「……やめて、ください」

　陀だ衣いをとめたのは、非力な、あひるの指先だった。

　身体からだぜんぶでアオイをかばって、彼女は陀衣の怒りをすべて受けとめた。

「白しら鳥とり、陀衣くん。アオイ先生に、危害をくわえないでください。それは、あたしは、看過できなく――あたし、あた……」

　その無感情な双そう眸ぼうから、熱い涙が滴したたり落ちる。

　血液のように。

「あらら、やっぱり不安定ね。行きましょ、あひるちゃん。お焼香だけでもと思ったけど――あたしたちの邪魔をする悪い子が、ここには、いっぱいいるみたい」

　踵きびすをかえす喪服のふたりを、陀衣は肩を震わせて睨にらみつけて、叫んだ。

「あひるさん……！」

　彼女は振りかえりもしなかった。

　夏が、終わろうとしていた。



BAD END...?



    

  
    
      
あとがき





▼こんにちは。日あ日き日らです。

『みにくいあひるの恋』第三巻『ロボットは待ちくたびれた』をお届けいたします。

　前回は『人魚姫』でしたが、今回は『白鳥の湖』となっております。演出家によってハッピーエンドにもバッドエンドにもなるこの題材、さて『みに恋』はどっちでしょう？



▼そういえば今回の表紙をどうするか、と担当さんと相談したとき「お話の内容からいって吟ぎんちゃんですかね？」と提案する僕に担当さんが「え？　吟ちゃんですか？　でも吟ちゃんでだいじょうぶでしょうか……」みたいなことを言われて、ちょっと面白かったです。

　作中でもそんな感じのやりとりをいれてみましたが、本編のなかで風ふう太たが言ってた「でも吟はほら、あれだし」というのは、吟の見た目がどうこうというより彼女にはみんなの前で演技とかするのは難しいんじゃないか、と心配しただけなのではないかなぁと。

　でも言葉にしなきゃそんな気持ちは伝わらないし、風太はいちど傷つけた吟を腫はれものに触れるように扱っていて、嫌われてもしょうがないと思っていて、吟も素直に自分を表現できず、ずっと待ってるだけで～という焦れったさ。

　他ほかの女の子が基本的に押せ押せなので、吟のそんな奥ゆかしいというか自分の内側に引きこもってる感じを書くのがちょっと新鮮でした。まぁ、行動してくれないとお話をつくる側としては困るんですが。吟ぎんちゃん難しい。



▼以下、謝辞です。

　今回もきめ細かいケアでこのお話の世話を焼いてくれた担当の佐さ藤とうさん、惚ほれ惚ぼれするほどうつくしいイラストを描いてくれた絵師のみことあけみさん、および関係者の皆さまに感謝を。

　そして、読者の皆さま。あひると陀だ衣いの恋はあとちょっとだけつづきます。何もかもが奈落の底に転がり落ちていきそうな状況ですが、僕の心の善なる部分（ツンデレ）をふるいたたせて、壊してしまわないように丁寧につくりあげていきたいと思います。

　目指せ、ハッピーエンド！



日あ日き日ら



    

  
    
      



    

  
    
      　著者

　日日日（あきら）

　　１９８６年生まれ。高校在学中に５つの新人賞を受賞してデビュー。

　　代表作に『蟲と眼球』シリーズ、『魔女の生徒会長』シリーズ（ＭＦ文庫Ｊ）『狂乱家族日記』シリーズ（ファミ通文庫）などがある。近著『ささみさん＠がんばらない』（ガガガ文庫）、『爆熱天使Ｘサン』（角川スニーカー文庫）。

　　ペットを飼い始めた当初は「動物なんかに興味ねーよ（笑）」みたいな感じだったのに、気づけば抱きしめて「よぉしよぉしハチベエ（名前）大好きでっちゅよぉお」とか言ってる自分に気づく。恋はひとを変えるのだ（恋？）。



　イラスト

　みことあけみ

　　群馬県出身。

　　日々映画とラジオに癒されております。



　　http://www.geocities.jp/yellow_avantgard/
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